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【この報告書について】 

 

本書は、青森学術文化振興財団の令和５ 年度助成事業「北海道新幹線・札幌延伸への準備および北陸

との協働－青函エリア発『新幹線学』構築の試みと提言（１）」の成果報告書です。共同研究組織「あお

もり新幹線研究連絡会」による 2023 年度の調査研究事業について記述しています。 

研究連絡会は 2018 年度、青森大学・櫛引研究室と（一財）青森地域社会研究所（現・あおもり創生パ

ートナーズ株式会社）、青森商工会議所が中心となり発足しました。その後、組織の変更を経て、2023 年

度の時点では青森中央学院大学、弘前大学大学院地域社会研究科、そして青森大学の研究者らをコアに、

青森商工会議所、あおもり創生パートナーズがアドバイザーを務めています。発足以降、東北新幹線を中

心に、北海道、北陸、九州の各整備新幹線の調査研究に携わってきました。さらに、新幹線と移住定住施

策や青森県内の在来線との関わりについても調査を実施し、報告書を刊行して参りました。 

これらを経て、整備新幹線プロジェクトで当面の大きな節目となる 2024 年春の北陸新幹線・敦賀延伸

に焦点を当て、2023 年度にこの「北陸－青函圏」プロジェクトに 3 カ年計画で着手しました。 

本報告書には、敦賀駅前で始まったワークショップの試み、地域史や歴史・文化からみた福井県と青函

圏のつながり、福井県と青森県の産業構造比較、そして敦賀市民アンケートの結果報告などをまとめて

あります。 

 「北陸新幹線をなぜ、青森の研究組織が調査するのか？」という問いをよく向けられます。いくつかの

理由が挙げられます。まず、私たちが青函圏を拠点に調査を重ね、一定の蓄積があること、北陸と青函圏

は歴史的なつながりが深いこと、何よりも新幹線沿線地域同士が直接、交流し合うことでしか得られな

い成果が存在すると考えられること、などです。 

整備新幹線の開業は、東京を中心とする大都市圏との直結が目的として重視されがちです。しかし、新

幹線沿線同士のネットワークを充実させてこそ、「人口減少社会の再デザイン」につながる数々のヒント

が得られると期待しています。 

2023 年度の事業は、当初想定を遙かに超えて広がった部分と、必ずしも想定通りに進められなかった

部分がありますが、全体としては順調に進展していると評価しています。次年度以降も、多くの方々に成

果を共有しつつ、ご批判とご助言を賜りながら、事業を進めていければと存じます。 

なお、本報告書は櫛引の研究者 Researchmap（https://researchmap.jp/motookushibiki =2 次元コー

ド参照）に PDF 版を掲載しています（新聞記事を除く）。特にモノクロで読み取りづらい図版などは、

PDF 版でご確認ください。                         （文責・櫛引素夫） 

2024 年 2 月 

あおもり新幹線研究連絡会           

青森中央学院大学・竹内研究室      

弘前大学大学院地域社会研究科・工藤裕介 

青森大学・櫛引研究室          
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1．「北陸×青函圏」プロジェクトについて 

1－1．あおもり新幹線研究連絡会について 

あおもり新幹線研究連絡会は 2018 年度に発足した。同年度、青森学術文化振興財団の助成制度に、共

同研究体制による「チャレンジ枠」が創設されたことが契機となった。2014 年度から「青森大学・櫛引

研究室」として、新幹線をテーマに助成事業に応募していた櫛引が、一般財団法人青森地域社会研究所

（当時・現あおもり創生パートナーズ株式会社）、青森商工会議所に呼び掛けて協力を得た。 

その後、メンバーの転職や所属組織の改組に伴い、2023 年度は青森中央学院大学・竹内紀人教授、弘

前大学大学院地域社会研究科・工藤裕介客員研究員と青森大学・櫛引研究室をコアに、青森大学 SDGs 研

究センターの竹内健悟客員教授、青森大学付属総合研究所の永澤大樹・村上亜弥両客員研究員が加わっ

て研究組織を構成した。さらに、あおもり創生パートナーズの松田英嗣取締役、青森商工会議所がアドバ

イザーを務めている。 

 

1－2.「北陸×青函圏」プロジェクトについて 

1）本事業の目的 

本事業は 3 カ年計画で構想した。以下、青森学術文化振興財団に提出した参考資料から抜粋する。 

2031 年春を目指してきた北海道新幹線・札幌延伸への対応を一つの目標として、人口減少と高齢化が

加速する青森県および青函圏域の暮らしや社会をどう再デザインしていくか、手がかりを探るための調

査と実践を試みる。2024 年春の北陸新幹線・敦賀延伸を舞台に、高速・高規格鉄道である新幹線が地域

にもたらす変化を調査・確認するとともに、「県人口 100 万人切れ」を視野に、地域における対話ネット

ワーク構築が「持続可能な地域づくり」にどう貢献するかを検証し、さらには青函圏と北陸の文化的・経

 
図 1 全国新幹線ネットワーク（国土交通省資料から櫛引作成） 
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済的交流の可能性を探る。 

 

2）本事業の意義 

①「福井県開業」と青森県のつながり 

北陸新幹線は 2024 年春、福井県開業・敦賀延伸を

迎える。青森県と福井県は古くから結びつきがあり、

また、今回の延伸には青森県が深く関わっている。 

 ・北陸は安東水軍や日本海航路で青森県と直結さ

れてきた。県内には北陸の血を引く住民も多

く、県内各地には北陸にちなんだ伝承が残る。 

 ・津軽塗のルーツの一つは、福井県若狭地方の  

「若狭塗」である。 

 ・新たなターミナルとなる敦賀市は「人道の港・

敦賀」を掲げ、そのシンボルは「リンゴ」であ

る。第二次大戦中、迫害を逃れてヨーロッパか

ら敦賀を経由し、アメリカへ渡ったユダヤ人た

ちがいた。彼らが敦賀港へ上陸した際、地元の

人々がねぎらいの印としてリンゴを手渡した。

このリンゴの産地は明らかではないが、弘前産

だったという証言もある。 

 ・敦賀港発着・青森港行きのクルーズ船ツアーが  

運行されてきた。 

 ・敦賀市が新幹線開業対策の柱に据えている「本

によるまちづくり」は、八戸市が進めてきた施策をモデルにしている。  

②北陸－青函圏を結ぶ意義 

東京や大阪を軸とする新幹線ネットワークの進展と裏腹に、日本海沿岸のつながりは希薄化してきた。

函館・青森と大阪を結んでいた特急「白鳥」や寝台特急「日本海」が姿を消して久しく、今日、北陸地域

と青森県のつながりが意識されることは希である。 

しかし、人口減少と高齢化が加速する中、青森県は北陸に学ぶべき点が多々ある。例えば、福井県は

2019 年度の高等学校卒業者の県外就職率が 9.9%・全国 40 位（青森県は 1 位・45.6%）、2018 年度の合

計特殊出生率 1.67 で 7 位（青森県は 35 位・1.43）などである。他方、積雪寒冷地域であること、原子

力産業への依存度が高いことなど、共通の特徴も少なくない。 

将来に目を向けると、新青森駅を起点とする北海道新幹線は、2016 年 3 月に新函館北斗開業を迎えた

後、札幌延伸に向けて工事が進み、2031 年春の開通を目指している。現在の人口推移が続けば、札幌延

伸時には「県人口 100 万人切れ」が視野に入る。そのような状況において、230 万の人口を抱える札幌

都市圏と青森県が直結することは、新たな社会的・経済的変革の好機をもたらすと考えられる。 

青森県はこれまで、全国に例がない「3 度の新幹線開業」を経てきた。2002 年 12 月の東北新幹線・八

戸開業、2010 年 12 月の同・新青森開業、そして 2016 年 3 月の北海道新幹線・新函館北斗開業である。

 

図 2 2024 年 3 月の北陸新幹線延伸区間 

（地理院地図から櫛引作成） 
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一連の開業は青森県に多くの変化と利益をもたらし、これらの検討を通じて、青森県では応募者らによ

る継続的な新幹線研究が進んできた。全国的にみても、地域で大学等による研究組織がつくられ、継続的

な研究を行っている事例は希である。 

一連の研究の多くは青森学術文化振興財団の助成事業として行われ、既に多くの成果が青森県のみな

らず青函圏や北陸新幹線沿線、特に福井県にも還元されている。 

ただ、青森県内では既に新幹線対応を「過去のこと」とみなす空気が強い。このため、札幌延伸に備え

て、新幹線とまちづくりを再び連動させ、所与の条件を 大限に活用する態勢づくりが急がれる。 

本研究を通じて、新幹線が地域に及ぼす効果や影響をあらためて確認し、札幌延伸に備えるとともに、

応募者らが進めてきた「新幹線学」の検討の水準を高めて、より普遍的な価値を構築することは、青森県

や青函圏、そして全国各地の新幹線沿線に多くの利益をもたらし得る。さらに、「人口減少社会の再デザ

イン」の観点から、本県において「地域自らが地域のことを考え抜き、人口減少・高齢社会を生き抜く知

恵と力を生み出す」営みを構築する試みについても、多くの知見を得られると期待される。 

 

3）本研究の展開 

前掲の目的を達成するため、本事業では、以下のような事業の展開を企画した。 

・福井県域の新幹線開業対策を支援しつつ、市民アンケートやヒアリング、観察などを通じて地域に起

きる変化を調査し、課題と可能性を確認する。さらに、地元や青函エリアでオンライン・オフライン

の報告会やワークショップ、対話を試みる。 

・一連の営みを通じて、福井県域をはじめとする北陸エリアと青函エリアの行政・経済関係者など実務

者および研究者のネットワーク構築を図り、情報交換や地域づくりの知恵の交流、さらには経済的な

交流の可能性を探る。 

・これらの活動を体系化し、応募者らが検討を進めてきた「新幹線学」の構築を試みる。また、青森県

や青函エリアのブランディングや地域研究の体制強化を図り、持続可能な地域づくりに貢献する。 

 

4）事業によって見込まれる効果 

一連の事業によって、下記のような効果が見込まれる。 

・青森県や青函圏域において、人口減少社会に適合した、既存の東北・北海道新幹線の新たな活用法に

関する知見が得られる。 

・同じく青森県や青函圏域において、北海道新幹線の札幌延伸に向け、経済面のみならず、医療・暮ら

しなどの面で、どのような準備が必要または有効かに関する知見が得られる。 

・北陸と青森県や青函圏域の歴史的、文化的つながりを再確認することで、経済的・文化的交流の足が

かりが生まれる。 

・北陸地域における持続的な地域づくりをめぐり、青森県や青函圏域にも有益な知見が得られる。 

・青森県で培われた新幹線研究や本によるまちづくりを北陸新幹線沿線でアピールすることが、地域

ブランド向上や移住促進を意識した情報発信につながる。 

 

5）研究体制 

前述の通り、本研究は「あおもり新幹線研究連絡会」として実施する。研究協力者・機関およびアドバ
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イザーを含めた研究体制は下記の通りである（敬称略）。 

▽あおもり新幹線研究連絡会＝現地調査・アンケート結果分析・先行研究検討・報告会開催 

・青森中央学院大学・竹内研究室 

・弘前大学大学院地域社会研究科・工藤裕介客員研究員 

・青森大学・櫛引研究室（事務局） 

 ※客員教授：竹内健悟 客員研究員：永澤大樹、村上亜弥  

★アドバイザー 

・青森商工会議所 

・松田英嗣氏（あおもり創生パートナーズ株式会社） 

▽研究協力者・機関＝ヒアリング・現地調査・アンケート結果分析・報告会開催協力 

・八戸市役所（八戸ブックセンター） 

・敦賀市役所 

・敦賀信用金庫 

・丸善雄松堂株式会社 

・福井新聞社 

・富山国際大学・大谷研究室 

・福井大学・嘉瀬井恵子氏 

・北海道新幹線研究連絡会（代表幹事＝永澤大樹・青森大学客員研究員） 

・北陸新幹線沿線連絡会議 

（共同代表＝平原匡・北信越地域資源研究所代表取締役、大谷友男・富山国際大学准教授） 

 

6）事業 

本事業は敦賀延伸を挟む 3 カ年で実施する。 

①初年度（2023 年度）：開業直前 

・敦賀／福井／北陸と青函圏の連携の可能性に関する基礎的フィールドワークおよびヒアリング 

・敦賀／福井／北陸の開業準備状況調査 

・敦賀市民意識調査：開業に対する意識および青函圏への意識など 

・敦賀信用金庫との勉強会 

・敦賀信用金庫を一つの核とする現地ネットワークの形成および対話の仕組み構築 

・青函圏と敦賀／福井／北陸を結ぶオンライン・ハイブリッド報告会の開催（12～1 月） 

②2 年目（2024 年度）：開業年 

・敦賀／福井／北陸と青函圏の連携の可能性に関するフィールドワークおよびヒアリングの発展 

・敦賀／福井／北陸の開業状況調査 

・敦賀市民意識調査：開業への評価の調査 

・敦賀信用金庫との勉強会の発展 

・敦賀信用金庫を一つの核とする現地ネットワークの深化 

・青函圏と敦賀／福井／北陸を結ぶハイブリッド報告会の開催 

③3 年目（2025 年度）：開業翌年 
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・敦賀／福井／北陸と青函圏の連携の可能性に関するフィールドワークおよびヒアリングの総括 

・敦賀／福井／北陸の開業後の状況確認 

・敦賀市民意識調査：開業 1 年目への評価の調査 

・敦賀信用金庫との勉強会の深化 

・敦賀信用金庫を一つの核とする現地ネットワークの展開 

・青函圏と敦賀／福井／北陸を結ぶハイブリッド報告会の開催 

 

2．2023 年度の成果 

2－1．実践・調査事業  

本年度の事業は以下のような実践と調査を展開してきた。 

 1）“otta”トークのスタート 

 2）敦賀市民アンケートの実施 

 3）敦賀・北陸と青森県の地域史的・歴史的つながりに関する調査の実施 

  

 以下、詳述する。 

 

1）otta トークのスタート 

「otta」は敦賀駅前の多機能施設の名称である。中核施設である公設民営の書店「ちえなみき」2 階の

スペース「ワーク＆スタディ」において、敦賀信用金庫、敦賀市役所、福井県庁、福井大学などの関係者、

さらには福井財務事務所若手・中堅職員、高校生などを交えてワークショップを実施した。敦賀市役所職

員の提案で、一連の集まりを「“otta”トーク」と命名した。 

以下が活動実績および成果の概要である。 

 

⓪2 月 9 日（年度前の試行） 

・敦賀信用金庫、敦賀市役所職員と新幹線開業をめぐり懇談 

①5 月 26 日：今年の研究構想紹介＋懇談 

 
図３ ちえなみき 

 

図４ “otta”トークの様子 
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・福井財務事務所若手・中堅職員、福井県庁、福井大学がつながる 

②7 月 27 日：「若者と新幹線開業」をめぐり懇談 

・敦賀高校生、敦賀気比高校生に対し、東北新幹線・新青森駅開業を契機に活動を開始した青森西高

校・青西おもてなし隊や、NPO 法人あおもり若者プロジェクト・クリエイトの活動を紹介 

③10 月 6 日：研究成果の中間報告① 

・「敦賀市と青森」、敦賀市民アンケート速報① 

④12 月 8 日：研究成果の中間報告② 

・敦賀市民アンケート速報②、開業直前の情勢分析 

⑤2 月 18 日：開業 1 カ月前イベント 

・北陸新幹線沿線連絡会議と共催 

 

▽具体的な成果 

・延べ参加人数は 100 人余り 

・敦賀信用金庫と敦賀市役所をつなぐことができた 

・福井財務事務所若手・中堅職員と敦賀信用金庫、敦賀市役所をつなぐことができた 

・敦賀高校、敦賀気比高校の活動と新幹線開業の接点を増やせた。また、青森大学と連携協定を結んでい

る青森県立青森西高校「青西おもてなし隊」の活動、さらには青森大学が仲介役となり青西おもてなし

隊と交流が始まった北海道長万部高等学校生のまちづくりの活動を敦賀市民や高校生に紹介できた 

・敦賀市の範となった八戸市・八戸ブックセンターの音喜多信嗣氏にも参加していただいたほか、意見交

換・情報交換ができ、「青森・八戸・敦賀」の連携が深まった 

・全国的に話題を呼んでいる、otta 内の公設民営書店「ちえなみき」の運営に携わる大手書店・丸善雄松

堂とつながりが生まれた 

・敦賀市・北陸と青森のつながりに関する研究成果について、地元に紹介できた（後述） 

・敦賀市民アンケートの速報結果（後述）を地元に紹介できた 

・地元のさまざまな人々の肉声を収集できた 

 

2）敦賀市民アンケートの実施 

市民アンケートの実施については、筆者から 2022 年度の時点で敦賀市役所に打診し、快諾を得た。駅

周辺整備、開業対策、観光、市民生活など多岐にわたる関連部課と検討を重ね、質問項目をまとめた上で、

青森大学社会学部倫理委員会の審議・承認を得て実施した。詳細と図版・自由記述項目は後述・後掲する。 

 

・実施時期：2023 年 9 月～10 月 

・配付方法：郵送 

・件数：1,200 件 

・回答方法：オンライン＋郵送 

・回収数：オンライン 64 件、郵送 176 件 

・回収率：20.0％ 
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敦賀市は定期的に、市政に関する市民アンケートを実施していたため、そのフォーマットを踏襲した。

サンプル数は 1,200 件と設定し、同市のアンケートで標準的な回答数という 400 件程度の回収を想定し

た。サンプルの抽出も市に依頼し、市の封筒に宛名シールを張った状態で封筒ごと提供していただき、青

森大学側でアンケート用紙等を封入、発送した。返送先は青森大学とした。 

回答は（1）趣意書に印刷した QR コード経由で、Google Forms でオンライン回答（2）手書きの回答

用紙に記入し、同封した封筒で返送、という 2 方式を採った。9 月 1 日に発送、9 月末を回収期限とした

が、実際には 10 月末まで返送があった。 

回収率は全体で 20％にとどまった。要因はこれから検討するが（1）返送先が多くの市民にとって未知

の大学および研究者名だったため、警戒または忌避された（2）新幹線開業に他の政策課題ほど関心がな

い（3）設問が多く忌避された（4）その他、といった理由が考えられる。 

 

3）敦賀・北陸と青森県の地域史的・歴史的つながりに関する調査の実施 

▽敦賀市調査 

・港湾と鉄道の歴史、空襲による市街地全焼など、青森市と共通点が多い。日本遺産「北前船寄港地・船

主集落」、日本遺産「海を越えた鉄道」、敦賀城主・大谷吉継、織田信長の「金ヶ崎の退き口」、幕末の「水

戸天狗党、名勝「おくのほそ道の風景地」（氣比神宮）といった歴史的な資産が存在する。その活用方法

は、開港 400 年を控えた青森市にも参考になると思われる。 

・ も印象的な点は、市民による歴史研究が行政の取り組みを補完しているとみられることである。2013

年に閉校した敦賀短期大学（歴史研究の分野では著名な存在だったという）に連なる「気比史学会」が活

発に活動しており、歴史研究のスキルを身に付けた市民が多いという。やはり、開港 400 年を控えた青

森市にも参考になると思われる。 

・政治・経済的なつながりも見いだせた。青森出身者が敦賀信用金庫の理事長や敦賀市副市長を務めてい

たことが分かった。また、青森市に本社のあった「青浦（せいほ）商会」（青森とウラジオストック＝浦

塩＝間の交易を手掛けた商社）が敦賀市・金崎宮に玉垣を奉納していたなど、新青森市史にもない史実を

確認できた。 

 

▽江戸期のつながり 

・江戸期における北陸・福井県域と青函圏の直接のつながりを示す遺物として、福井市産出の凝灰岩・笏

谷石で作られた「越前狛犬」が、深浦町、今別町、弘前市、そして青森市に計 10 体残っていることが確

認された。このうち、青森市の２体（一対）は、入内・黄金山神社にあり、市の有形文化財に指定されて

いる。 

・「中・近世における越前狛犬の特徴と地方進出について」（三井・2012）によると、新保の商人は下北

半島の木材の運上請負などに従事し、日本海を頻繁に往来していたため、越前狛犬の寄進の目的は、航海

安全の祈願だったのでは、とされる。 

・このほか、津軽半島・中泊町の五林神社に残る宝篋印塔は、若狭に属する福井県高浜町日引で産出した

安山岩質凝灰岩の「日引石」で作られているという。 
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4）本年度の成果の学術的アウトプット 

 本年度の活動・研究成果に関する主な学術的・社会的アウトプット（予定を含む）は以下の通りである。 

 

・東北地理学会 2023 年度秋季学術大会（2023 年 10 月 21 日・秋田大学）で研究報告「北陸新幹線・敦

賀延伸が福井県域に及ぼす影響（第一報）－地域医療と敦賀市民アンケートを中心に－」 

・新幹線フォーラム「『福井×青函圏』絆と未来－北陸･敦賀延伸から北海道･札幌延伸へ－」開催（2024

年 1 月 20 日・詳細は後述） 

・一般財団法人北國総合研究所（金沢市）のビジネス懇話会（2024 年 2 月 19 日）において、「北陸新幹

線敦賀延伸は北陸をどう変えるか」の演題で分析結果の一部を紹介 

・福井市の住民グループ「新幹線開業に向けて越美北線を考える会」の講演会「うららのまちづくりが日

本を変える！？－『3.16』をつながりのスイッチに」において分析結果の一部を紹介予定（2024 年 3

月 3 日） 

・日本地理学会春季学術大会（2024 年 3 月 19～20 日・青山学院大学）において「北陸新幹線・敦賀延

伸と能登半島地震－東日本大震災などとの対⽐から－」を報告予定 

・弘前大学大学院地域社会研究会「地域社会研究」第 17 号に研究報告「整備新幹線・2024 年に向けて

の論点整理─北陸・敦賀延伸と北海道・札幌延伸、地域医療をめぐって─」掲載決定（pp.13-29）。 

・青森大学付属総合研究所紀要第 25 巻第 2 号（2024 年 3 月末刊行予定）に敦賀市民アンケートに関す

る研究ノート「北陸新幹線延伸に対する敦賀市民の意識－2023 年秋・アンケート結果の分析」を投稿

（査読中） 

・青森大学付属総合研究所「総研だより」第 5 巻第 4 号（2024 年 3 月末刊行予定）に「地域史研究と歴

史普及活動に関する調査－青森市と敦賀市の歴史的つながりを中心に」を投稿予定 

 

5）本年度の事業内容の評価 

 以上のように、本年度は経済的な交流には至っていないものの、当初の構想に対して、一定の成果を上

げていると位置づけられる。3 カ年計画の初年度としては、おおむね進行状況は良好である。 

 これまで得られている関係者の評価は以下の通りである。 

▽敦賀信用金庫（参加者アンケートから） 

★“otta”トークの収穫 

・新幹線開業に対し期待を持たれている方が自分の想像よりも多いことに気付かされました。 

・敦賀市の発展に向けて普段は関わることがない組織の方々と話ができた。 

・街づくりをしていくためにどうすれば良いか、自分自身の考えを冷静に考える機会をいただきました。

また、他者の意見を聞くことができ、今後の街づくりに対しての思いが変わったこと。 

・高校生が新幹線開業をとても前向きに捉えていることを知れました。 

・新幹線が敦賀に来ることの意味や今後の展望について。 

・他の地域の PR 活動やおもてなし活動を知ることができ、新幹線敦賀開業に向けての活動を具体的に

考えられるようになりました。普段話し合う機会のない高校生や市役所の方々と意見を交わすことが

でき、様々な視点からの意見がとても参考になりました。 

★“otta”トークがもたらした変化 
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・１ヶ月少々で「変わった」という自覚はありませんが、時期が近付いていることも含めて地域全体が前

向きになっているように感じられるようになりました。 

・敦賀市の発展に向けた明るい未来を考えることが出来るようになった。 

・信用金庫の職員として、私なりにやるべきことを再度自覚いたしました。 

・敦賀を知ってもらうためどのようなことをしたらいいのか、具体的な案が知れて、イメージがわきまし

た。 

・これまで他業種の方たちと交流することがなかったため、様々な意見を聞けて考えの幅が広がった。 

・敦賀で働く敦賀市民として、新幹線開通は敦賀の大きな転機であるため大切にしていきたいという思

いが強くなりました。 

★新幹線開業年に向けての抱負、行動計画など 

・金庫の業務などを通じて新幹線開業に向けて前向きな事業者のサポートができればと考えています。 

・地域金融機関としてお客様ニーズを発掘できるように、傾聴の姿勢を忘れない 

・敦賀市の中心市街地を中心に一人でも多くの事業者様へ支援できるように努めてまいります。 

・新幹線開業を前向きに捉え、地域住民の方と協力して行動を起こしていきたいと思います。 

・新幹線関係、駅前付近問わず、お客様に良い情報提供をしていく。 

・敦賀で働く敦賀市民として、新幹線開通を大きな転機ととらえ、敦賀の魅力を広める高校生や企業の

方々のお手伝いをしていきたいと思いました。 

★新年の“otta”トークに向けての提案、抱負、協力の可否など 

・金庫を通じて今後も協力していきたい。より多くの方がつながり、そのつながりから行動が生み出され

るような場になってほしいと思います。 

・地域金融機関としてお客様ニーズを発掘できるように、傾聴の姿勢を忘れない。 

・敦賀 PR など、自身でできる範囲の協力は行っていきたい。 

・北陸新幹線敦賀開業に伴い、事業を創めたいと思っている方にとって、良い機会だと感じております。

信用金庫職員として、潜在的に事業を創めたいと思っている方を引き出し支援できるように努めてま

ります。 

・新幹線開業が間近に迫ってきたので、具体的な案を煮詰めるような時間があるといいと思います。 

・新幹線開業が迫ってきている中で、今すべきことの話し合い。 

より具体的な行動計画を決めていくとよいと思いました。 

★改善点／全体に 

・リモートで実際に活動を行っていた方々の意見を聞くことができたら、より活動を具体的に考えるこ

とができそうだと感じました。 

・１回の参加では思いを伝えることや何かを実現することは難しいと考えます。通年で何かを実現する

といった形で進めていくと更に意欲が湧くと感じました。 

・昨年度記念誌作成時に教授と出会い、当金庫若手職員と教授による座談会模様を拝見させていただき

ました。その時にですが、当金庫職員がこの町に対する“思い”というものをこれだけ持っているのと

いうこと深く知ることが出来ました。Ｚ世代等取扱いが難しい中、教授が上手く若手職員からトークを

引き出してくださったことで、当金庫もまだまだ捨てたものじゃない。これからも発展することが出来

る。そう感じたこと、それが私の座談会に参加した収穫であります。 
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▽敦賀市役所 

・新幹線開業を迎える基礎自治体にとって、櫛引教授の活動は非常に示唆に富んだものである。豊富な新

幹線研究事例を踏まえ、現況を分析し適宜、助言等いただけることは施策等立案するうえで非常に有益

である。 

▽福井財務事務所若手・中堅職員 

・“otta トーク”に参加し、地域の課題に真正面から向き合うことができた。また、各参加者がそれぞれ

の知見、アイディアを持ち寄ることで、予想もしなかった発想にたどり着くことも多く、その場で得た

アイディアの蓄積は、地域創生に取り組む際のヒントとなった。”otta トーク”で構築された関係性か

ら、新幹線延伸を契機とする関係人口拡大のための意見交換会の開催に至るなど、地域の皆様と地域の

これからを話し合うきっかけとなった。 

 

 

2－2．新幹線フォーラム 

一連の活動・研究成果を報告する新幹線フォーラム「『福井×青函圏』絆と未来－北陸・敦賀延伸から

北海道・札幌延伸へ」を 2024 年 1 月 20 日に開催した。以下、青森大学ホームページに掲載した記事「新

幹線フォーラム、北陸・敦賀延伸と青函圏の関連研究を報告」を転載する。 

 

新幹線フォーラム「『福井×青函圏』絆と未来－北陸・敦賀延伸から北海道・札幌延伸へ－」が 1 月 20

日（土）、青森市のあおもりスタートアップセンターで開催されました。あおもり新幹線研究連絡会と青

森大学櫛引研究室が主催、青森大学付属総合研究所と青森大学社会連携センターが共催しました。 

フォーラムは、今年 3 月に迫った北陸新幹線・敦賀延伸に向けた青森学術文化振興財団の令和 5 年度

助成事業「「北海道新幹線・札幌延伸への準備および北陸との協働－青函エリア発『新幹線学』構築の試

みと提言（１）」の成果報告のため開かれました。福井県や仙台市からの来場者に加え、北海道、神奈川

県、福井県などからのオンライン参加があり、行政・経済関係者や大学研究者、大学院生など約 30 人が

研究報告に耳を傾けました。 

研究会のメンバーである青森中央学院大学・竹内紀人教授のビデオメッセージが紹介された後、青森大

学社会学部の櫛引素夫教授が事業の趣旨について「北海道新幹線・札幌延伸と、そのころに訪れるであろ

う『青森県人口 100 万人割れ時代』に向けて、北陸新幹線沿線が地域にもたらす変化と北陸から学ぶべ

きことを明らかにして、人口減少社会の再デザインを試みたい」と説明しました。 

続いて青森大学付属総合研究所の村上亜弥客員研究員が、9 月に実施した現地調査の結果に基づき、地

域史からみた福井県敦賀市と青森市のつながりを報告しました。明治末から大正時代にかけて、青森と

ロシア・ウラジオストクを結ぶビジネスを展開していた「青浦商会」（せいほしょうかい）の敦賀市の足

跡や、市民の手で歴史研究が活発に行われている同市の「気比史学会」（けひしがくかい）活動を解説し、

来場者が興味深そうに聴き入っていました。 

また、青森大学の竹内健悟客員教授は、福井と青森が日本海航路で結ばれていた痕跡について、青森県

内各地に福井特産の「笏谷石」（しゃくだにいし）でできた「越前狛犬」などの石造物が残っていること、

敦賀に弘前藩の蔵屋敷があったこと、津軽半島の今別で越前の人々が造船を行っていたことなどを資料

にまとめ、櫛引教授が紹介しました。 
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さらに、櫛引教授が敦賀市で実施したアンケート結果の概要を報告し、「新幹線開業に関心がある、と

いう回答が 3 分の 2 にとどまるのに対し、開業を歓迎する、と答えた人が 8 割近くに達する」などと述

べました。このほか、1 月 1 日の能登半島地震発生を受けて、東日本大震災と東北新幹線全線開通を振り

返りながら、新幹線開業と地震の関係性について提起しました。 

フォーラムの様子は 1 月 21 日の福井新聞、23 日の読売新聞で報じられました。 

あおもり新幹線研究連絡会は青森大学・櫛引研究室が事務局を務め、青森大学、弘前大学、青森中央学

院大学などで構成しています。（青森大学ホームページ・2024 年 1 月 24 日記事） 

 

【竹内紀人・青森中央学院大学教授からのビデオメッセージ】 

 「新幹線フォーラム『福井×青函圏』絆と未来 福井延伸から北海道・札幌延伸へ」の開催に当たり、

主催者であるあおもり新幹線研究連絡会の一会員としてメッセージをお届けします。 

まずは、能登半島地震の犠牲者の皆さまのご冥福をお祈りするとともに、過酷な避難生活を強いられて

いる方々に、心よりお見舞い申し上げます。 

この度のフォーラムに関しては、所用により参加がかなわず非常に残念ですが、こうして櫛引教授の

下、毎年新幹線フォーラムの輪が広がっていることを心よりうれしく感じております。 

今日の話題のひとつに、福井-東京間はどのコースが合理的かといったことが出てくるのではと思いま

す。どこの駅であればどちらまわりが有利だとか、どこの駅では甲乙つけがたいとか、都市間の交通利便

性の向上はもちろん大切なこととは思います。 

しかしながら、これまで私たちが見聞きしてきた新幹線効果の中で、 も大切なことは、東京とつなが

ること以上に、もう少し近いエリアの往来が劇的に変化していく、あるいは、住民が主体的に変えていく

さまではないかと思っています。 

北海道新幹線開業による「津軽海峡マグロ女子会」はこの 3 月に 10 周年を迎えます。東北新幹線全線

開業時に何もないと揶揄された新青森駅前には、函館の医療法人による病院ができ、すでに 7 年が経過

しています。私たちは東京を経由せずに北信越に出かけることが普通になりました。金沢大学と信州大

学は留学生のインターンシップや国内就職の促進に向けて手を結びました。北陸新幹線は自宅から他県

大学への通学可能性を大いに広げました。 

もはや、都市と都市を産業や観光の発展のために繋ぐ新幹線ではありません。新幹線の使い方も、ニュ

ーノーマルの時代を迎えているのです。 

福井延伸を祝うことも、これからの北陸新幹線や北海道新幹線の延伸を見つめることも、そうした目線

 

図 5 研究報告する村上客員研究員 

 

図 6 県内外から駆けつけた参加者 
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で進めて参りたいと思います。本日はリアル、リモート合わせてたくさんの方々にご参加いただき誠に

ありがとうございました。

3．展望 

関係者の絶大な協力を得て、事業の初年度は極めて順調なスタートを切った。

2 年目以降の事業が採択された場合は、着実にその成果を生かしつつ、当初計画に加え、さらに他の活

動との相乗効果を目指した展開を試みる方針である。

まず、候補に挙げられるのは、北陸と道南の回路をつなぐことである。2019～2021 年度に青森学術文

化振興財団の助成を得て発行し、その後は青森大学社会連携センターとして発行を継続していた新青森

（駅）ニュースレター「はっしん！ 新青森」が縁となって、青森県立青森西高校「青西おもてなし隊」

と長万部高校の交流が 2023 年 9 月 15 日に始まった。長万部高校生は駅舎のデザインコンセプト検討委

員会の委員長を務めるなど、まちづくりの先頭に立って活躍しており、10 年以上にわたって活動する「青

西おもてなし隊」の姿にも多くの示唆を得た（青森大学 HP、東奥日報 2023 年 09 月 27 日記事参照）。 

本研究の 終目標の一つは北海道新幹線・札幌延伸への備えである。このため、長万部調査を実施し

て、青函圏としてどのような取り組みが可能か、特に高校生同士の継続的な交流が可能かを検討する予

定である。

さらに、研究代表者が携わってきた研究テーマ「地域医療と新幹線」をめぐっても進展があった。国の

調査によれば、福井県は日本で も薬剤師が不足している（青森県はワースト 2 位、富山県がワースト 3

位）。その上、薬学部や薬科大学が立地していない。研究代表者は 2024 年度に向けて、「北陸新幹線・敦

賀延伸に伴う地域医療の変化」をテーマに科学研究費助成事業を申請中である。採否を問わず、本研究と

並行して、新幹線開業が地域医療に及ぼす変化・影響についても何らかの調査を実施予定であり、本研究

との何らかの相乗効果が期待できる。

なお、2024 年度については、以下のような構想を元に調査準備を進めている。 

【研究体制】

★新たな研究協力者

・濵田哲也氏（北海道長万部高等学校長）

・青森県立青森西高校

・長万部町新幹線推進課

・新幹線開業に向けて越美北線を考える会（新年度に改称予定）

・福井県立大学

※このほか、福井県内の研究機関・研究者との共同研究・連携を視野に入れている

※異動等に関連しての変更もあり得る

【事業】

・敦賀／福井／北陸と青函圏の連携の可能性に関するフィールドワークおよびヒアリングの発展

・敦賀／福井／北陸の開業状況調査

・敦賀市民意識調査：開業への評価の調査
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・福井財務事務所若手・中堅職員、敦賀信用金庫、敦賀市役所などとの勉強会の発展

・敦賀信用金庫を一つの核とする現地ネットワークの深化

・新幹線開業に合わせて制作された観光パンフレット、ガイドマップ、記念イベントのチラシの収集と、

看板等の写真の収集および史料化

・福井市・東郷地区との協働による持続可能な地域づくりの追求

・長万部町・長万部高等学校・青森西高校との協働による道南－青函圏のつながりの開拓

・福井県／北陸と青森県／青函圏の経済的、文化的な対比と検討の深化（気比史学会との交流など）

・北海道新幹線延伸に向けての道南地域の課題、交流強化の可能性に関する調査（特に長万部町など）

・福井大学、福井県立大学など地元研究機関との学術的な交流・連携の強化

・「新幹線学」に関するオンライン勉強会の開設

・青函圏と敦賀／福井／北陸を結ぶハイブリッド報告会の開催
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4．地域史研究と歴史普及活動に関する調査－青森市と敦賀市の歴史的つながりを中心に 

はじめに 

 敦賀市は市制 40 周年記念事業として昭和 48 年度から昭和 62 年度まで『敦賀市史』の編さん事業を行

った。その過程で青森県内において資料調査を実施しており、『敦賀市史』には青森県内との歴史的つな

がりを示す記述が複数みられる。 

一方、青森市も市政 100 周年記念事業として平成 8 年度から平成 25 年度まで『新青森市史』の編さん

事業を行っており、その過程で敦賀市において資料調査を実施した。その成果は『市史研究あおもり 3』

や『新青森市史』通史編第三巻に示されている。 

 本研究は青函圏と北陸の文化的・経済的交流の可能性を探ることを目的の一つに掲げているが、これ

までの地域史研究で示されてきた青森市と敦賀市の歴史的なつながりは両地域の文化的な交流を活性化

させるための重要な要素となるだろう。 

そこで、青森市と敦賀市の歴史的なつながりを再確認するとともに、敦賀市において行われている歴史

普及活動の現状を把握するため、令和 5 年（2023）9 月 25 日から 27 日の日程で現地調査を行った。調査

先は表 1 の通りである。 

（1）街の歴史を紹介する展示施設

 敦賀市には日本遺産「北前船寄港地・船主集落」、日本遺産「海を越えた鉄道」、名勝「おくのほそ道の

風景地」、敦賀城主・大谷吉継、金ヶ崎の退き口、水戸天狗党といった歴史のトピックが存在しており、

街の歴史を紹介する施設も複数整備されている。名所・旧跡や歴史資料の展示施設に関する情報は市の

ホームページや観光協会の公式サイト、敦賀駅交流施設「オルパーク」内の観光案内所で入手することが

可能となっている。街の歴史が観光の大きな柱となっていることがわかる。

 今回の調査では街の歴史を紹介する展示施設のうち、敦賀市立博物館、みなと敦賀山車会館、敦賀鉄道

資料館、人道の港敦賀ムゼウムを訪問し、学芸員や解説員、ボランティアガイドから説明を受けながら見

学した。新幹線開業やインバウンドに対応するため館内整備を進めている施設もみられた。

 展示施設が抱えている課題としては、近代史を中心として扱う施設が充実している一方で考古から近

世を扱う施設が限られていることがあげられる。訪問先のうち敦賀市立博物館は「敦賀市内に発掘され

た考古遺物のほか、中世・近世・近代の文書資料、民俗資料、そして近世・近代の美術資料まで」を扱う

としているが、特別展・企画展の開催期間は常設展を縮小するため通史的な展示をみることができない。

各施設が有する展示スペースでは敦賀市の豊富な歴史のトピックをすべて紹介することが困難な状態に

ある。デジタルアーカイブなどの仕組みを利用しながら、より多くの歴史資料の情報を提供する環境を

作っていく必要があるだろう。

表 1 敦賀市の現地調査 

月日 訪問先 

9 月 25 日 敦賀鉄道資料館、人道の港 敦賀ムゼウム、敦賀赤レンガ倉庫、ちえなみき 

9 月 26 日 氣比神宮、敦賀市教育委員会文化振興課、敦賀連隊跡、気比の松原、みなと敦

賀山車会館、敦賀市議会事務局、敦賀市立図書館 

9 月 27 日 金崎宮、本勝寺（敦賀市戦災慰霊碑）、敦賀市立博物館 
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また、各展示施設は歴史資料だけで成り立つ

ものではなく、専門的な知識を持った職員の調

査・研究活動によって支えられている。敦賀市

は考古から近代に至る幅広い歴史のトピックを

有しているため、それぞれの分野に対して高い

専門性を有した職員を配置し、調査・研究活動

を継続することが求められる。歴史資料を後世

に残すことはもちろんであるが、調査・研究活

動の担い手も育成し、研究成果を継承していく

ことも必要となるだろう。

（2）市民に支えられた歴史普及活動

 多くの自治体では街の歴史を伝えるために講座形式の普及活動を実施している。例えば、青森市では

青森市民図書館歴史資料室が館内事業として歴史講座を実施してきた。また、市内の市民センターが歴

史をテーマとした講座やウォーキングなどを企画している。

これに対し、敦賀市では昭和 60 年から気比史学会という市民グループが中心となって「敦賀市民歴史

講座」を開講してきた。気比史学会とは昭和 52 年に『敦賀市史』編さんを契機として誕生した団体であ

る。

『気比史学 結成二十五周年記念誌』によれば、『敦賀市史』史料編第一巻が刊行された際、市史編さ

んにあたった研究者から古文書の読み方や内容の解説などを直接聞く機会として「敦賀市史に学び郷土

を知る成人大学セミナー」（市立図書館・中央公民館・市史編さん室の共催）が企画され、12 回開講され

た。その受講者からもっと学びたいとの声があがり設立されたのが「気比史学会」であるという。昭和 62

年度に『敦賀市史』の編さん事業が終了してからも気比史学会は活動を続け、活動の中心である「敦賀市

民歴史講座」は 39 期を数えた。 

前項で述べたように、敦賀市には豊富な歴史のトピックがあり、市は博物館等に専門職員を配置して調

査・研究活動や展示等の事業に取り組んでいる。気比史学会が取り組む歴史普及活動はそうした行政の

事業を補完する機能を果たしてきたとみられる。

本調査では事務局の山本武志氏からお話を伺った。山本氏によると、気比史学会は会員の高齢化により

令和 4 年度で活動を終了する予定だったが、会を無くしてよいのかという声があがり、令和 5 年度から

図 7 敦賀鉄道資料館 図 8 人道の港 敦賀ムゼウム 

図 9 敦賀市立博物館（左）と 

みなと敦賀山車会館
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若手役員を中心とした新体制で活動を行っているとい

う。しかも、令和 5 年度の歴史講座は新幹線開業を意

識した内容で実施されている。新幹線開業は市民が街

の歴史に目を向けるきっかけにもなっているのであ

る。 

 気比史学会のような地域史研究団体は各地に存在す

るが、 近は高齢化で解散する団体が少なくない（例

えば、令和 4 年には静岡県の伊豆史談会、令和 5 年に

は群馬県の群馬歴史散歩の会が解散したという）。「気

比史学会」の活動は地域史研究の継続性を考えるうえ

で注目すべき事例といえるのではないだろうか。 

 

（3）青森と敦賀をつなぐ青浦商会 

 本調査では青森市と敦賀市の歴史的なつながりを再確認することを目的の一つにあげた。具体的には

明治・大正期に青森・ウラジオストク間の貿易に取り組んだ青浦商会について再調査を行うこととした。

青浦商会は青森に本店、ウラジオストクに支店を置き、ウラジオストクとの間に直航線を持つ敦賀にも

出張所を置いていた。主に青森県産リンゴの輸出事業に取り組み、一定の成果をあげたが、ロシア革命の

影響により事業の継続が困難となり休業を余儀なくされた。先行研究では昭和 3、4 年頃に解散したと推

測している。青浦商会に関する資料は限られており、その事業についてはまだ解明されていない点も多

い。 

『新青森市史』編さんの過程では、敦賀市において青浦商会に関する資料の調査を行い、ウラジオスト

ク支店の写真などの資料を発見していることから、今回の調査においても敦賀市内での新資料発見を目

標としていた。そして、訪問先の一つである敦賀市教育委員会文化振興課において中野拓郎主幹から情

報提供があり、敦賀市内に残る青浦商会ゆかりの玉垣の存在を確認することができた。これは金崎宮の

境内にある玉垣のうちの一本であり、林登美雄が日本海地誌調査研究会の『紀要』創刊号（平成 14 年度）

で報告したものである。 

 

図 10 気比史学会事務局の山本武志氏から 

活動について伺う 

 

図 11 金崎宮の玉垣（参道入口） 

 

図 12 青浦商会支店が奉納した玉垣 
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林の報告によれば、金崎宮に奉納された玉垣は明治 42 年の皇太子（のちの大正天皇）参拝を記念して

計画されたと推察されるもので、明治 45 年に完成奉告祭を行った。その特徴は敦賀港貿易関係者の寄進

が多いことであり、ウラジオストクからの奉献も複数みられる。敦賀とウラジオストクの関係の深さを

示す資料として注目される。

現地で玉垣を確認したところ「青浦商会支店」の文字がはっきりと残っていた。青森市と敦賀市の歴史

的つながりを示す貴重な資料である。新幹線開業にあわせ、両市の市民に周知していければと考える。

（4）木村良次郎と敦賀の商業

青森市と敦賀市の歴史的なつながりを象徴する人物として、青浦商会敦賀出張所の主任を務めた木村

良次郎がいる。木村についてはすでに末永洋一が「『青浦商会関係資料』調査記」（『市史研究あおもり 3』

青森市 2000 年）で紹介している。末永の研究によれば、木村は青浦商会解散後も敦賀市に残り、貿易

業に従事したという。『敦賀を繞（め）ぐる人物品さだめ』（昭和 11 年発行）で「貿易界の先覚者」と紹

介されていることや、敦賀商工会議所議員として活躍したことも判明している。

今回の調査では敦賀市立図書館が所蔵する『敦賀商工会議所月報』（以下、『月報』）の一部を閲覧し、商

工会議所の議員に選出された時期などを確認することとした。昭和 8 年 7 月 15 日発行の『月報』には会

議所の議員選挙の結果が掲載されており、木村の当選を確認できる。また、昭和 16 年 7 月 15 日発行の

『月報』によれば会議所の「二號議員選定会」で木村は貿易業代表に選出されている。木村は敦賀市の商

業界、特に貿易業界で大きな力を持っていたと考えられる。

また、昭和 8 年 7 月 15 日発行の『月報』には「木村良次郎商店」の広告が掲載されている。興味深い

のはこの広告に「浦汐、青浦商会代理店」と記されていることである。「青浦商会代理店」という表記か

ら、昭和 8 年時点で青浦商会という組織が存在している可能性も考えられる。この点については今後の

課題として資料収集にあたりたい。

さらに、今回の調査では木村が敦賀信用金庫の理事長を務めていたことも明らかになった。敦賀信用金

庫より『設立三十五周年小誌稿』という資料を提供していただき、木村に関する記述を確認したところ、

「多年組合時代から役員経歴を持つ」人物と紹介されて

いた。木村が理事長を務めたのは信用金庫の「躍進期」と

される時期であることもわかったが、残念ながら木村が

図 13 資料調査を行った敦賀市立図書館 図 14 敦賀信用金庫本店 
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理事長として具体的にどのような取り組みをした

のかは記されていなかった。敦賀市経済界における

木村の活動について、今後も調査を継続できればと

考えている。

おわりに 

 筆者は「歴史がない」と言われることが多い青森

市をフィールドとして歴史研究、歴史普及活動に取

り組む立場にある。今回、調査で訪れた敦賀市は「歴

史がある」と多くの市民が感じ、その歴史を学びた

いという意欲に支えられて誕生した市民グループ

による研究や歴史普及活動が活発に行われる地域であった。現在は地域史研究に関わる市民の高齢化と

いう課題を乗り越え、若い世代が中心となって新たな活動を始めたところである。新幹線開業を契機と

してその活動がさらに活発に展開されることを期待したい。

参考文献 

・『「気比史学」結成二十五周年記念誌』（気比史学会 2005 年） 

・【論説】気比史学会ネクスト 新たな視点で「敦賀」継承（『福井新聞』2023 年 8 月 29 日付） 

・『新青森市史』通史編第三巻近代（青森市 2014 年） 

・末永洋一「『青浦商会関係資料』調査記」（『市史研究あおもり 3』青森市 2000 年）

・林登美雄「金崎宮の玉垣に関する一考察」（『紀要』創刊号、日本海地誌調査研究会 2002 年）

・工藤大輔「あなたは地域の歴史に興味はありますか～歴史的事実と伝承の間に～」（『平成 29 年度青

森県学術文化振興財団懸賞論文受賞論文集』 2018 年）

・郷土の歴史充実へ 三島市に資金寄付 解散の「伊豆史談会」（『あなたの静岡新聞』 https://www.at-

s.com/news/article/shizuoka/1368629.html） 2024 年 2 月 2 日閲覧

・来月解散「群馬歴史散歩の会」  半世紀の節目で幕、機関誌在庫は無償譲渡（『上毛新聞』

https://www.jomo-news.co.jp/articles/-/242817）2024 年 2 月 2 日閲覧

（青森大学付属総合研究所・客員研究員・村上亜弥）

図 15 敦賀市立博物館屋上から見た敦賀駅 
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5．津軽と北陸の歴史的つながりをさぐる 

１ はじめに 

 津軽地方は古くから北陸とのつながりがあり、その痕跡に今でもふれることができる。ここでは、津軽

と北陸に関わる歴史・文化遺産や記録のいくつかを紹介する。なお、詳しくは巻末の新幹線フォーラム配

付資料に載せてあるので、写真や図表は省略し要点のみを記すこととする。 

 

２ 津軽地方に残る北陸の石造物 

 ①越前狛犬 

津軽地方には越前産の笏谷石で作られた狛犬が８箇所の神社に 18 体祀られている。これは日本海航

路で運ばれてきたもので、越前新保の商人などの寄進によるものである。そのほか、下北半島にも笏谷

石の地蔵などがあり、木材の運搬がもたらした海運文化の遺産として注目されている。 

 ②宝篋印塔 

北津軽郡中泊町の五林神社には若狭の日引石で造られた宝篋印塔の一部が残されている。そのほか

にも、かつて十三湊と呼ばれた十三湖周辺には福井県の石で作られた五輪塔や無縫塔があり、中世から

北陸と交易があったことを裏付けている。 

 

３ 小浜市の羽賀寺 

  小浜市にある羽賀寺の説明板には、「奥州十三湊の日本将軍安倍康李が再建」と書かれている。この寺

は永享 7 年（1435）に消失しており、後花園天皇命を受けた安倍康季が 12 年かけて再建し、文安４年

（1447）に完成したものである。安倍氏は安藤氏と呼ばれる一族で、中世に十三湊を拠点に日本海で広

く交易をした豪族である。このお寺を訪ねたときには、津軽から来たということでお寺の方がたいへん

喜んでくださり、津軽と北陸の絆がいまだに続いていることに感謝の思いをもった。 

 

４ 日本海航路の記録 

 津軽と北陸は日本海航路によって結ばれていた。それが特に盛んだった江戸時代の記録をさぐってみ

た。 

 ①深浦町の円覚寺の船絵馬 

日本海に面した深浦町は、江戸時代には弘前藩の風待ちの港として栄えた。この地にある古刹円覚寺

には、西廻り海運の船主・船頭が奉納した船絵馬が多数残されている。中でも代表的なのが越前敦賀の

庄司太郎左衛門が寛永１０年（1633）に奉納した北国船の船絵馬で、国指定の重要有形民俗文化財に

指定されている。 

 

 ②弘前藩の敦賀屋敷 

弘前藩は敦賀に蔵屋敷を置いていた。関ヶ原の戦いのために逗留したのがきっかけでできたようで

あるが、その後は敦賀港に米を運び、京都方面に輸送・販売するのが目的となった。場所は東浜町と船

町であるが、現在どのような町になっているのか興味がもたれるところである。この屋敷は役人ととも

に、庄司氏、池田氏、田丸氏といった敦賀の有力商人が管理をしたようである。しかし、西廻り海運の

発達によって敦賀を経由せず直接大阪へ米を輸送するようになったことで需要は減少したが、米の保
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管場所として幕末まで継続されたようである。 

③今別での造船の記録

日本海航路の海運では木材の運搬が盛んだったようである。とくに津軽半島も下北半島もヒバの大

産地で、北陸からの船が多数出入りしていた。それだけではなく、津軽で造船も行なっていた。その記

録について、中野渡の論文を整理したのが巻末のスライドに載せた表である。これを見ると、敦賀や新

保の船頭や商人が造船やそれに関わる物資の購入などの許可申請を出していることがわかる。

５ むすび 

 以上のように津軽と北陸とは中世以降日本海航路によって深くつながっていたことがわかる。文化元

年（1804）から明治 22 年（1889）までの三厩港来航先一覧を見ると、合計 908 件中北陸は 675 件で実

に 75％近くを占めている。また、外ヶ浜地方には「若狭風」と呼ばれる風があったり、民謡「津軽あい

や節」が日本海航路によって伝播・変化して誕生したことが知られているほか、天然記念物の夏泊半島の

椿山にかかわる悲恋伝説も北陸との交流から生まれたものではないかと筆者は推定している。津軽塗も

若狭塗との関わりが知られ、北陸の文化の影響は津軽に根付いている。この関わりを再認識し、未来へつ

なげていきたいものである。 

文献 

福井敏隆（2005）「弘前藩の敦賀屋敷～津軽と敦賀を結ぶもの」 地方史研究 316

三井紀生（2012)「中・近世における越前狛犬の特徴と地方進出について」 若越郷土研 究 57-1

中野渡一耕（2020）「弘前藩庁日記に見る今別における造船記事」 上磯の文化 3

桜井冬樹（1988）「西浜往来」 北方新社

佐藤仁（2004）「安藤氏と金石造文化財」 『中世十三湊の世界』より 新人物往来社

植松清志・谷直樹（1998）「弘前藩の蔵屋敷について」 大阪市立大学生活科学科紀要 46 和歌森太郎

(1970)「津軽の民俗」 吉川弘文館

（青森大学 SDGs 研究センター・客員教授 竹内健悟）
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6．青森県と福井県の経済・産業の比較 

（１）基本データの比較

まず、2020 年の国勢調査をもとに青森県と福井県の人口を比較していくが、ここでは総人口、３区分

（年少、生産年齢、老年）の各人口、および人口の多い上位３都市を対象にして比較していく。 

総人口に関しては、青森県が 123 万人、福井県が 76 万人

となっており、青森県は福井県よりも約 1.6 倍多い状況に

ある。表１は、人口を３つの区分（年少、生産年齢、老年）

で比較したものとなる（年齢不詳は除く）。15 歳未満の年少

人口、15～64 歳の生産年齢人口ともに福井県の割合が若干

高くなっている。 

後に、人口と都市の関係として、人口

が多い上位３都市について、県内人口に占

める割合の比較を図１に示す。青森県では

上位３都市に人口が分散していることがわ

かるが、福井県では福井市に人口が集中し

ている。敦賀市や小浜市は、福井市の３分

の１以下の人口しかいない。 

（２）経済・産業構造の比較

ここでは、青森県と福井県の産業構造について産業３分類をもとにみていく。産業３分類とは、第１次

産業（農業、林業、漁業（水産業））、第２次産業（鉱業、建設業、製造業）、第３次産業（第１次、第２

次以外の産業）のことである。 

【事業所と従業者（民営）】 

 令和３年経済センサスをもとに、事業

所数とその割合を比較したものが表２と

なる。第１次産業では、青森県と福井県

の事業所の割合に大きな違いはないが、

第２次産業と第３次産業において違いが

でている。福井県では第２次産業の割合

が高く、事業所自体も青森県より多く存

在している。その結果として、第３次産業

が若干低くなっている。 

表３は、従業者数とその割合を比較した

ものである。産業３分類の傾向は、事業所

と同じであるが、特に第２次産業における

従業者数・割合ともに、福井県は青森県よ

り高い状況にある。 
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図 16 上位３都市人口割合 

表 2 年齢区分別人口構成 

年齢区分 青森県(%) 福井県(%)

15歳未満 10.4 12.5

15～64歳 54.6 55.8

65歳以上 33.4 30.3

表 3 事業所数と割合 

事業所数 割合(%) 事業所数 割合(%)

第１次産業 856 1.6 540 1.4

第２次産業 8365 15.2 9283 23.3

第３次産業 45892 83.3 30036 75.4

合計 55113 100.0 39859 100.0

青森県 福井県
産業３分類

表 4 従業者数と割合 

従業者数 割合(%) 従業者数 割合(%)

第１次産業 10490 2.1 7116 1.9

第２次産業 111972 22.5 112653 30.1

第３次産業 375956 75.4 254205 68.0

合計 498418 100.0 373974 100.0

産業３分類
青森県 福井県
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そこで、青森県と福井県の違いを明

確にするため、日本標準産業分類の中

分類に着目し、さらに従業者数の多い

上位20の産業に絞って比較したものが

表４と表５となる（表には、日本標準産

業分類の中分類を、産業３分類に再整

理した結果を示している）。青森県と福

井県の第２次産業における違いは、表

４においてはっきりと表れている。福

井県では、４割を超える男性が第２次

産業に従事し、従業者数自体も青森県

より多くなっている。福井県の男性の

場合、上位 20 産業中、８つの産業（製

造業５、建設業３）が第２次産業となっ

ており、青森県の２つ（建設業のみ）と

比べて、多くの男性が第２次産業、特に

製造業で働いているといえる。 

同様に、女性従業者の第２次産業に

おける割合（表５）も福井県で高くなっ

ており、従業者数も青森県より多い状況にある。また福井県では、上位 20 産業中、５つの産業が第２次

産業（製造業５、建設業１）であり、青森県の３つ（製造業２、建設業１）に比べて、男性同様に多くの

女性が第２次産業（製造業）で働いている。ただし、女性従業者に関して、圧倒的に第３次産業の従業者

数および割合が高いのは、両県ともに同じである。 

【年間収入額】 

後は、青森県と福井県の年間収入額とその差についてみていく。2019 年全国家計構造調査のデータ

によると、１世帯当たりの年間収入額によると、全国、青森県、福井県のデータは次のとおりとなる（千

円以下は切り捨て）。まず、全国では年間収入額は 379 万円であり、青森県は 313 万円、福井県は 408 万

円となっている。福井県は青森県よりも90万円以上も高く、かつ全国よりも高い収入額となっているが、

青森県は全国より 60 万円以上低い。また、福井県は全国的にみても年間収入額が高く、47 都道府県中８

番目の高収入県である。 

年間収入額の差については、令和４年賃金構造基本統計調査における一般労働者の職種別データをも

とに、さらに具体的に確認する。表６は、青森県および福井県の両県でデータが存在した 129 の職種か

ら、年間給与額（年間給与額＝きまって支給する現金給与額 12 ヶ月分+年間賞与その他特別給与額）にお

いて、200 万円以上の差（年間給与差額の差＝青森県の年間給与額－福井県の年間給与額）があるものを

示している。もっとも給与額に差があった職種はシステムコンサルタント・設計者で、青森県が福井県よ

り 359 万円高くなっている。その他は、福井県が圧倒的に高い額であり、特に第２次産業で給与額の差が

大きい。製造業の２つの職種では、300 万円以上の差がついており、建設業においても 200 万円以上差が

表 5 産業中分類上位 20 産業を対象にした 

男性従業者数と割合 

表 6 産業中分類上位 20 産業を対象にした

女性従業者数と割合 
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ある職種が３つ存在する。 

（３）まとめ

福井県では、第２次産業の従業者数と割合ともに青森県よりも高く（表４）、かつ第２次産業の年間収

入額が青森県より非常に高くなっていた（表６）。以上から、経済・産業の面での両県の大きな違い、あ

るいは特徴は第２次産業にあるといえる。 

（弘前大学大学院地域社会研究科・客員研究員・工藤裕介） 

表 7 年間給与額 200 万円以上の差がある職種 

年間給与差額

(万円)

システムコンサルタント・設計者 情報通信業 第３次産業 359

その他の機械組立従事者 製造業 第２次産業 -305

自動車組立従事者 製造業 第２次産業 -304

掘削従事者(ダム・トンネル含む) 建設業 第２次産業 -262

その他の教員 教育,学習支援業 第３次産業 -229

大工 建設業 第２次産業 -218

建築技術者 建設業 第２次産業 -202

職種 産業大分類 産業３分類
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7．敦賀市民アンケート 

 本章では敦賀市民アンケートの解説と多少の分析を行う。図表は 32 ページ以降にまとめて掲載してあ

る。 

【回答者のプロフィール】 

 図 16～図 18 に回答者の年齢、性別、職業を示した。年齢は 60 代以上が半数弱を占めるが、極端なば

らつきはない。性別は女性がやや多い。職業は給与所得者が 4 割を占める。 

【北陸新幹線開業への関心度と歓迎度】 

図 19 に回答者の関心度を示した。「関心がある」「多少、関心がある」を合わせて 3 分の 2 を占める。

後述するように、敦賀市民にとって鉄道は主に大阪、東京、名古屋へ出向く交通手段であり、いずれも

「敦賀から南へ向かう」列車を利用する。つまり、「北東（金沢方向）へ向かう新幹線」は市民にとって

必ずしも親しみのわく列車ではなく、関心が限定的であることと整合する。 

年齢別にクロス集計してみると、関心度が も高いのは 30 歳代である。年代別に 多の回答は、30 歳

代と 70 歳以上は「関心がある」、20 歳代と 40 歳代、50 歳代は「多少、関心がある」、60 歳代は「あま

り関心がない」であり、あまり一貫した傾向がみられない。 

他方、図 20 に示したように歓迎度は関心度を上回り、「歓迎している」「多少は歓迎している」がそれ

ぞれ 4 割あった。つまり、乗り物としての新幹線には必ずしも関心が向いていないが、新幹線開業その

ものは 8 割の人に歓迎されている。年齢別にクロス集計してみると、歓迎度が も高いのは 30 歳代で、

年代が上がるほど下がる傾向がある。ただし、年代別に 多の回答は、30 歳代と 60 歳代、70 歳以上が

「歓迎している」、20 歳代と 40 歳代、50 歳代が「多少、歓迎している」である。つまり、関心度と歓迎

度をみると、 も好意的に新幹線開業を迎えているのは 30 歳代といえる。 

 また、記述項目をみると、歓迎する／多少歓迎する理由として、都市基盤整備やまちづくりの機運の高

まり、観光客の来訪などによって、まちが活気づくこと、が挙げられている。他方、歓迎できない理由と

しては、敦賀以東で在来線の特急がなくなること、並行在来線が値上げされること、そもそも鉄道を使う

機会がないことが挙げられている。 

 このほか、開業を歓迎しつつ、ごみの増加、飲食費の値上がりといった観光公害を懸念する声もある。 

【敦賀駅の利用状況】 

敦賀駅の利用頻度、敦賀駅経由で向かう目的地および移動の目的（ともに複数回答）についての回答を

図 21～23 に示した。「半年に 1 回以上使っている人」はほぼ半数で、3 人に 1 人は「年に 1 回以下」で

ある。「ほぼ毎日」は 2.5%にとどまり、通勤・通学利用は少ない。 

目的地（複数回答）は大阪方面が突出し、次いで東京、嶺北（福井市など県北）、名古屋方面の順とな

っている。鉄道利用の目的（複数回答）は観光、次いで、「家族や友人に会う」「買い物」「仕事／出張」

と続く。 

【北陸新幹線の利用見込み】 

図 24 に北陸新幹線の利用意向を示した。「半年に 1 回以上」という見通しを示した人は 4 人に 1 人で、

敦賀駅を現在、「半年に 1 回以上」使っている人の半数にあたり、現時点で利用意向は必ずしも高いとは

言えない。また、図 25 には在来線特急に比較した北陸新幹線の利用見通しを示した。「大いに増えそう」

「多少は増えそう」が 3 割弱、「多少、減りそう」「大いに減りそう」が 2 割弱、「変わらない」が 3 割あ

る。 



25 

より詳細に利用意向を確認するため、「早く行けるようになる」など、鉄道の利用環境の変化が利用増

減にどう関連すると予想するかを、行き先ごとに尋ねた結果が図 26 および図 27 である。図 26 がポジテ

ィブな理由による利用増加の予想、図 27 がネガティブな理由による利用減少の予想を示している。 

図 26 をみると、 も利用増加が予想されている行き先は東京方面である。「早く行けるようになる」

に次いで「出かけたい気持ちが強くなる」が高く、開業がもたらす心理的距離の短縮が見て取れる。

また、石川県や富山県に「早く行けるようになる」という期待が高い。

半面、嶺北地域との間のアクセス改善を期待する回答は限定的である。図 27 をみると、ネガティブな

予想はポジティブな予想に比べて回答者が少ないものの、特に嶺北地域については割合が高い。石川県

や富山県についても、運賃アップを警戒する人がいる。

なお、図 26、図 27 とも、本来なら大きな環境変化がないはずの大阪、名古屋方面に一定の回答が集ま

ってる。要因としては、回答ミスのほか、「特急『サンダーバード』そのものがなくなる」という誤解、

あるいは、北陸新幹線開業に関連して何らかの利便性低下が起きる、という漠然たる予想などが考えら

れる。

なお、市民にとっては開業後、在来線特急に乗るためには、在来線駅舎から 200ｍ離れた新幹線ホーム

下の専用ホームへ移動しなければならない点で、利便性は一定程度低下する。

【在来線の利用見通し】 

北陸新幹線の開業後、在来線の利用がどう変化しそうかを尋ねた結果が図 28 である。半数は「変わら

ない」、16.3%は「もともと使わない」と回答しているが、「多少減りそう」「大いに減りそう」が 4 人に

1 人、「多少増えそう」「大いに増えそう」が計 5.8％で、差し引きで在来線利用が減少する可能性がある。 

在来線で出向く機会が増えそうな行き先と理由を図 29 に示した。全体に回答は少ないが、増えそうな

行き先は東京が 多で、米原経由での東京行きなどを示していると考えられる。また、石川・富山方面に

在来線で出向く人が増える可能性がある。

在来線で出向く機会が減りそうな行き先と理由を図 30 に示した。嶺北方面が も多く、マイカーなど

への転換が起きる可能性がある。ただ、他の項目と同様、大阪方面について「特急廃止で時間がかかる・

全体的に不便になる」という回答が目立ち、サンダーバードの運行区間短縮について、情報が正確に伝わ

っていない可能性を示唆している。

【マイカーの利用見通し】 

北陸新幹線の開業後、マイカーの利用がどう変化しそうかを尋ねた結果が図 31・32 である。図 31 だ

けみると、増減が相殺されそうだが、図 32 をみると、行き先別にマイカー利用の見通しが異なることが

分かる。嶺北や石川については、マイカー利用に切り替える人が増える可能性がある。他の行き先につい

ては増減見通しが拮抗しているが、東京についてはマイカー利用が減る可能性がある。

【高速バスの利用見通し】 

北陸新幹線の開業後、高速バス利用がどう変化するか見通しを尋ねた結果が図 33・34 である。高速バ

ス利用は多少、減少する可能性があることが示唆されている。敦賀市はもともと、高速バス路線が少な

く、しかも名古屋行きは市の中心部ではなく北陸道のインターチェンジが乗降場所であり、利便性が高

いとはいえない。そもそも、名古屋行きは新幹線開業の影響を直接受ける訳ではない。ただ、アンケート

の実施時期がダイヤの詳細の判明前だったせいか、特に名古屋行きの高速バス利用が増えると回答して

いる人が目立つ。東京行きの減少予想については、在来線・新幹線の乗り換え解消が影響している可能性
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がある。

【敦賀駅前の利用状況】 

敦賀市が整備新幹線した交流エリア「otta」や立体駐車場をめぐり、駅周辺の施設・スポットの利用状

況を尋ねた結果を図 35～37 に示した。 

駅前をある程度、定期的に訪問・利用している人は半数ほどで、主な目的（複数回答）としては飲食、

買い物、散策、イベントが上位を占めた。また、「その他」として「勉強」を挙げた人も 9 人いた。 

 個別の施設で も利用が多かったは立体駐車場だった。自由記述の回答をみると、慢性的に満車にな

ることが多いとみられ、市民の不満が高い。

次いで、駅舎と一体化して建てられている交流施設「オルパーク」、「ちえなみき」、駅前商店街、「otta」

が利用されている。

記述項目をみると、「otta」をはじめ、駅一帯の整備が進んだことを好意的に受け止めている市民が多

い。半面、主に駐車場不足を理由に、整備がまだ不十分だと見る声も少なくない。また、駅前商店街の現

状に不安や不満を抱く人が目立つ。

【暮らしや地域への効果・影響予測】 

北陸新幹線開業が自身の暮らしや地域にどのような良い効果または悪い影響を及ぼすか、予測を尋ね

た結果が図 38～41 である。総じてポジティブな予測がネガティブな予測を上回っており、特に福井県全

体については半数弱が「良い効果をもたらす」と回答している。ただし、自らの「暮らし」について「良

い効果をもたらす」と回答しているのは 4 人に 1 人強にとどまり、半数近くが「どちらとも言えない」

と答えている。また、敦賀市に関する予想は、福井県全体と「暮らし」の中間的な様相を呈している。

 記述項目からその背景を探ると、福井県全体については、大阪方面や名古屋方面との往来に将来的な

不安を感じつつ、観光地の整備や知名度の向上を通じて、地域の将来に期待を寄せるマインドが醸成さ

れていると考えられる。

 ただし、敦賀市に限ってみれば、前述のように観光地としてのポテンシャルに懐疑的な意見が根強い。

さらに、「対東京」では北陸新幹線が新たな時間的・経済的メリットを生まないこと、嶺北地域との鉄道

移動の環境が変化すること自体が、期待値を下げている可能性がある。

「暮らし」についても、観光客の来訪や受け入れ態勢の整備を通じてまちが活気づくこと、首都圏や石川

県、富山県との往来の活発化に期待を寄せる声が目立つ。その一方で、多くの住民にとっては大阪方面、

名古屋方面、東京方面とも在来線特急の利用がそのまま続くこと、そもそも鉄道を利用する機会が少な

いため自らが新幹線に乗車する場面を想定しづらいこと、やはり敦賀市の観光面のポテンシャルや駅前

商店街の現状への不安が根強いことが、期待感を下げ、開業後の将来像に不透明感を漂わせていると推

測される。

【「好ましい変化」と「好ましくない変化」の予想】 

新幹線開業対策や施設整備、まちづくりなど広範なテーマについて、予想される「好ましい変化」と

「好ましくない変化」について尋ねた結果を、表 2・表 3 および図 42・43 に示した。 

 総じて、「好ましい変化」予想が「好ましくない変化」予想を上回っている状況は、他の回答と整合す

る。「既に起きている」と「これから起きる」の合計回答数を平均すると、「好ましい変化」が 122.8 件

（全回答の 51.2%）、「好ましくない変化」が 43.2 件（同 18.0%）で、アンケート全体の回収率が低かっ

たことを考慮しても「好ましい変化」を予想する、もしくは期待する回答が多いことが分かる。
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「好ましい変化」のうち、「既に起きてる」という評価が多かったのは「駅周辺が立派に」90 件、「ま

ちづくりの担い手が増加」58 件、「行政の動きが活発に」55 件などだった。また、「これから起きる」と

いう評価が多かったのは「市内の観光客が増加」135 件、「首都圏との交流や連携が進展」133 件、「市内

の観光地の整備促進」128 件などだった。 

 「既に起きている」「これから起きる」を合わせた回答件数の上位は表 3 の通りである。観光地の整備

やインフラにとどまらず、市民がまちづくりの幅広い領域で、ポジティブな変化を予想し、あるいは期待

している様子が分かる。 

 半面、嶺北地域との交流や連携、嶺南地域内の交流や連携、そしてシビック・プライドの向上について

は、相対的に期待が低い状態にある。また、開業の性格上、関西圏や中京圏との関係性についても期待が

低い。 

一方、「好ましくない変化」のうち、「既に起きている」という評価が多かったのは、「中心市街地の活

気が失われる」35 件、「駅周辺がみすぼらしい」33 件、「まちづくりの担い手が減少」32 件だった。ま

た、「これから起きる」という評価が多かったのは「まちづくりの担い手が減少」50 件、「中京圏との行

き来が低迷」42 件だった。 

「既に起きている」と「これから起きる」を合わせた件数をみると、「まちづくりの担い手が減少」82

件、「市内の観光地の整備が手遅れに」62 件、「中心商店街の活気が失われる」61 件、「駅周辺がみすぼ

らしい」60 件、「中京圏との行き来が低迷」57 件、「中京圏との交流や連携が低迷」54 件、「関西圏との

行き来が低迷」48 件、「関西圏との交流や連携が低迷」47 件といった項目が上位だった。 

「まちづくりの担い手」については、増加を見込む人と減少を懸念する人がともに目立つ結果になっ

た。人口減少を見越しての懸念なのか、あるいは両者の間に活動領域や世界観の違いがあるのか、さらに

詳細に調査を進める必要を感じさせる。 

観光地や駅周辺の評価についても、年代による差異や市外・県外へ出向く頻度などとの関係性をさらに

調べる必要があると感じる。 

少なくとも表面的な調査結果からは、市民が列車で出向く機会が多い関西方面よりも、中京圏とのつな

がりについて、不安が大きいことが分かった。この背景についても、さらなる調査が必要である。 

なお、グラフは割愛したが、アンケートでは新幹線開業に関するプロジェクトに携わっているか、「企画」

「参画」「参加」別に質問した。その結果、回答者のほとんどはまだ行動に至っていないことを確認でき

た。今後、主体的な活動がどう活性化するか、この項目への回答の推移が注目される。 

 

【まとめ】 

自由記述項目の記述も含め、市民の意識を検討すると市民の想像するデメリットやネガティブな意識

は、鉄道利用のコスト上昇と、「新幹線開業という機会を活用できない現状へのフラストレーション」が

大きな要因となっていると言える。加えて、そもそもの不要論を含めて「特に不自由なく暮らしていた現

状が変更されること」への違和感や異論が要因となっている。 

なお、開業時のダイヤや運賃の情報は、アンケート開始直前から回収期間にかけて断片的に公表された

状態だったため、特に北陸新幹線開業後の利用意向については、精度が限定的と言わざるを得ない点に

は留意が必要である。 

（青森大学社会学部教授・櫛引素夫） 
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★新幹線フォーラムに関する新聞記事
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（福井新聞・読売新聞記事：ネット版は割愛）

2024 年 1 ⽉ 21 ⽇福井新聞記事（2 ⾯） 
※同社の許諾を得て掲載

2024 年 1 ⽉ 23 ⽇読売新聞⻘森版記事 
※同社の許諾を得て掲載
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★敦賀市民アンケート（図版・自由記述項目）
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図 17 回答者の年代 図 18 回答者の性別 

図 19 回答者の職業 
図 20 北陸新幹線開業への関心度 

図 23 敦賀駅利用の目的地（複数回答） 

図 24 敦賀駅経由の移動の目的（複数回答） 

図 22 敦賀駅の利用頻度 図 21 北陸新幹線開業を歓迎しているか 
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図 28 北陸新幹線開業に伴う鉄道利用減少予想と，その要因となる 

ネガティブな変化（行き先別）

図 27 北陸新幹線開業に伴う利用増加予想と，その要因となる 

ポジティブな変化（行き先別） 

図 25 北陸新幹線の利用意向 

図 26 在来線特急に比較した北陸新幹線

の利用増減見通し 
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図 31 開業後に在来線で利用が減りそうな目的地とその要因となる 

ネガティブな変化（行き先別） 

 

 

図 30 開業後に在来線で利用が増えそうな目的地とその要因となる 

ポジティブな変化（行き先別） 

 
図 29 北陸新幹線開業後の在来線 

利用見通し 
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図 36 敦賀駅前へ出かける頻度 図 37 敦賀駅前へ出かける目的 

（複数回答） 

図 38 敦賀駅前で利用する施設 

（複数回答） 

図 32 北陸新幹線開業後のマイカー 

利用見通し 

図 33 北陸新幹線開業後の行き先別 

マイカー利用増減

図 34 北陸新幹線開業後の高速バス 

利用見通し 図 35 北陸新幹線開業後の行き先別 

高速バス利用増減 
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表 8 予想される「好ましい変化」の 

  回答率上位項目（50%以上） 

項⽬ 回答率 

⾏政の動きが活発になる 71.3% 

市内の観光地の整備促進 68.8% 

駅周辺が⽴派に 67.1% 

市内の⼈や産業界に活気が出る 64.6% 

市内の観光客が増加 62.5% 

北陸他県との交流や連携が進展 62.5% 

まちづくりの担い⼿が増加 59.2% 

市内の市⺠活動が活発になる 57.5% 

⾸都圏との交流や連携が進展 56.7% 

市内の各団体や市⺠の連携⼒が増加 55.0% 

北陸他県との⾏き来が活発に 55.0% 

中⼼商店街に活気が出る 50.4% 

図 42 北陸新幹線開業がもたらす 

変化予想の対比 

図 39 北陸新幹線開業が暮らしにもたらす 

変化の予想 

図 41 北陸新幹線開業が福井県にもたらす 

変化の予想 

図 40 北陸新幹線開業が敦賀市にもたらす 

変化の予想 

表 9 予想される「好ましくない変化」の 

 回答率上位 12 項目 

項⽬ 回答率 

まちづくりの担い⼿が減少 34.2% 

市内の観光地の整備が⼿遅れに 25.8% 

中⼼商店街の活気が失われる 25.4% 

駅周辺がみすぼらしい 25.0% 

中京圏との⾏き来が低迷 23.8% 

中京圏との交流や連携が低迷 22.5% 

関⻄圏との⾏き来が低迷 20.0% 

関⻄圏との交流や連携が低迷 19.6% 

嶺北地域との交流や連携が低迷 19.2% 

嶺北地域との⾏き来が低迷 19.2% 

嶺南地域内の⾏き来が低迷 18.8% 

嶺南地域内の交流や連携が低迷 17.1% 
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図 43 北陸新幹線開業に際して起こりそうな「好ましくない変化」に関する予測 

図 42 北陸新幹線開業に際して起こりそうな「好ましい変化」に関する予想 
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【敦賀駅前一帯への意見・感想】（年代／性別／職業／駅前へ出かける頻度）      
▽よく出掛ける
●イベントを定期的に行うと楽しい。（70歳代以上／男性／無職）
●いろいろイベントしてない、フリーマーケット（70歳代以上／女性／ヘルパー）
●駅周辺の建物は新しくなった反面商店街（アーケード）空店が多いのが気になります。敦賀駅の玄関ですので何か改善する方法がない
かと思います（70歳代以上／男性／アルバイト）

●駅前の交通路整備、駅の東側と西側との連絡網整備（70歳代以上／男性／無職）
●駅前商店街に魅力的な店舗を増やし、歩く楽しみが必要（70歳代以上／女性／無職）
●市内有名店の支店などあるといいのでは! （例︓一力、ヨーロッパ軒）（50歳代／女性／主婦・主夫）
●新しい建物がどんどん出来ている。（70歳代以上／男性／パート）
●新しい店を増やして欲しい（20歳代／男性／学生）
●送迎の車で混む。otta利用者が送迎者駐車場に車を止めること（30歳代／女性／会社員）
●駐車場スペースが狭すぎです。立体も止めれないです。警備の方の対応も無愛想で不親切です。二人（40 歳代／女性／アルバイト）
●特になし（10歳代／女性／学生）
●夜の歩道が暗い。横断歩道も暗くて車から見えづらい。（40歳代／女性／主婦・主夫）
●陸︖を取り外し見通しよくする（70歳代以上／男性／無職）
●立派なアーケードなのにシャターガーばかりです。国道 8号が整備されてるけどいつ事故が起きても不思議で無い位、不便に成りました。ヤ
バイです︕ 前の方が良いと思う 駅前は整備されて現状維持出来るようみんなで応援していかなければと思います。（60 歳代／男性
／会社員）

▽たまに出掛ける
●JAなど、直売所があると良さそう。（40歳代／男性／会社員）
●アーケード街をどうにかしてほしい。ほぼやってないところとか（40歳代／男性／会社員）
●スケボーしている人がいるので怖い（夜間）路面や施設にも傷や汚れがつくので残念に思います（50歳代／女性／主婦・主夫）
●ドックランがあるといい（60歳代／女性／主婦・主夫）
●もう少し活気がほしい（60歳代／女性／主婦・主夫）
●もう少し全体的に整備が必要だと思う。魅力的とは言えない（40歳代／女性／公務員）
●駅からつながる商店街の整備、改装など工夫を。（60歳代／女性／自営業）
●駅の東と西の往来を自転車でも可能に。（30歳代／男性／公務員）
●駅をいったんおりて利用するものばかり、いったいせいのない駅にきたいと思うアイデアがない（例 車もよびこむ道の駅とかいい。）（60 歳
代／女性／会社員）

●駅周辺、特に otta の営業時間が短い。水曜日定休日があるのがよくない（50歳代／女性／会社員）
●駅周辺のお店の活性化（70歳代以上／男性／無職）
●駅周辺は新しい建物も増え、店も増えていますが見えない所は古いままです。アーケード通り特に夜は暗いです。バランスがとれているとは
思えないです。（60歳代／女性／会社員）

●駅前商店街がさみしい、若い人向けの店がすくない（50歳代／女性／会社員）
●駅前商店街に活気がなく、商業施設も少ない。（60歳代／男性／自営業）
●駅前商店街をなんとかしないといけない。(全く活気がなく、死んだ町のようにみえる。)（50歳代／男性／経営者・管理職）
●休日駅周辺に行くとけっこう人がいて車も多いのでにぎやかでいいなぁと思っている。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●今 9月 6日現在も駅周辺は土日は沢山の人を見かけるが、周辺店の少なさから活気なく人々がたまりこんでいるように感じる。（70歳
代以上／女性／公務員）

●再開発、整備を希望（60歳代／女性／主婦・主夫）
●市内の交通手段の多様化ともっとつかいやすくなること（60歳代／男性／団体職員）
●商店街がほとんどしまっているのが残念（20歳代／女性／主婦・主夫）
●新幹線駅側はインターも近いので大型商業施設を誘致してほしい（40歳代／男性／会社員）
●新幹線側の駅周辺はまだ行っていないのでわかりませんが、オッタ側の駅周辺は、送迎用の駐車場が極たんに少なく、立体駐車場も常に
ほぼ満車で、5F より上しか停められずとても不便。オッタはお土産はまあまあだが、飲食店は値段が高く、店内が狭く利用しづらい。観光
客だけでなく市民がもっと利用しやすい駅周辺作りをしてほしい。アーケードもシャッターのおりた店が多く、観光客もみりょくを感じないと思う。

記述項目（記述はママ） 
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せっかく新幹線がくるのだから、都会のように駅ビルのような施設が欲しい。⇒市民も利用しやすいフードコートやショッピングができる（60
歳代／女性／）" 

●体験できる施設があると良い、着物を着たり、コスプレの様なもの、何か作って食べたりできる。（20歳代／女性／学生）
●駐車がしやすく、もっと利用がしたくなる店舗を増やして欲しい（スタバのような人気店を）（40歳代／女性／公務員）
●駐車場がない（70歳代以上／男性／農林水産業）
●駐車場が使いにくい、otta 内のお店が、店が早くしまったり、休業していて、機能していない。せめて電車が動いてる時間は、営業していて
欲しい。（50歳代／女性／会社員）

●駐車場が少ない（60歳代／女性／主婦・主夫）
●駐車場が少ない、（将来的に）乗りかえ駅なので、もっと特産物（県内の）なども取り入れて、もっとお店を多くした方がいい。（60 歳
代／女性／主婦・主夫）

●駐車場の整備（50歳代／男性／自営業）
●敦賀駅から市内へのバス以外に、交通手段の代替のものがあるとよい。（カーシェアリング等）（30歳代／女性／会社員）
●敦賀駅から湊方面にトロッコ電車があればたのしめる（60歳代／女性／会社員）
●敦賀駅周辺には有名なチエナミキ書店や cafe お茶屋レストラン雑貨屋洋服やが有るので北陸新幹線に乗って来て欲しい、敦賀で写真
をいっぱいとってほしい（50歳代／女性／編集人）

●夜が寂しい、もっと明るくしてほしい（暗い）（70歳代以上／男性／無職）
●理想は金沢駅周辺。福井駅周辺は個人的には残念。（30歳代／男性／会社員）
●立体駐車場が不便（70歳代以上／女性／主婦・主夫）

▽あまり出掛けない
●アーケードのある商店街が店が閉まっている（60歳代／男性／会社員）
●チェーン店でもいいから、飲食店を増やして欲しい。（20歳代／男性／会社員）
●なし（60歳代／女性／会社員）
●もう少し緑（お花）が多いといいと思った。今はシンプルでいいと思うが、もう少し華やかな感じでも良い?（50歳代／女性／パート）
●駅構内に施設が無い。（70歳代以上／男性／無職）
●駅周辺はきれいになり整備されたが、商店街や観光施設などの活性化に力を入れてほしい。（30歳代／女性／教員）
●駅前なのにシャッターが閉まっている店舗が多い（60歳代／男性／会社員）
●駅裏にショッピングモールやコンサートホールなどの人が集まる施設の設置（50歳代／男性／会社員）
●楽しめる場がない（70歳代以上／男性／無職）
●観光客が利用しやすい駅舎になるか（40歳代／男性／会社員）
●古い建物が多いので残念です（70歳代以上／女性／自営業）
●公衆トイレが無い。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●周辺が明るくなった気がする（30歳代／女性／主婦・主夫）
●商店街が魅力的で無いといけない。（60歳代／男性／経営者・管理職）
●商店街同士の仲が悪いと感じる。商店街に関しては神楽商店街だけに力が注がれているように感じる。他県の観光地に比べると駅から
観光スポット（例えば氣比神宮）までの動線に風情も活気もない。駅周辺や商店街エリアのイベントに関して、人口が増加している敦
賀駅から離れたエリアへの周知が足りないと感じる。新聞購読率が低下している中で、イベントチラシが新聞にだけ折込されていたことを、イ
ベント終了後に知ることが多々ある。（しかも駅から近い人口減少エリアに折込されていたと聞く。）（仕事で駅付近に行くと、イベントチ
ラシなどを見かけるが他では見かけない。商店街のイベントチラシが商店街の店に置かれているが、滅多に行かないので通常時にイベント
情報を得ることは無い。）（50歳代／男性／会社員）"

●少しは良くなったと思うが楽しめる魅力がある場所にしてほしい（70歳代以上／女性／無職）
●送迎のための乗降スペースが無い（40歳代／男性／会社員）
●買い物に適した総合的な施設がない（70歳代以上／男性／無職）
●嶺南地域の観光を PR し、観光バスを何通りも出し、駅から、目的の観光名所まで直行出来るようにする。（60 歳代／女性／主婦・
主夫）

▽ほとんど出掛けない
●イオンを作って下さい。（30歳代／女性／会社員）



43 

●オッタだけで商店街はシャッター街のまま。活気がない。（20歳代／男性／会社員）
●なんで新幹線が敦賀に来るのかがわからない。観光がなさ過ぎ、来なくていい（50歳代／女性／無職）
●飲食店が少ない、土産を買える店が少ない（敦賀名物などがあれば観光客にも喜ばれる）（40歳代／女性／会社員）
●駅周辺に観光地がない（60歳代／女性／無職）
●駅前商店街の行政依存、自助努力がない。（70歳代以上／男性／無職）
●駅中央に太陽光発電みぐるしい（70歳代以上／男性／自営業）
●見たこともない（70歳代以上／女性／自営業）
●市民は車移動なので使いにくい。駐車が不便だから使わない。（40歳代／男性／無職）
●車が停めにくい（40歳代／男性／会社員）
●車社会なので駐車場が少ない、あっても駐車料金が高いので利用しない（20歳代／女性／会社員）
●大型商業施設（モールなど）（30歳代／男性／会社員）
●駐車場が少ない（50歳代／女性／主婦・主夫）
●美味しいレストランも少なく、ほとんど行きません。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）

▽（空白）
●乗り換だけの駅になる（70歳代以上／男性／無職）
●特になし（40歳代／男性／自営業）

【北陸新幹線開業が暮らしに及ぼす変化】（年代／性別／職業）     
▽良い効果をもたらす
●旅行が増える（10歳代／女性／学生）
●利用しやすくなる（60歳代／女性／主婦・主夫）
●利便性の向上、地域の活性化（50歳代／男性／自営業）
●利便性があがるから（40歳代／女性／公務員）
●友達が遊びに来やすくなったり、自分も出かけやすくなりそう。（20歳代／男性／会社員）
●便利になる。（50歳代／男性／教員）
●福井県新幹線開業課の補助のもと、敦賀、福井県ゆかりの武将姿でおもてなし隊の団体を結成しているので、活動が増えるかと思う
（50歳代／男性／会社員）

●敦賀駅周辺が活気づく︕︕他県からの観光客に刺激をもらう。（60歳代／女性／無職）
●敦賀の人は家にこもっている私や私の両親にとても優しくオシャレで上品なのでたくさんの人に敦賀の人に会いに、敦賀のものを買いに、敦
賀の食べ物を食べに来てほしい（50歳代／女性／編集人）

●敦賀に活気が出てくる。（70歳代以上／男性／パート）
●敦賀から東京まで行けると嬉しい（30歳代／女性／主婦・主夫）
●特急、新幹線ともに始発、終着駅になったおかげで座れなかったり寝過ごしたりする心配がなくなった。家族が関西方面、嶺北方面の列
車をよく利用するのでとてもありがたい。（40歳代／女性／主婦・主夫）

●東京方面に旅行が出来る（60歳代／女性／経営者・管理職）
●東京方面とのつながりが良くなる（70歳代以上／男性／無職）
●東京や富山まで行くのに乗り換えがなくなり便利になる。（50歳代／女性／パート）
●東京への利用が増えそうだから（70歳代以上／男性／無職）
●東京へのアクセスが良くなる（30歳代／女性／公務員）
●都会とのつながりを感じ、ファッションの流行や食品の流通も楽しめるのでは…と。（70歳代以上／女性／公務員）
●長野（軽井沢）に日帰りで行ける。（60歳代／女性／無職）
●地域の活性化（70歳代以上／男性／無職）
●大宮市の近くに妹が住んでいるので、そこに行くには北陸新幹線が便利だが、東京に行く時は運賃を考えると東海道新幹線のほうが利用
しやすいと思う。関東でも行き先によって、どちらかを利用すると思う。（60歳代／女性／）

●他府県との交流が起きる（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●他県への、アクセスがしやすい（30歳代／女性／会社員）
●息子が新幹線が好きなため、東京へ乗り換えなしで行けるようになるため。（30歳代／女性／会社員）
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●石川、富山、東京など乗り換えなしで行けるので、旅行には便利だと思う。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●人の行き来が増えて、活性化しそうだから。（40歳代／女性／会社員）
●人との交流が増えるから（40歳代／男性／会社員）
●人が増えると友人達が来たりするので、それは楽しみになる（60歳代／女性／公務員）
●新幹線開業によって、市が活性化されると期待しているため。（30歳代／女性／教員）
●若干であるが他県の人が来るから（70歳代以上／男性／無職）
●子どももうまれ、関東から帰福し、行きたい気持ちはこれまでもあったが、のりかえ等もあり、行けずにいたので、行ってみようかなと思えている。
（20歳代／女性／パート）

●仕事情は関係ないんですけど、なんとか、敦賀に足を運んでもらって町を活性化して頂けたらと思います。海水客は凄い多いです。それ以
外で︕（60歳代／男性／会社員）

●妻が新潟のため新幹線を利用したい。（70歳代以上／男性／無職）
●現時点で敦賀にデメリットは無いと思う（使うことは少ないが始発になるのは良い）（40歳代／男性／会社員）
●現在活気が出てきていると思う。家が気比神宮に近いので観光客が増えていると感じる。通勤・通学が選択肢が広がり、地元にとどまれる
ことも期待できる。（50歳代／女性／主婦・主夫）

●現にたくさんのイベントが開催されており開業後もイベントが開催されると参加するのが楽しみだから（30歳代／女性／会社員）
●経済活動が増える（40歳代／男性／会社員）
●経済が活発になる。（60歳代／女性／会社員）
●金沢、富山 東京 東北方面へ便利になる（70歳代以上／男性／自営業）
●期待感がある。（60歳代／女性／無職）
●関東方面に乗り換えなしで、出掛けれる 敦賀が終着なので使いやすくなる。（50歳代／女性／会社員）"
●街の活性化（40歳代／女性／主婦・主夫）
●外から興味のある店が来てくれる、まては、地元でそのような店が増えてくれることに期待している。（50歳代／男性／会社員）
●駅周辺がにぎわう（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●以前より敦賀に活気があると感じる。良い事だと思う（30歳代／女性／主婦・主夫）

▽良い効果・悪い影響をともにもたらす
●嶺北、関西、中京への在来線が不便になる。（40歳代／女性／主婦・主夫）
●両方全部いいことはなにごとも無いです、どっちかなければ不便なこともあると思います（70歳代以上／女性／ヘルパー）
●暮らしに変化はないと思う。（70歳代以上／男性／無職）
●不便（30歳代／ ／会社員）
●敦賀市全体が活気付いている。ただし、開通後、期待していた観光客の増加が起こらなかった場合、投資資金が回収できず、急速に勢
いを失いそうで怖い。（20歳代／女性／会社員）

●敦賀までくる観光客の行き場、観光が整備されていないので人気は一時的なものになりがち（60歳代／女性／公務員）
●敦賀はそんなに変わらないと思う（60歳代／女性／主婦・主夫）
●敦賀の知名度 UP（終着駅表示）、東京行きが不便になる（60歳代／男性／経営者・管理職）
●敦賀に来ても他市町に流れる可能性大（70歳代以上／男性／無職）
●特急が廃止することで、移動時の料金が上がる。乗り換えが必要になる。（30歳代／女性／会社員）
●多くの人が来ることは良いことだと思うが（経済効果として）、利用する人たちのマナーの悪さも目立つから。（特に海でBBQする人︓海
を汚す・スーパーなど買い物で水着姿のまま入店する・ごみそのまま）（50歳代／女性／主婦・主夫）

●人が増えそう（20歳代／女性／会社員）
●人がふえるのは良い、ゴミがどうなるのか︖（50歳代／女性／会社員）
●新しい良い市の生活か人の交流がうまくいかないことの考えられる 別○○（60歳代／男性／団体職員）
●首都圏移動の選択が増えるが、乗り替えで敦賀駅の混雑が予想される（40歳代／男性／会社員）
●行政の活動は活発になるが、市民の活動は活発にならないため、熱量にギャップが生じると思うから（20歳代／男性／学生）
●県内への旅行では、（そもそも車を使う人も多く）鉄道を使いづらくなるが、北陸手県への旅行では鉄道を使いやすくなるため（10歳代
／男性／学生）

●県外との交流が出来るのは良いけれどコロナが気になるから。（20歳代／男性／会社員）
●関西中京に行く特急が減ると停車駅・料金面で困る（70歳代以上／女性／無職）
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●観光客が増える、しかし害悪な人も来る。伝染病が流行した時は早く広まる（60歳代／男性／会社員）
●観光客が増え、良いこともあればよくないこともあると思う（30歳代／女性／学生）
●活気が出てくる（60歳代／女性／主婦・主夫）
●下りの電車が少なくなる︖（70歳代以上／男性／無職）
●わからない（40歳代／男性／会社員）
●ハピラインの快速登場で料金がか特急料金いらずになるのはいいことだが、サンダーバードが直通しなくなったことで不便・お金に見合った利
用者数なのかがわからないため（40歳代／女性／主婦・主夫）

●のりかえだけの街になりそう（20歳代／女性／主婦・主夫）
●ゴミ増加、犯罪増加、街発展（40歳代／男性／会社員）

▽悪い影響をもたらす
●敦賀市民にとってはメリットが少ない（50歳代／男性／経営者・管理職）
●敦賀の営業相手は関西、中京圏なので、北陸新幹線にて、敦賀駅乗り換えによるデメリットしかない。（40歳代／男性／無職）
●敦賀がしょぼ過ぎる。店が開いてない（50歳代／女性／無職）
●大阪方面・名古屋方面が不便になる。（60歳代／男性／教員）
●在来線がなくなり不便になる。米原駅のように新幹線の乗替だけの駅となる。（60歳代／女性／会社員）
●関西方面へのアクセスが悪くなる。（40歳代／女性／会社員）
●そもそも不必要である。また特急が無くなることで不便（20歳代／男性／会社員）

▽どちらとも言えない
●嶺北を含め北陵方面には余り行かない。京都迄開通すれば利用価値が有る。（60歳代／男性／経営者・管理職）"
●利用者数が未知数なので変化が読めない。（70歳代以上／女性／無職）
●利用する機会もないし、敦賀終点で観光客が来敦するか疑問（60歳代／男性／会社員）
●利用する機会が少ない、年金暮らし（60歳代／女性／主婦・主夫）
●利用しないので（60歳代／女性／主婦・主夫）
●北陸新幹線に乗って旅行に行きたい、楽しみにしています（70歳代以上／女性／自営業）
●暮らしの変化は少ないと思う。（60歳代／男性／自営業）
●普段と変わらない（70歳代以上／男性／無職）
●敦賀人は変化を求めていない（40歳代／男性／会社員）
●敦賀止まりでは意味があまり無い（50歳代／女性／主婦・主夫）
●敦賀市は元々各地へ出掛けるのは便利な所（60歳代／女性／主婦・主夫）
●敦賀開業はほんとうに必要なことなんだろうか。（60歳代／女性／会社員）
●敦賀駅から始まる商店街が変わらなければ、観光客は魅力的に感じないのでは。観光客のリピート率が向上しないと思う。そういう意味で
変化はないと思う。あったとしても一過性のものだと思う。（50歳代／男性／経営者・管理職）

●敦賀は大阪まで特急があり東京への時間も変わらない（60歳代／女性／会社員）
●敦賀に訪れる観光客やビジネス関係が増えると思えない。敦賀は関西圏に新幹線がつながらないと意味がない。（60 歳代／男性／無
職）

●敦賀で降りる人はあまりいなさそう…（40歳代／男性／会社員）
●特に変化はないと思う。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●特に思いつかないから（20歳代／男性／無職）
●特に影響はない（70歳代以上／女性／無職）
●東京方面に行くにも、遠まわりになる。（30歳代／男性／会社員）
●東京まで乗り換えなしで行けるようになるが料金があがるので結局使わないと思うから（50歳代／女性／会社員）
●東海道新幹線をいつも利用しているので。（40歳代／女性／バイト）
●鉄道利用が少なく自家用車利用（70歳代以上／男性／無職）
●通過駅で実際降車する人が少なそうだから（20歳代／女性／会社員）
●想像できないので。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●先の事はわからない（50歳代／女性／会社員）
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●新幹線利用するか︖（40歳代／男性／会社員）
●新幹線を使わないので変わらない。（40歳代／答えない／会社員）
●新幹線は個人的に生活にそれほど影響がないから。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●新幹線が来るということはうれしいことですが利用はあまりないと思います。移動は車が多いです（遠方も）（70歳代以上／男性／アル
バイト）

●新幹線が開通しても首都圏、中京、関西圏への行き方は今までと変わらないので（60歳代／男性／会社員）
●新幹線がとまる駅に住む市などはそれなりに活性化するなどの良い結果が得られる可能性があると考える。特急列車廃止により、今まで
特急列車が停止していた、福井県内及び石川県の各駅にはおいては乗客利用者の利便性や失われること及びその駅に働く人の環境
（仕事）など失われることが予想される。つまり、特急列車運行により得られていた恩恵が失われることとなるし、県内などの交流の手段
が失われる。また、移動に時間を要することにもなる。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）

●新快速を利用して大阪方面へ出かけている為（60歳代／女性／無職）
●車中心の生活なので駅を利用することは少ないが、他県から観光へ来てくれる人が増えるとうれしい。（40歳代／女性／会社員）
●自分の生活にはあまり関係がないので、変わらないと思う。（50歳代／女性／会社員）
●私自身あまり利用しない。（70歳代以上／男性／農林水産業）
●今まで米原経由で東京にでかけ（２時間４５分で行ける）不便を感じたことはない。長野か富山など観光でなら利用するかもですがた
ぶん利用はないと思う（／女性／パート）

●高齢者なので、鉄道を利用して移動する事はほとんどないので、現在の暮らしに変化はあまりない。（70 歳代以上／女性／主婦・主
夫）

●個人的には鉄道をあまり使用しないし、住まいも郊外で駅前の開発等に関与しないため。（60歳代／男性／会社員）
●現在も鉄道網の寄与が少ない（70歳代以上／男性／無職）
●近年の物価高騰により新幹線を利用する金額面のハードルが高くなった事に加えて敦賀市の住民としては北陸新幹線の利便性に魅力
を全く感じないから（20歳代／男性／無職）

●興味がない、特に影響はない（40歳代／女性／パート）
●興味がない（20歳代／男性／公務員）
●関西圏へ行きにくくなる。（50歳代／女性／会社員）
●観光場所が少ない、移動手段が少ない（20歳代／男性／会社員）
●何をしても中途半端な感じがするから（50歳代／男性／会社員）
●何も変わらない（50歳代／女性／パート）
●何もかわらないと思うから。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●遠方に行くにも車での移動の為。（60歳代／女性／自営業）
●駅を利用する機会がほとんどない（70歳代以上／男性／無職）
●駅や新幹線など、今の生活にほとんど関わりがないから（50歳代／女性／パート）
●わからない（30歳代／女性／パート）
●わからない（60歳代／女性／主婦・主夫）
●まだよくわからない（40歳代／男性／会社員）
●マイカー移動が主なので変化を感じられないと思う。（30歳代／女性／主婦・主夫）
●ほとんど車移動の為（50歳代／男性／経営者・管理職）
●どのように利用していくのか今はわからないので（60歳代／女性／主婦・主夫）
●それほど利用するとは思えない。新幹線を利用する人は一部だと思う。（60歳代／女性／会社員）
●そもそも新幹線開通しなくても良かった（50歳代／女性／会社員）
●そもそも駅の利用がない。市内で生活するには車（自家用）が必須である。（20歳代／男性／会社員）
●あまり変わらないと思っているため。（20歳代／女性／会社員）
●アーケード、新快走旧８号線ー何をやってもシャッター通り（60歳代／男性／無職）

【北陸新幹線開業が敦賀市に及ぼす変化】（年代／性別／職業）      
▽良い効果をもたらす
●良い効果をもたらしてほしいと思ってる。（30歳代／男性／会社員）
●利用する人がふえると活気がでて良い（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
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●様々な交流を気に、活気にあふれる 働く場がないから、リターンしてこない方が多いとよく聞くため、大手企業等が移転してくれるとより活
気がでると思います（30歳代／女性／会社員）

●変化や刺激が少ない敦賀市にとっては良いことなのかもしれない。（30歳代／女性／会社員）
●敦賀来訪が増えると思われるため。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●敦賀駅周辺の開発が進んだ。（20歳代／女性／会社員）
●敦賀を認知してもらうことで、都会からの通勤利用をしながら、敦賀に住んで人増加につながる。（70歳代以上／女性／公務員）
●敦賀まで新幹線が来ると、利用する市民は便利になるが観光客を満足させられるものが少ないので、きらめきみなと館からムゼウム周辺を
武生中央公園のような場所にしてほしい。（60歳代／女性／）

●敦賀の良いところをアピールし、来訪者、移住者が増えると期待したい。IT 企業などがないので誘致してほしい。（50 歳代／女性／主
婦・主夫）

●敦賀の知名度が上がりそうだから。（40歳代／女性／会社員）
●特急から新幹線への乗り換え、始発駅であることは観光だけでなく通勤、通学にも利点があるので住民が増えるかもしれない。駅前商店
街が寂れているが、新幹線開業を理由に再開発ができるかもしれない。（40歳代／女性／主婦・主夫）

●知名度が多少は上がる（50歳代／女性／主婦・主夫）
●多くの人に敦賀にきていただきたい（70歳代以上／女性／自営業）
●他県からの観光客が増え、街に活気がでると思う。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●増収（50歳代／女性／会社員）
●数年は、良い効果を生み出すお、思う、でも、今の駅前周辺、観光地の立体の悪さ、誘導の不便さのままだと、すぐにダメになると思う。
（50歳代／女性／会社員）

●人々の往来が活発になる為。（70歳代以上／男性／無職）
●人口が増えるかもしれない（50歳代／女性／会社員）
●人の交流が多くなる。（70歳代以上／男性／無職）
●人が来ると、お店もにぎわうから。（20歳代／女性／パート）
●人（観光客）がふえるから。（30歳代／女性／パート）
●新幹線駅の開通は市の活性化、発展のきっかけになるし、既になっている、また東海道線新幹線の駅がある米原市、湖北の中核都市
長浜市と敦賀市の 3市が連携して観光圏、産業圏が形成される。（50歳代／男性／会社員）

●新幹線が停まる駅だから、観光客は増えそう。（20歳代／男性／会社員）
●色々なものが増え、仕事が選べるようになる。敦賀での買物が増え、市にお金が回る様になる。（30歳代／女性／会社員）
●少しは良い方へ向かうのではないかな。TV とかで見た場所などをおとづれるのではないか（60歳代／女性／公務員）
●少しは県外の観光客がふえるのではないかと思う。（60歳代／女性／無職）
●市民、全体グループが力説しているように感じる（70歳代以上／男性／無職）
●昨夜民謡踊りを観ていたら敦賀の人が女の子は若くて可愛いい 敦賀の人はとっても頭が良くて面白いんです。都会の人と交流してほし
い。うちかつ良いといってくれました（50歳代／女性／編集人）

●今までよりまち全体に活気が出ると思う。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●交流により経済、文化に交わる（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●交流が活発になる（60歳代／女性／）
●経済効果が期待できる（50歳代／女性／パート）
●経済活動が増える（40歳代／男性／会社員）
●経済が活性化される（30歳代／女性／公務員）
●京都まで開業までいつになるかわからない。長期にわたって終着の地になるので。（60歳代／男性／会社員）
●関西、富山、石川からの観光客の増加（70歳代以上／男性／無職）
●観光客の増加（70歳代以上／男性／無職）
●観光客の増加（30歳代／女性／会社員）
●観光客が来る（20歳代／男性／公務員）
●観光客が多く来てほしい（60歳代／女性／経営者・管理職）
●観光客が多くなり、地域活性化につながる。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●観光客が増加する。（60歳代／女性／無職）
●観光客が増え経済がまわる（10歳代／女性／学生）
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●観光客が増える。（70歳代以上／男性／無職）
●観光客が増えてくれると経済効果にもつながるから（30歳代／女性／会社員）
●観光客が増えそう（30歳代／女性／公務員）
●観光、人の交流（70歳代以上／男性／無職）
●観光、ビジネスの機会が増える（40歳代／女性／主婦・主夫）
●活性化する（50歳代／男性／教員）
●活気づくと思う（40歳代／答えない／会社員）
●活気づいているように思う（30歳代／女性／主婦・主夫）
●活気が出そう（20歳代／女性／会社員）
●駅周辺や観光地が活性化され、観光客が増えていくと思うから。（30歳代／女性／教員）
●駅の近くに新しい店ができたり、雇用が増えたりすれば活気がでると思う。（40歳代／女性／会社員）
●以前より敦賀に活気があると感じる。良い事だと思う（30歳代／女性／主婦・主夫）
●もっと栄えてほしいから（30歳代／女性／主婦・主夫）
●みんなが楽しみに待っている。（70歳代以上／男性／パート）
●ビジネスが増す（70歳代以上／男性／自営業）
●サービス業などよくなる（60歳代／女性／会社員）
●１つ鉄道ファンにはとてつも無い位魅力的な所とかループセンもテレビに取り上げられるほど他には無いらしいです。２つ目は魚がうまくて県
外からのお客さんが多いです。海がキレイな事もアピールです��（60歳代／男性／会社員）

▽良い効果・悪い影響をともにもたらす
●良い効果 ①交通の要所として敦賀の価値が上がる。⓶新幹線、在来線の始発・終着になることによる関連事業も含めて事業が増える
⓷観光客、乗り換え客、新幹線関連の従事員よる経済効果の向上が期待出来る。悪い効果 ①多くの人流による治安の悪化 ②環
境の悪化（60歳代／男性／自営業）"

●利用者が多いことが継続されることが良い効果につながる（60歳代／男性／団体職員）
●福井、石川方面の特急が無くなり料金が高くなる（60歳代／女性／会社員）
●敦賀人はメリットがない。東京からも、米原周りのほうが安くて早い。（40歳代／男性／無職）
●敦賀市は観光できるような所がないから。（50歳代／女性／パート）
●敦賀市に在住する魅力を見出さないと、人口が減る。（30歳代／男性／会社員）
●敦賀に来る目的が見当たらない。（70歳代以上／男性／無職）
●敦賀に観光にきても何もない（50歳代／女性／パート）
●敦賀におりてどこへ行く（70歳代以上／男性／無職）
●東京方面に米原周りで行くのに不便になる。敦賀→米原間の乗り継ぎが少ないため中京付近へいきたい時に途中下車のとき（70歳代
以上／女性／無職）

●地元の負担する部分が多い、雇用が増えるかも（50歳代／男性／経営者・管理職）
●大阪までのルートと在来線の存続は関心を持っております。（60歳代／／住職）
●多少、活発にはなるが、すぐに誰も来なくなりそう。（40歳代／男性／会社員）
●他所から人は来るが、住民には不便もある。（60歳代／男性／教員）
●人の往来が増えて良い面と、治安の悪化が懸念される。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●新幹線開業で盛りあがっているが、思っているほど利用する人がいないと思う。観光客も増えないと思う。（40歳代／女性／パート）
●商店街は活性化されて観光客も今よりは増えると思うが、地元の若い人たちは他県へ遊びに行ってしまい地元でお金を使わなくなるので
はないかと思う。（50歳代／女性／会社員）

●市民が市外に出ていく機会が増える（50歳代／男性／会社員）
●市内をスルーする観光客が増えないか心配（60歳代／女性／主婦・主夫）
●交通の便が良くても高くなる、他の本数が減る、値上げしてますます車の移動が増える。（20歳代／男性／会社員）
●経済向上、ごみ多（50歳代／女性／主婦・主夫）
●京都、大阪につながっていない。在来線が減る。米原駅のように新幹線の乗替だけの駅となる。（60歳代／女性／会社員）
●関西からの観光客が減る。（40歳代／女性／主婦・主夫）
●観光客は増えるかもしれませんが、結果あまり効果がないと思う。（50歳代／女性／会社員）
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●観光客が増え、良いこともあればよくないこともあると思う（30歳代／女性／学生）
●観光は増えるが、人口は減少する（40歳代／男性／会社員）
●活気が出てくる（60歳代／女性／主婦・主夫）
●駅前開発に関わる費用の負担を今後回収し市民に還元できるかということに不確かで希望が見えない（40 歳代／女性／主婦・主夫）
●飲食店で扱うレパートリーが増えそう。だが、衛生面をしっかりしないと心配︕︕（60歳代／女性／無職）
●一般住民としては、嶺南嶺北間の交通が不便で交通費が高くなるのは困る。（60歳代／男性／会社員）
●一長一短ある（60歳代／男性／自営業）
●一時的な利用はあるだろうが、リピーターが増やせるか︖（40歳代／男性／会社員）
●わからない（40歳代／男性／会社員）
●のりかえ駅として利用する人が多いのでは（60歳代／女性／無職）
●のりかえだけの街、関西圏からの客足がへりそう（20歳代／女性／主婦・主夫）
●しらさぎなどもなくなって、ハピラインも高い。（40歳代／女性／バイト）
●ゴミ増加、犯罪増加、街発展（40歳代／男性／会社員）
●２１共良い事にないと思います（70歳代以上／女性／ヘルパー）

▽悪い影響をもたらす
●人の流出に繋がる（20歳代／男性／会社員）
●高額消費財の購入の県外流出、県民観光の県外化 etc、行政の財政負担の増加（70歳代以上／男性／無職）
●観光客期待の投資が、それに見合う回収が期待出来ない（50歳代／男性／経営者・管理職）
●それよりサンダーバードなど増やす方がいい（70歳代以上／女性／自営業）

▽どちらとも言えない
●嶺北を含め北陵方面には余り行かない。京都迄開通すれば利用価値が有る。（60歳代／男性／経営者・管理職）
●理由なし（20歳代／男性／無職）
●発終着駅で目玉施設がない（70歳代以上／男性／無職）
●敦賀自体に魅力が少ない（50歳代／男性／自営業）
●敦賀駅（停車各位駅）にとっては、利用者が増える可能性がある。これにより、新たな産業、新たな職場などが得られる。しかしながら、
観光資源、魅力ある敦賀市への企画などの準備不足により、多くの利用者が一過性となり、継続的な利用者が限定的になる可能性が
ある。継続的な魅力のニーズにこたえられるかがカギである。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）

●敦賀は米原と同じで通過地点にしかならない思いから（60歳代／男性／会社員）
●敦賀は関西圏の乗り継ぎ駅にすぎない。（60歳代／男性／無職）
●敦賀は観光名所が少なく、今まで通り、乗り換えのための駅として利用されそうなため。（10歳代／男性／学生）
●特化した観光名所もないので、それほどの変化はないと思う。（20歳代／男性／会社員）
●同上（個人的には良いが敦賀市全体への変化かどうかわからない）＝現時点で敦賀にデメリットは無いと思う（使うことは少ないが始発
になるのは良い）（40歳代／男性／会社員）

●同上＝敦賀人は変化を求めていない（40歳代／男性／会社員）
●当然良い効果を期待するが、長期間活気が持続できるか︖（70歳代以上／女性／無職）
●中京、京阪神へのアクセスは、敦賀市民にとっては今までとさほど変わらないが嶺北への通勤者は多少不便が生じるかも知れない。（70
歳代以上／女性／主婦・主夫）

●乗り継ぎには通過点の電車があるため。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●上記と同じ＝通過駅で実際降車する人が少なそうだから（20歳代／女性／会社員）
●今までと変わらず終わると思うから。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●京都、大阪方面の場合あまり利用しない。（70歳代以上／男性／農林水産業）
●関西、中京圏との交流が減少しそう。（JRの列車運行計画の影響）（70歳代以上／男性／無職）
●観光客は増えると思うが、観光業が再び活発になるほどは影響を与えないと思うから（20歳代／男性／学生）
●観光客は一時的に増えると思うが、長い目で見るとどうなのか?という不安がある。（50歳代／女性／パート）
●延伸がまだ先になり敦賀は車庫といわれています。市民が相当努力して皆さんに来て頂けるようにしないと思います（70 歳代以上／男
性／アルバイト）
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●駅からの交通手段や魅力的な商店街を作っていくのかまだわからない。（60歳代／女性／自営業）
●たぶん経由するだけの駅になると思う（／女性／パート）
●そもそも敦賀市に観光客を引き込むスポットやイベントなどが無いので北陸新幹線が開業したからといって敦賀市の観光事業が賑わうとは
到底思えないから（20歳代／男性／無職）

●しらさぎ、サンダーバードの一部廃止が痛手。それが悪影響になりそう（40歳代／女性／公務員）
●これを気に活性化してにぎわってくれるとうれしい（60歳代／女性／主婦・主夫）
●きてみないとわからない（60歳代／女性／主婦・主夫）
●あまり変わらないと思っているため。（20歳代／女性／会社員）
●あまり変わらないと思う（40歳代／男性／会社員）
●21 と同じ回答＝敦賀駅から始まる商店街が変わらなければ、観光客は魅力的に感じないのでは。観光客のリピート率が向上しないと思
う。そういう意味で変化はないと思う。あったとしても一過性のものだと思う。（50歳代／男性／経営者・管理職）

【北陸新幹線開業が福井県に及ぼす変化】（年代／性別／職業）      
▽良い効果をもたらす
●（21）と同じ（70歳代以上／男性／無職）
●○○、福井から東京利用が便利になる→敦賀は米原利用で変わらない（70歳代以上／男性／無職）
●23 と同じ（30歳代／女性／会社員）
●イメージアップ（60歳代／男性／自営業）
●とはいえあんまり駅の利用が増えるとはあんまり思えない。（30歳代／女性／主婦・主夫）
●まず人が動くことにより経済が回る（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●以前より他県の人が多く来る、そして現在のところ敦賀○○であるから（70歳代以上／男性／無職）
●何となく（70歳代以上／男性／無職）
●開通後の金沢、富山と同じ様に福井県内の観光地、食べ物などを取り上げたメディアの露出が増え、新幹線利用客だけでなく、在来線、
マイカー利用の観光客増加、また増加観光客を見込んだ飲食、宿泊のサービス業の充実（50歳代／男性／会社員）

●活気づくと思う（40歳代／答えない／会社員）
●活性化する（50歳代／男性／教員）
●観光、ビジネスの機会が増える（40歳代／女性／主婦・主夫）
●観光客、特に外国人は増えるかもしれない。新幹線には外国の方が多く乗っているが、在来線、特急にはほとんど乗車していないイメージ
があるので。（50歳代／女性／パート）

●観光客がふえるかも（50歳代／女性／会社員）
●観光客が増えてくれると経済効果にもつながるから（30歳代／女性／会社員）
●観光客が増え経済が回る（10歳代／女性／学生）
●観光客が増すと思う。（70歳代以上／男性／パート）
●観光客が来る（20歳代／男性／公務員）
●観光客の増加（70歳代以上／男性／無職）
●観光客は多少なり増えると思う。（40歳代／男性／会社員）
●観光産業に効果をもたらす（70歳代以上／男性／自営業）
●気軽にきやすくなりそう。（20歳代／男性／会社員）
●経済（70歳代以上／男性／無職）
●経済が活性化される（30歳代／女性／公務員）
●経済活動が増える（40歳代／男性／会社員）
●経済効果が期待できる（50歳代／女性／パート）
●経済的に良くなる（60歳代／女性／会社員）
●県に、首都圏から来客（観光客）が多くなる（70歳代以上／女性／無職）
●県外からの観光客が増える（50歳代／女性／主婦・主夫）
●元々の観光地は経験を元に、改善しながら集客できるのではないか。慣れていない市町村が、他県から人を呼ぶ努力を継続的に行える
かどうか気になる。（50歳代／男性／会社員）

●原子力立国福井県が他の人々により知ってもらえる。（70歳代以上／女性／公務員）
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●交通の便が良い、活気が出る（20歳代／女性／会社員）
●市民にとっては少し便利になると思う。（60歳代／女性／無職）
●首都圏からの観光客が増えて、経済的に大きな効果があると思うため。（30歳代／女性／教員）
●首都圏から観光に訪れてくれそうだから。（40歳代／女性／会社員）
●首都圏には近くなる（50歳代／女性／主婦・主夫）
●少しは活気が出るのではないか（60歳代／女性／公務員）
●少なからず、福井県に観光しようとする人は増えそうなため。（10歳代／男性／学生）
●人が降りてくれれば良い効果だと思う、まだ福井の魅力にはかなわない。（60歳代／女性／自営業）
●人が来ると、お店もにぎわうから。（20歳代／女性／パート）
●人の往来が活発になる。（60歳代／女性／無職）
●人の往来が多くなり活気がでる（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●増収（50歳代／女性／会社員）
●知事の PR が積極的、大いに好感が持てる（70歳代以上／男性／無職）
●通過だけにしても、知名度は上がるかもしれない。（20歳代／女性／会社員）
●同上＝観光客が増えそう（30歳代／女性／公務員）
●特に関東からの往来に期待したい。（70歳代以上／男性／無職）
●敦賀まつり 4 年振りに開催出来たのですが民謡踊りは 5 年振りです。去年福井フェニックス祭りで嶺北の人が今年敦賀まつりが出来るよ
う踊ってくれました。福井と敦賀はとっても仲良しです。（50歳代／女性／編集人）

●敦賀市は、福井県でもあまり認知がないので、福井県民に認識されるようになるかも。（60歳代／女性／無職）
●福井にない店など増えてほしい（30歳代／女性／主婦・主夫）
●福井ー東京間の所要時間が解りやすくなって、「どこにあるかわからない県」が「新幹線で３時間」というイメージしやすい距離に変わるから。
（40歳代／女性／主婦・主夫）

●福井県としては、嶺北地方にはいい効果をもたらす。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●福井県として考えると、嶺北は確実に観光客が増える。嶺南はお勧めできる観光スポットが少ない。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●福井県の認知度が少し上がると思う。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●福井県は観光地が多いため。（70歳代以上／男性／無職）
●福井県全体としては嶺北には良い効果をもたらすと思うから（60歳代／男性／会社員）
●福井市は観光客も増えると思う。敦賀は・・・（60歳代／女性／）
●福井市も最近はにぎやかになって皆さん頑張っていると感じる。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●福井周辺で効果あり（70歳代以上／男性／無職）
●北陸新幹線は南海地震が来て東海道新幹線が使え無い時、重要な役割をすると聞いてます。大阪へのアクセツを出来るだけ早く進める
べきです。敦賀はその拠点です。重要な要素を持ってると思います。（60歳代／男性／会社員）

●立都圏へのアクセスがよくなる事と長野県や北関東など短時間で往来できる。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●嶺南・嶺北の移動が楽になり、嶺北の人も南に遊びに来てくれて、活気が出そう。（30歳代／女性／会社員）
●嶺北の方は良いのではないか（50歳代／女性／パート）
●嶺北は、良い状態になると思う（50歳代／女性／会社員）
●話題性にはなるため。（30歳代／女性／会社員）

▽良い効果・悪い影響をともにもたらす
●（23）と同じ＝商店街は活性化されて観光客も今よりは増えると思うが、地元の若い人たちは他県へ遊びに行ってしまい地元でお金を
使わなくなるのではないかと思う。（50歳代／女性／会社員）
●(23)と同じ＝人の往来が増えて良い面と、治安の悪化が懸念される。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●（２３）と同様＝利用者が多いことが継続されることが良い効果につながる（60歳代／男性／団体職員）
●1本で東京から乗れるのは良いがただ通ってくるだけ、遊ぶ場所もない。（20歳代／男性／会社員）
●あわら温泉など関西中京圏の客が減少するなどが想定される。（60歳代／男性／会社員）
●いままであまり行けなかった場所へいける。（40歳代／女性／バイト）
●わからない（40歳代／男性／会社員）
●一部で交通の便が悪くなる（20歳代／女性／主婦・主夫）
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●駅には多くの人が来ると思います、食事や観光に力を入れています。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●活気が出てくる（60歳代／女性／主婦・主夫）
●京都、大阪につながっていない。在来線が減る。米原駅のように新幹線の乗替だけの駅となる。（60歳代／女性／会社員）
●金沢～福井市間にとっては、利便性及び観光客誘致に期待できるから（50歳代／男性／経営者・管理職）
●在来線が減り、不便になる（50歳代／男性／経営者・管理職）
●在来線の本数等で不便になりそう（／女性／パート）
●新幹線の駅が武生駅からタクシーで行かないと乗れないし、素通りされるのでは。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●全てよいものとは限らないため（50歳代／女性／主婦・主夫）
●知名度、犯罪（50歳代／女性／主婦・主夫）
●地域によって交通の便が良くなるところもあるが、発展がついていけないと感じているため。（20歳代／女性／会社員）
●東京とのつながりは良くなるかな（70歳代以上／男性／農林水産業）
●東尋坊、永平寺、芦原温泉、冬のカニだけでは石川県に行くのでは︖（60歳代／男性／会社員）
●特急の廃止により、嶺北地域から関西圏への交通の便が悪くなる。（30歳代／女性／会社員）
●敦賀を除く他の福井地区から京阪神、中京方面に行くには乗り換えが必要となり、今より不便になる。信州方面はに行きやすくなる（60
歳代／男性／自営業）

●物価が上がる、飲食店等の料金が高くなると思う（70歳代以上／男性／パート）
●北陸～中京・近畿が不便（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●利用客数等、はっきり結果が出ることはいい、その後･･･︖（40歳代／男性／会社員）
●良いことがずっと続きますようにお願いします（70歳代以上／女性／ヘルパー）
●良い効果→嶺北や石川高山との交流が良くなるかも 悪い効果→特急列車が少なくなると関西方面中京方面に行くときが不便（70
歳代以上／女性／無職）

●嶺北と嶺南とのアクセスが悪くなる。（40歳代／女性／主婦・主夫）
●嶺北には影響を、嶺南には悪い影響を与えそうだから（50歳代／女性／会社員）
●嶺北の温泉、観光は多少増えるかもしれないが、期待するほどは伸びないと思う。（40歳代／女性／パート）
●嶺北は観光できる所があっても車がないと移動できないから。（50歳代／女性／パート）

▽悪い影響をもたらす
●高額消費財の購入の県外流出、県民観光の県外化 etc、行政の財政負担の増加（70歳代以上／男性／無職）
●開発がさらに嶺北に偏り、南北格差がより顕著になる（40歳代／男性／会社員）
●在来線の運賃上昇。（70歳代以上／男性／無職）
●人口の流失（60歳代／男性／無職）
●特に嶺北は特急がなくなり関西・中京方面へのアクセスが悪くなると思う（40歳代／男性／会社員）
●福井県の商売圏も関西、中京圏だ。敦賀駅乗り換えによるデメリットしかない。（40歳代／男性／無職）

▽どちらとも言えない
●（23）と同様に、敦賀駅（停車各位駅）にとっては、利用者が増える可能性がある。これにより、新たな産業、新たな職場などが得ら
れる。しかしながら、観光資源、魅力ある敦賀市への企画などの準備不足により、多くの利用者が一過性となり、継続的な利用者が限
定的になる可能性がある。継続的な魅力のニーズにこたえられるかがカギである。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）

●あまり変わらないと思う（40歳代／男性／会社員）
●なし（40歳代／男性／会社員）
●もっと色々作れば観光客も来るんじゃないのかな（50歳代／女性／主婦・主夫）
●わからない（30歳代／女性／パート）
●わからない（20歳代／男性／会社員）
●わからない（60歳代／女性／主婦・主夫）
●以前から嶺北との違いがあり県として南、北と力の入れ方が違うと思います。人口が嶺北より少ないからわからないですが変化内容に思い
ます。嶺北方面の事をもっと考えて頂きたい（70歳代以上／男性／アルバイト）

●観光客は増えると思うが、観光業が再び活発になるほどは影響を与えないと思うから（20歳代／男性／学生）
●関西圏、中京圏と北陸地方の交流が減少する。（70歳代以上／男性／無職）
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●京都迄開通すれば利用価値が有る。（60歳代／男性／経営者・管理職）
●県内全体としての連携が感じられない。（70歳代以上／女性／無職）
●今はまだよくわからない（60歳代／女性／主婦・主夫）
●産業が活性化するといいと思う。何か起こさなければ、最初だけになってしまう。お客さんが来なければ、お店もつぶれていってしまう。（30
歳代／女性／学生）

●上記と同じ＝通過駅で実際降車する人が少なそうだから（20歳代／女性／会社員）
●都会の人たちにアピールできれば活気が出るかもしれないが、駅前の開発等がまにあっていないと思う。（40歳代／女性／会社員）
●特に変化を及ぼすことはないと思う。（20歳代／男性／会社員）
●敦賀に寄る意味がない、観光地がない（40歳代／男性／会社員）
●敦賀に特に目玉がない（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●福井を通り越して金沢が行動圏内になりそう（50歳代／男性／会社員）
●福井県として特に統一感を感じていないからよくわからない（40歳代／女性／主婦・主夫）
●福井県全体への影響は規模が大きくて想像できない（30歳代／女性／主婦・主夫）
●北陸新幹線の開業によって新幹線を利用する福井県民が多く現れるとは思えないうえ、他県からの観光客も増加しないと思うから（20
歳代／男性／無職）

●理由なし（20歳代／男性／無職）
●嶺北地区は良い影響がでると思うが、嶺南地区、特に敦賀市は変わらないと思う。（50歳代／男性／経営者・管理職）

【北陸新幹線開業の歓迎度と意見・感想】（年代／性別／職業）      
▽歓迎している
●1本で関東まで行けるから。（20歳代／女性／パート）
●うちは駅に近いところにあるので、便利になると期待したい。今近くの地面を購入し家を新築している。更に駅に近くなるのでうれしい。犬を
最近飼ったので、ペット関連のイベントや情報交換など増えてほしい。（50歳代／女性／主婦・主夫）

●うれしく思っています。開業が決まってからワクワクしています（70歳代以上／男性／アルバイト）
●お互いの県の良いところを吸収できる（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●ずっと待っていたので歓迎（60歳代／女性／）
●なかなか出来ない事が実現出来喜んでいます（70歳代以上／女性／ヘルパー）
●にぎやかになってほしい（40歳代／答えない／会社員）
●以前より敦賀に活気があると感じる。良い事だと思う（30歳代／女性／主婦・主夫）
●駅前がきれいになった（60歳代／男性／自営業）
●何となく（70歳代以上／男性／無職）
●皆が便利になると思うので有り難いです（30歳代／女性／会社員）
●街が活性化した（50歳代／女性／パート）
●街に活気がでるといいと思う。（30歳代／男性／会社員）
●街の活性化（40歳代／女性／主婦・主夫）
●街の整備が進む。個人的には駅前にスタバができて良かった。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●楽しみだから（10歳代／女性／学生）
●活気がでる（40歳代／男性／会社員）
●関東へ行きやすくなる（30歳代／女性／主婦・主夫）
●関東圏に乗継なしで行ける（60歳代／男性／無職）
●個別の時間の余暇に合わせた、交通手段の多様性から、自由な選択が出来やすい。（70歳代以上／女性／公務員）
●雇用増・活性化（60歳代／女性／主婦・主夫）
●交通が便利になる（30歳代／女性／パート）
●交通の便が良くなる（30歳代／女性／公務員）
●市に活気が出る、市のステイタスが上がる。（60歳代／女性／無職）
●市の発展につながるから（50歳代／女性／主婦・主夫）
●首都圏に乗り換えなしで行けるようになるため、今よりも移動が楽になるのではないかと思うから。（30歳代／女性／教員）
●少しでも敦賀市の知名度があがったら良い（60歳代／女性／主婦・主夫）
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●乗換なしで東京へ行ける。（60歳代／女性／無職）
●新しくなるのはいいことだと思う。（30歳代／女性／主婦・主夫）
●新潟行きが便利になるため。（70歳代以上／男性／無職）
●人が降りて、敦賀のよさを知ってほしい。（60歳代／女性／自営業）
●人の往来が活発になるのは良い事だと思う。（70歳代以上／女性／無職）
●人の往来が多くなり活気がでる（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●人の行き来が増えると、経済効果が高まりそうだから。（40歳代／女性／会社員）
●人の流動が多くみられる（あらゆる職業の人達）（70歳代以上／男性／無職）
●地域の活性化（40歳代／女性／主婦・主夫）
●地震など大きな災害が予想されている太平洋側のパイプラインの予備としても日本海側の新幹線の充実は必要だと考えているのと、人口

6 万、経済圏人口 10 万人程度の小都市だか、立地として地域の中核都市である敦賀市に新たな求人力が加わり、フェリーの就航港
であり大型客船も停泊出来る国際規格の港、高速道路の分岐点を合わせて交通のハブになれる可能性が出てきた。（50 歳代／男
性／会社員）

●長期間、終着駅になるので千載一遇のチャンス。（60歳代／男性／会社員）
●長野県方面に早く行きやすくなったことから（60歳代／男性／会社員）
●鉄道はつながってこそ命（60歳代／／住職）
●東京へ行きやすくなる。（40歳代／男性／会社員）
●東京へ便利になる（70歳代以上／男性／自営業）
●敦賀のいろんな場所を見てもらえる。（70歳代以上／男性／パート）
●敦賀の活性化を期待しています。（20歳代／女性／学生）
●敦賀の未来（70歳代以上／男性／無職）
●敦賀もその周辺の町を活性化して行けるはずです。（60歳代／男性／会社員）
●敦賀駅の下車で嶺南方面、小浜方面が観光客が増える（70歳代以上／男性／無職）
●敦賀市の発展を期待している。（60歳代／女性／無職）
●敦賀市内が活気づく様に思う（70歳代以上／女性／〇）
●日本を代表する新幹線の駅になれる（70歳代以上／男性／無職）
●日本全国に新幹線でつながること（70歳代以上／男性／無職）
●福井に在住のままで通学や通学ができるとなると、人口減少に歯止めがかかると期待できるから。（40歳代／女性／主婦・主夫）
●福井の人と食べ物と福井の観光場所に人がいっぱい来て欲しい（50歳代／女性／編集人）
●便利なものは取り入れて行った方がいい（40歳代／男性／会社員）
●便利になるから。（30歳代／女性／会社員）
●便利になるので歓迎です（50歳代／女性／パート）
●無いよりあった方がいい（50歳代／男性／経営者・管理職）
●無いよりは有る方がいい（30歳代／男性／会社員）
●様々なことが変化するきっかけになる。（50歳代／男性／教員）
●旅行しやすくなる（50歳代／女性／会社員）
●良い機会であることには間違いない（60歳代／男性／団体職員）
●話題になるので良い。（20歳代／男性／会社員）

▽多少は歓迎している
●いろいろなものが高くなりそう。なんでも都会のねだんにならないようにはしてほしい（50歳代／女性／会社員）
●そもそも利便性は金沢開業前のほうがいいと思っているため（10歳代／男性／学生）
●どちらかと言えば後進県のように思える福井県だが、それ故に良い所が多いし、静かで素朴な面が失われてしまうかも知れず、多少は、心
配な面がある。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）

●どちらでもいい。（40歳代／男性／会社員）
●ないよりあったほうが良さそう（40歳代／男性／会社員）
●なし（40歳代／男性／会社員）
●まだ、今はあまり感じてない（60歳代／女性／公務員）



55 

●よくなってほしいとは思うから（50歳代／男性／会社員）
●栄えてほしい（50歳代／女性／主婦・主夫）
●駅および駅周辺が整備されたこと。（20歳代／男性／会社員）
●駅周辺が活気付くのはいい事だから（50歳代／女性／会社員）
●街がにぎやかになる（50歳代／女性／会社員）
●歓迎しない理由がないから（20歳代／男性／無職）
●観光客が増えることを期待して（60歳代／女性／無職）
●京都迄開通すれば利用価値が有る。（60歳代／男性／経営者・管理職）
●県が発展するのはいい事だから（20歳代／男性／学生）
●県外からのお客様が増えるかもしれない（10歳代／女性／学生）
●交通手段が増えるため（利用するかは分からない、選択肢が増える）（40歳代／女性／パート）
●今も、それほど交通便に関して困っていない。多くのお金を使ってまでの必要性は当初から感じていなかった。（60 歳代／男性／自営業）
●今後、利用者がどのくらいいるのかを知りたい。（40歳代／女性／公務員）
●自分の利用を思った事。（60歳代／女性／会社員）
●少しは市民の関心が高まっているように思うため（60歳代／女性／主婦・主夫）
●乗り換えなしの東京駅直通（急がないときは利用したい）（40歳代／男性／会社員）
●新しいものができるのは楽しみ。（20歳代／女性／会社員）
●新幹線が身近に通ると、子どもが喜ぶ。しかし、利用するかというと、興味で 1，2 回乗るほどかもしれない。旅行にそこまで行かないし、子
どもが小さいと、車で行くことが多い。（30歳代／女性／学生）

●新幹線の基地があるから（50歳代／女性／パート）
●新幹線終点になっている期間は観光客が増加する。（70歳代以上／男性／無職）
●盛り上がりがいまいちなため。（50歳代／女性／主婦・主夫）
●町がきれいになったから。（50歳代／女性／会社員）
●鉄道がすき（40歳代／男性／無職）
●東海側の交通リスクの緩和。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●東京へ行く時間が、米原周り、金沢周りどちらも同じ（60歳代／女性／）
●東京まで今より早く行ける（60歳代／男性／会社員）
●特になし（50歳代／男性／経営者・管理職）
●特に理由はない。（20歳代／男性／会社員）
●敦賀の街が活性化してほしい（60歳代／女性／経営者・管理職）
●敦賀の町が発展すればいいなと思う。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●敦賀市は現在も交通便がいいので困ることも少なく、ただ、北陸方面からの観光客が増えることを期待したい。（60 歳代／女性／主
婦・主夫）

●便利にはならないが新幹線が敦賀に来ることはうれしい（60歳代／女性／会社員）
●北陸にとってはプラスな面もあると思うから。（30歳代／女性／会社員）
●無いよりマシではあるが在来線が減るから±0程度では︖（60歳代／男性／会社員）
●利便性はよくなるので、他県へ行くときは楽になるから。（40歳代／女性／会社員）
●利用客数等、はっきり結果が出ることはいい、その後、どうする、どうなるのか、期待!（40歳代／男性／会社員）
●旅行に行きたくなる（50歳代／女性／主婦・主夫）

▽あまり歓迎していない
●お金だけかかったんじゃないのかな（50歳代／女性／主婦・主夫）
●開業に伴う経済効果や利便性を身近には全く感じていないから（40歳代／女性／主婦・主夫）
●興味ないので。（20歳代／男性／公務員）
●個人的メリットが無いため。（60歳代／男性／会社員）
●在来特急の本数が減るため。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●自分のまわりで敦賀開業を歓迎している人はいない。（60歳代／女性／会社員）
●税金のむだづかい（70歳代以上／男性／無職）



56 

●通勤や通学で新幹線を利用することはなく、遠方への観光や出張などで利用する人は良いかもしれない。日常的に電車を利用する人に
は困る事が多いと思う。（60歳代／女性／会社員）

●東海道新幹線派なので。（40歳代／女性／バイト）
●東京方面へのメリットがない。米原回りの方が料金も安く、時間も短い。（敦賀からは）一方で関西方面へのアクセスが悪くなる。いい事
ない。（40歳代／女性／会社員）

●特急の廃止、乗車賃の値上げ（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●特急列車の廃止や回数が少なくなり米原周りも不便になる（70歳代以上／女性／無職）
●敦賀にとって特に便利になることはないと思う（／女性／パート）
●並行在来線が現行より高価・不便になる。（60歳代／男性／教員）
●利便性を感じない（70歳代以上／男性／無職）

▽歓迎していない
●あまり利用しないから（70歳代以上／男性／農林水産業）
●ごく１部の関係者だけが良い思いをすると思う（70歳代以上／男性／パート）
●コロナが気になるから。（20歳代／男性／会社員）
●そのお金を他に回せ（30歳代／／会社員）
●メリットなし（70歳代以上／男性／無職）
●関東方面・中京への利便性がなくなる。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●京都、大阪につながっていない。在来線が減る。米原駅のように新幹線の乗替だけの駅となる。（60歳代／女性／会社員）
●在来特急の問題と投資に見合わない（50歳代／男性／経営者・管理職）
●人口が右肩下がりで減少している日本において新幹線事業を拡大する事は無駄な公共投資であると考えているから（20 歳代／男性
／無職）

●特急、米原ー東京で十分（60歳代／男性／無職）
●特急が無くなる（20歳代／男性／会社員）
●敦賀に行くところがない、jr がかわいそう（50歳代／女性／無職）

【このアンケートへ意見、北陸新幹線・敦賀開業に向けての感想など自由記述】（年代／性別／職業）    
●料金が安かったり、東京に行くのに遠回りにならなければ、利用は、増えると思う。（30歳代／女性／学生）
●利便性を感じないから、無職で利用減になった（70歳代以上／男性／無職）
●北陸新幹線敦賀開業という事で県外からも大勢の方が来られるかも知れませんが、敦賀の昔ながらの美しい海や静かな環境は汚される
事なく、町全体が良い状態で活発になってほしいです。（60歳代／女性／会社員）

●北陸新幹線停車駅になったのはメリット、しかし実態は従来の米原利用と変わらない 政治家が言うほど期待はしていない（70 歳代以
上／男性／無職）

●北陸新幹線を利用して旅行に行きたいと思っています。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●北陸新幹線は滋賀県経由で京都、大阪につながらないと意味がないと思う。（60歳代／男性／無職）
●北陸新幹線・敦賀開業なのに、3 月 16 日に開通のニュースでは、東京←→福井の時間が発表されてとても残念だった。この時点で敦
賀はかやの外だと感じた。（60歳代／女性／）

●北陸は雪が降るため事故のないように、お願いしたい。（70歳代以上／男性／無職）
●北陸でも行く機会がない。地元民は、JR 代を安くするとかしてもらうと。富山などぜひ行ってみたい。食べるものも交流してほしい。富山に
行くなら大阪などに行ってしまうので。（50歳代／女性／主婦・主夫）

●米原乗り換えの利便性低下を危惧している（しらさぎの廃止など）（40歳代／男性／会社員）
●並行在来線への自治体負担・建設費の地元負担が今後の地方財政を圧迫する。（60歳代／男性／教員）
●福井県は人口が少ないので、新幹線開業という人生のなかでも滅多に出会わないこの出来事に積極的にイベント主催の立場で参加出
来る人が少ない、しかし、このようなアンケートを通じて少しでも期待感や参加したい気持ちが芽生えてくれて、少しの力をみんなが持ち合
って新幹線開業を盛り上げれたら良いと思う（50歳代／男性／会社員）

●年齢がもっと若ければいろんなところへ行ってみたかった。でも一回は乗って旅行に行きます（70歳代以上／女性／自営業）
●年配者にとっては便利だが料金面（特急に比べて）停車駅など（関西に行く場合）敦賀市の財政も大変なのではないか（70 歳代
以上／女性／無職）
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●敦賀終点として評価するか︖大阪までの通過駅とするのかによって答えは変る質問がある。開業直後と開業後数年とで市内の状況が変
ると思う。（70歳代以上／男性／無職）

●敦賀市民にとっては、東京方面に行くには、従来の東海道新幹線の方が経済的に早く行ける。同じ理由で、東京方面からの観光客も
北陸新幹線で敦賀には来ない。長野新潟等からの観光客は、金沢富山と似たような魅力の観光なので、金沢富山を通り越えてわざわ
ざ敦賀まで来ないと思われるので、開業は福井市までで良かったと思う（50歳代／男性／経営者・管理職）

●敦賀開業を楽しみにしております。（70歳代以上／女性／公務員）
●敦賀駅に降りてもらえるような工夫（観光）が必要（60歳代／女性／会社員）
●敦賀以西の着工については、交通の便宜性、費用から考えて全く必要がない。JR 西日本の在来特急電車の廃止策に他ならないように
思う。（60歳代／男性／自営業）

●敦賀以西の着工が決まる前に敦賀市への移住や観光を軌道に乗せるべき。始発駅であるという利点を逃してはいけない。（40 歳代／
女性／主婦・主夫）

●敦賀の集客の為の都市開発をして欲しい（50歳代／女性／会社員）
●敦賀に生活している者としては、現時点ではメリットを余り感じていない 敦賀周辺でも盛り上がりが感じられない（60 歳代／男性／会
社員）

●敦賀に寄ってくれる人が多いといいなと思います。（40歳代／答えない／会社員）
●敦賀から米原へ継なぐ方法が最善と考えています。小浜→京都・大阪はいつになったら継ながるのか︖不明 それなら在来線の湖西線
の設備を利用出来ないか検討する等 早く米原 or京都と継なぐ事を考えるべきである︕（60歳代／男性／会社員）

●敦賀～関東・中京・近畿の在来には何ら関係ない（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●東京までの新幹線価格を米原経由と同額にしないことには、使用率が上がらない（50歳代／男性／会社員）
●中途半端に敦賀開業ではなく大阪まで開業させてほしかった。（10歳代／男性／学生）
●着工決定前にアンケートをしてほしい。（50歳代／男性／経営者・管理職）
●大阪まで早く開通してほしい（70歳代以上／男性／無職）
●多くの人を巻き込み協力体制を早急に整備することが今やるべき事（60歳代／男性／団体職員）
●息子が関係者ですが新幹線興味ありません（50歳代／女性／無職）
●新幹線駅口を上手く開発してほしい。（40歳代／男性／会社員）
●新幹線は福井までで良かったのでは。敦賀はのんびり田舎でいいのでは。（50歳代／女性／パート）
●新幹線はいらないし、使わないと思う。特急がなくなり不便である（20歳代／男性／会社員）
●乗る人が少しでもいることを願う（50歳代／女性／主婦・主夫）
●小規模な歓迎イベントは仕方ないが、便乗した冠イベントは投資効果がない無駄遣いではないか︖（70歳代以上／男性／無職）
●終点の駅はにぎやかな所 敦賀は乗り換にいそがしい駅じゃないかな（70歳代以上／男性／無職）
●周遊チケット（何回乗り降りしても OK とか 1週間使えるとか）、回答に疲れた（60歳代／男性／自営業）
●車を運転してどこにでも行くので、電車、新幹線は今の所、必要ないですが、主人も私も高齢になってきたので、遠出をするときなどに利用
したいと思います。まず、東京にいる義姉に会いに行きたいです。（60歳代／女性／主婦・主夫）

●質問が不適格である。もう１度、勉強してから質問していただきたい。（40歳代／男性／無職）
●私はドクターイエローの列車が大好きなのですが、かがやき はくたかも皆が大好きな新幹線になってほしい。昨夜敦賀まつりの民謡踊りを
ケーブルテレビで観ていたら市民アンケートを送って下さってありがとうございました。いつも家に居るのでお手紙とっても嬉しかったです。（50
歳代／女性／編集人）

●私はアーティストのコンサートに行くのが好きなのですが、コンサート会場の確保が難しいと聞いています。福井には「サンドーム福井」がありま
すが、駅から遠く、収容人数も少ないです。敦賀の新幹線の駅裏に割と広い土地があるようですが、そこに音響の良い新しい設備のある、
大人数を収容できる「敦賀ドーム」などを作ることができたら、北陸三県～東京方面の方も遠征に来てくれるのではないでしょうか。そうすれ
ば、ホテル、飲食、タクシーなど利用する客が増え、にぎわうのではないかと思います。（50歳代／女性／主婦・主夫）

●市内の交通環境（公共）が整っていないので、駅だけ整備されても何も変わらない。（20歳代／男性／会社員）
●今後ますます増えてゆく年配者にも気くばりを見せて欲しい。（70歳代以上／女性／無職）
●今まで書かせて頂いたけど先生、敦賀に足を運んでもらって町で有ったり海の素晴しさで有ったり魚の素晴しさで有ったりコシヒカリの美味し
さを発信して頂けたらなと思います。（60歳代／男性／会社員）

●項目が複雑で多岐に渡り、繁雑である。（60歳代／女性／無職）
●行政や商業者と別に我々のような一般住民として、新幹線が必要とは敦賀市民は強く思っていない人が多いように感じています。交通の
アクセスが良い方の敦賀は関西方面に出かけることが多い。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
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●御苦労様です。（70歳代以上／男性／パート）
●現在あまり駅の利用がないため参考にならないかと。すみません。でも、活性化するのはうれしいです。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●元気でいて新幹線の開業に出会えたこと喜んでいます。ぜひ東京までいってみたいです。独りで行くのもわからないのでツアー等なにか企画
して頂いたらうれしいです。（70歳代以上／女性／ヘルパー）

●県外の人が来て楽しめる施設を増やしてほしい。今のままでは新幹線が開通しても、敦賀で降りて観光しようと思う人が少ないと思う。商
店街の歩道は広くなったが、シャッター街で夜でも開いている店が少なく、歩いている人をあまり見かけない。駅だけではなく、市内の活性化
も進めてほしい。（30歳代／女性／教員）

●建設費が高いので、これ以上の建設は止めてほしい。（70歳代以上／男性／無職）
●京都迄開通すれば利用価値が有る。（60歳代／男性／経営者・管理職）
●京都、大阪方面の利用が多いので、特急とか列車をへらさないでほしい。（70歳代以上／男性／農林水産業）
●京都、大阪への関わりが深い（金沢、富山より）何のメリットもない（60歳代／男性／無職）
●希望が持てる。（70歳代以上／男性／無職）
●関東圏は今まで変わらない。（70歳代以上／男性／無職）
●関西方面からの特急がなくなったため、かえって観光面ではマイナスになる気がします。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●観光客がどれくらい増えるのか楽しみですが、同時に観光客が増えることによって問題も出てくると思う。うまく対処していければいいのです
が･･･（50歳代／女性／パート）

●楽しみです︕（30歳代／女性／会社員）
●街全体が活気にあふれることへの期待（60歳代／女性／主婦・主夫）
●街の収益増加による、子供らに対する手当の増加（40歳代／男性／会社員）
●開業卯が近すぎ、いろんな行事をやっていてそれなりに参加者もいる。大阪から敦賀へ新快速が伸びた時もいろいろ期待していたようです
が多少人の移動の増えただけ。今回も大阪○○、京都に行くための通過駅になりそうです（／女性／パート）

●開業が待ち遠しい（10歳代／女性／学生）
●延伸について議論されているようですが私の意見として米原に継いで頂けたらと感じています。乗り入れに問題があるようですが距離のこと
ら考えると短い方が経費もかからないと思いますが…最近東京の方と話す機会があり１本でいけるようなら敦賀まで行ってみたいとうれしい
言葉が聞けました（70歳代以上／男性／アルバイト）

●駅前商店街を盛り上げれば良いと思う。（60歳代／女性／無職）
●駅舎、線路が出来上がってようやく実感がわいてきました。前は関心がなかったのですが、今は、とても楽しみです。（東京が 1本で行ける
ことが大きいです。）（50歳代／女性／主婦・主夫）

●駅まで車で行かないと電車が利用できないので駐車場の料金を割引くなどしていてほしい。（60歳代／女性／パート）
●一刻も早く、関西方面につながると良いです。（70歳代以上／男性／無職）
●りべん性も大切だが、料金が上がるとなかなか利用しずらくなる。（40歳代／女性／公務員）
●ほとんど車で移動の小さな行動なので、新かん線で、今まで行ったことのない長野に行く予定です のりかえしないでいきたい。（50 歳代
／女性／会社員）

●にたりよったりの質問でめんどうくさかったです。もっと簡潔に要領よくお願いします。（70歳代以上／女性／主婦・主夫）
●なぜ敦賀にしんかんせんがくるのか分からない。（40歳代／女性／バイト）
●なし（50歳代／女性／主婦・主夫）
●とにかく新幹線もできるのにあの駐車場のなさはないです（40歳代／女性／アルバイト）
●とくにありません（60歳代／男性／会社員）
●せっかくの最終地点なのに何も変わらない、駅前商店街は年寄りばかり、敦賀のお土産が無い、県のお土産ばかり、名産品、観光地が
少なすぎる（20歳代／男性／会社員）

●これでは悪い影響、弱者への配慮などを解決する和をみいだせない︕︕良い事をみちびきたいアンケートになっていると思います。どうせ悪
い意見はそうさされそうでいやです。（60歳代／女性／会社員）

●これからどう変わっていくか楽しみ、敦賀が大好き（30歳代／女性／主婦・主夫）
●この調査は市が依頼したものですか︖それとも単に市が協力しているだけですか︖誰が依頼したものでしょうか︖（70 歳代以上／女性
／無職）

●アンケート頑張ってください（20歳代／男性／学生）
●アンケートの実施が遅い。（60歳代／女性／主婦・主夫）
●あまり行きたいと思える観光地がないので、若い人・子供向けの所が増えるとうれしい（30歳代／女性／主婦・主夫）



59 

★フォーラム資料



60 



20
24
.1
.2
0

◇
⻘
森
学
術
⽂
化
振
興
財
団
助
成
事
業

20
23
年
度
研
究
成
果
報
告
会

あ
お
も
り新

幹
線
研
究
連
絡
会

＜
次
第
＞

・1
3:
00
︓
開
場

・1
3:
30
︓
開
会

◎
メッ
セ
ー
ジ
紹
介

・1
3:
35
︓
趣
旨
説
明
と本

年
度
の
活
動
概
要
（
⻘
森
⼤
学
教
授
・櫛
引
素
夫
）

・敦
賀
延
伸
の
概
要

・2
02
3年

の
北
海
道
新
幹
線

・1
3:
55
︓
報
告
（
1）

研
究
報
告
「地
域
史
か
らみ
た
敦
賀
と⻘

森
」

（
⻘
森
⼤
学
客
員
研
究
員
・村
上
亜
弥
）

・1
4:
15
︓
報
告
（
2）

研
究
報
告
「津
軽
と北

陸
の
歴
史
的
つ
な
が
りを
さぐ
る
」

（
⻘
森
⼤
学
客
員
教
授
・⽵
内
健
悟
）

・1
4:
40
︓
休
憩

・1
4:
45
︓
報
告
（
3）

研
究
報
告
「“
ot
ta
”ト
ー
クと
敦
賀
市
⺠
ア
ン
ケ
ー
ト」

（
櫛
引
）

・1
5:
05
︓
話
題
提
供
「地
震
と新

幹
線
」（
櫛
引
）

・1
5:
20
︓
質
疑
・意
⾒
交
換

・1
5:
30
︓
終
了
（
延
⻑
あ
り）



「福
井

×
⻘

函
圏

」
絆

と未
来

－
北

陸
･敦

賀
延

伸
か

ら
北

海
道

･札
幌

延
伸

へ
－

20
24

年
1⽉

20
⽇

あ
お

も
りス

タ
ー

トア
ップ

セ
ン

タ
ー

＋
Zo

om
主

催
:あ

お
も

り新
幹

線
研

究
連

絡
会

／
⻘

森
⼤

学
櫛

引
研

究
室

共
催

:⻘
森

⼤
学

付
属

総
合

研
究

所
／

⻘
森

⼤
学

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

青
森
学
術
文
化
振
興
財
団
・
令
和
5年

度
助
成
事
業

新
幹

線
フォ

ー
ラム

●
オ

ン
ライ

ン
参

加
の

⽅
は

質
問

を
随

時
、チ

ャッ
トへ

どう
ぞ

◎
本

⽇
の

様
⼦

は
記

録
の

た
め

録
画

しま
す

。ま
た

、場
内

や
ス

クリ
ー

ン
を

撮
影

しま
す

。動
画

は
後

⽇
、Y

ou
Tu

be
で

参
加

者
限

定
・期

間
限

定
で

配
信

しま
す

◎
本

⽇
の

様
⼦

は
学

会
・論

⽂
等

で
報

告
予

定
で

す

※
何

らか
の

配
慮

が
必

要
な

⽅
は

お
知

らせ
くだ

さい

◎
感

想
等

を
SN

Sな
どに

投
稿

す
る

際
は

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の

配
慮

を
お

願
い

しま
す

。
ま

た
、詳

細
な

内
容

を
持

ち
出

す
際

は
、ご

連
絡

くだ
さい

新
幹

線
フォ

ー
ラム

へ
よ

うこ
そ

︕

ア
ン

ケ
ー

トに
ご

協
⼒

くだ
さ

い
︕

１
）

趣
旨

説
明

と本
年

度
の

活
動

概
要

２
）

敦
賀

延
伸

の
概

要
・2

02
3年

の
北

海
道

新
幹

線
３

）
研

究
報

告
①

地
域

史
か

らみ
た

敦
賀

と⻘
森

４
）

研
究

報
告

②
津

軽
と北

陸
の

歴
史

的
つ

な
が

りを
さぐ

る
（

休
憩

）
５

）
研

究
報

告
③

“o
tt

a”
トー

クと
敦

賀
市

⺠
ア

ン
ケ

ー
ト

６
）

話
題

提
供

－
地

震
と新

幹
線

７
）

質
疑

・意
⾒

交
換

本
⽇

の
流

れ
（

予
告

か
ら

変
更

し
ま

し
た

）

新
幹

線
フ

ォ
ー

ラ
ム

「
福

井
✕

青
函

圏
」

絆
と

未
来

北
陸

・
敦

賀
延

伸
か

ら
北

海
道

・
札

幌
延

伸
へ

20
24
．
1．

20
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
寄
せ
て

⻘
森
中
央
学
院
⼤
学

⽵
内

紀
⼈



●
１

）
開

会
の

⾔
葉

／
趣

旨
説

明
と本

年
度

の
活

動
概

要

●
⻘

森
学

術
⽂

化
振

興
財

団
の

助
成

研
究

の
た

め
20

18
年

春
設

⽴
（

地
域

単
位

の
新

幹
線

研
究

組
織

は
全

国
で

も
希

）
●

構
成

︓
弘

前
⼤

学
⼤

学
院

地
域

社
会

研
究

科
・⼯

藤
祐

介
客

員
研

究
員

⻘
森

中
央

学
院

⼤
学

・⽵
内

研
究

室
⻘

森
⼤

学
・櫛

引
研

究
室

（
事

務
局

）
☆

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

⻘
森

商
⼯

会
議

所
あ

お
も

り創
⽣

パ
ー

トナ
ー

ズ
株

式
会

社
★

新
幹

線
フォ

ー
ラム

を
毎

年
開

催
（

JR
津

軽
線

も
調

査
）

あ
お

も
り新

幹
線

研
究

連
絡

会

◆
北

海
道

新
幹

線
・札

幌
延

伸
へ

の
準

備
お

よ
び

北
陸

との
協

働
－

⻘
函

エ
リア

発
『新

幹
線

学
』構

築
の

試
み

と提
⾔

（
１

）

●
北

海
道

新
幹

線
・札

幌
延

伸
（

20
31

年
春

︖
）

・⻘
森

県
⼈

⼝
「1

00
万

⼈
切

れ
」が

視
野

に
…

北
陸

に
何

を
学

ぶ
か

⇒
県

内
就

職
率

や
合

計
特

殊
出

⽣
率

の
⾼

さ
・札

幌
都

市
圏

と⻘
森

県
が

直
結

…
どん

な
地

域
づ

くり
を

進
め

る
か

★
「新

幹
線

学
」を

どう
構

築
し、

貢
献

で
き

る
か

︖

研
究

全
体

の
テ

ー
マ

●
敦

賀
／

福
井

／
北

陸
の

開
業

準
備

状
況

調
査

●
〃

と⻘
函

圏
の

つ
な

が
り調

査
●

敦
賀

市
⺠

ア
ン

ケ
ー

ト
●

現
地

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

・ネ
ット

ワ
ー

ク
づ

くり
…

敦
賀

信
⽤

⾦
庫

・敦
賀

市
役

所
等

、敦
賀

⾼
校

、
福

井
財

務
事

務
所

（
若

⼿
・中

堅
職

員
）

等
★

地
震

と新
幹

線
（

元
⽇

に
能

登
半

島
地

震
発

⽣
）

…
東

⽇
本

⼤
震

災
と東

北
新

幹
線

の
検

証
が

有
効

か
（

研
究

活
動

を
⼀

部
組

み
替

え
）

・東
北

地
理

学
会

・秋
季

学
術

⼤
会

（
20

23
.1

0.
21

）
で

速
報

20
23

年
度

の
研

究
・活

動
テ

ー
マ



●
２

）
敦

賀
延

伸
の

概
要

新
幹

線
ネ

ット
ワ

ー
ク

芦
原

温
泉

福
井

開
業

の
概

要
★

⾦
沢

－
敦

賀
間

3⽉
16

⽇
開

業
・⼩

松
､加

賀
温

泉
（

⽯
川

）
､

芦
原

温
泉

､
福

井
､越

前
た

け
ふ

､
敦

賀
（

福
井

）
の

6駅
､1

25
km

・当
初

計
画

か
ら1

年
遅

れ
・建

設
費

は
約

1兆
70

00
億

円
・1

km
あ

た
り事

業
費

14
8億

円

★
特

急
サ

ン
ダー

バ
ー

ド・
しら

さぎ
敦

賀
発

着
に

⇒
対

⼤
阪

・対
名

古
屋

は
乗

り換
え

発
⽣

福
井

開
業

の
概

要
◎

北
陸

新
幹

線
・敦

賀
延

伸
︓

20
24

年
3⽉

16
⽇

・整
備

新
幹

線
とし

て
は

8年
ぶ

り
※

札
幌

延
伸

は
延

期
へ

（
20

31
年

春
⇒

 ︖
）

JR
⻄

⽇
本

リリ
ー

ス
か

ら



福
井

開
業

の
概

要
◎

北
陸

新
幹

線
・敦

賀
延

伸
︓

20
24

年
3⽉

16
⽇

・整
備

新
幹

線
とし

て
は

8年
ぶ

り
※

札
幌

延
伸

は
延

期
へ

（
20

31
年

春
⇒

 ︖
）

「か
が

や
き

」
・敦

賀
9往

復
・⾦

沢
1往

復
「は

くた
か

」
・敦

賀
5往

復
・⾦

沢
9往

復
・⻑

野
－

⾦
沢

1往
復

「つ
る

ぎ
」

・敦
賀

－
富

⼭
18

往
復

・敦
賀

－
⾦

沢
7往

復
（

サ
ン

ダ
ー

バ
ー

ド、
しら

さ
ぎ

と接
続

）
・ほ

か
に

5往
復

“敦
賀

へ
⾏

く列
⾞

”

“⾦
沢

へ
⾏

く”
＋

各
駅

を
⽀

え
る

列
⾞

“北
陸

3県
を

結
ぶ

“
＋

⼤
阪

・名
古

屋
と結

ぶ
列

⾞

「サ
ン

ダ
ー

バ
ー

ド」
・ほ

ぼ
現

状
維

持
（

距
離

は
半

分
に

）

開
業

6駅
す

べ
て

に
停

⾞
（

た
だ

し4
駅

は
2往

復
ず

つ
）

「し
らさ

ぎ
」

・名
古

屋
発

着
8往

復
・⽶

原
発

着
7往

復
⇒

“乗
り換

え
2回

“

福
井

開
業

の
概

要
★

東
京

か
らの

料
⾦

（
指

定
席

・通
常

期
）

・福
井

:1
5,

81
0円

（
－

53
0円

）
※

36
分

短
縮

・乗
り換

え
解

消
※

⽶
原

経
由

な
ら1

5,
13

0円
、乗

り換
え

2回
・敦

賀
:1

6,
36

0円
（

-1
,1

90
円

）
⇒

 ⽶
原

ま
で

⾞
︖

※
⽶

原
経

由
:2

時
間

40
分

、1
4,

14
0円

、乗
り換

え
1〜

2回
★

⼤
阪

か
らの

料
⾦

（
指

定
席

・通
常

期
）

・福
井

:7
,2

90
円

（
＋

1,
15

0円
）

※
3分

短
縮

・乗
り換

え
1回

発
⽣

・⾦
沢

:9
,4

10
円

（
＋

1,
62

0円
）

※
22

分
短

縮
・乗

り換
え

1回
発

⽣
・富

⼭
:1

0,
29

0円
（

＋
70

0円
）

※
29

分
短

縮
・乗

り換
え

1回
の

ま
ま

変
化

と利
害

地
域

・都
市

と⼈
に

よ
り

極
め

て
多

様
⇒

評
価

の
難

しさ

各
地

の
マ

イ
ン

ドを
どう

左
右

︖

敦
賀

駅
の

「2
1m

乗
り換

え
」

地
元

の
⼈

々
の

真
の

動
線

は
︖

20
23
年
の
北
海
道
新
幹
線

●
20

31
年

春
・札

幌
延

伸
…

︖
・有

害
物

質
を

含
む

要
対

策
⼟

が
発

⽣
・⽺

蹄
トン

ネ
ル

⽐
羅

夫
⼯

区
で

巨
⼤

岩
塊

群
（

掘
削

が
2年

4カ
⽉

中
断

）
★

地
元

紙
が

「延
伸

延
期

へ
」と

報
道

（
20

23
.1

0.
7）

…
“背

景
に

札
幌

五
輪

（
20

30
）

誘
致

断
念

”
⇒

どう
な

る
︖

★
並

⾏
す

る
貨

物
列

⾞
の

⾏
⽅

も
焦

点
に

（
これ

か
ら具

体
策

を
検

討
）

★
函

館
駅

乗
り⼊

れ
問

題
浮

上
、市

が
調

査
中



20
24

/1
/2
0 1

地
域
史
研
究
の
側
面
か
ら
見
る
敦
賀
と
青
森

－
新
幹
線
開
業
と
歴
史
普
及
活
動

青
森
大
学
付
属
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員

村
上
亜
弥
（
青
森
市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室
職
員
）
）

青
森
学
術
文
化
振
興
財
団
・
2
0
2
3
年
度
研
究
成
果
報
告
会

「
福
井
×
青
函
圏
｣
絆
と
未
来
－
北
陸
･敦
賀
延
伸
か
ら
北
海
道
･札
幌
延
伸
へ

自
己
紹
介


青
森
市
出
身
、
弘
前
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了


勤
務
先
：
青
森
市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室

（
前
身
は
青
森
市
の
市
史
編
さ
ん
室
）


担
当
業
務
：
市
史
編
さ
ん
事
業
で
収
集
し
た
資
料
の

保
存
や
事
業
の
成
果
還
元
（
歴
史
講
座
、
館
内
展
示
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
、
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
等
）

自
治
体
に
よ
る
歴
史
普
及
活
動
の
あ
り
方
、

自
治
体
史
編
さ
ん
の
成
果
継
承
の
方
法
に
関
心

本
調
査
の
位
置
づ
け
・目
的


青
函
圏
と
北
陸
（
特
に
敦
賀
）
と
の

歴
史
的
つ
な
が
り
を
再
確
認
す
る

→
新
幹
線
開
業
を
契
機
と
し
た
新
た
な
交
流

の
可
能
性
を
探
る


歴
史
普
及
活
動
の
現
状
を
把
握
す
る

→
新
幹
線
開
業
を
契
機
と
し
た
歴
史
普
及

活
動
活
性
化
の
可
能
性
を
探
る

青
森
と
敦
賀

－
自
治
体
史
編
さ
ん
事
業
で
の
つ
な
が
り


『
敦
賀
市
史
』
編
さ
ん
の
際
、
青
森
県
内
で
資
料
調
査
を
実
施

→
昭
和

52
年
に
青
森
市
と
弘
前
市
、
昭
和

56
年
に
む
つ
市
と
野
辺
地
町

こ
の
ほ
か
調
査
先
と
し
て
円
覚
寺
、
深
浦
町
教
育
委
員
会
の
名
前
も

（
『
敦
賀
市
史
』
通
史
編
下
巻
参
照
）


『
新
青
森
市
史
』
編
さ
ん
の
際
、
末
永
洋
一
氏
が
敦
賀
市
立
博
物
館
・
敦
賀

市
立
図
書
館
に
お
い
て
資
料
調
査
を
実
施

→
青
浦
商
会
に
関
す
る
資
料
を
発
見
（
『
市
史
研
究
あ
お
も
り

3 』
参
照
）

66
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青
浦
商
会
と
は


明
治
・
大
正
期
に
青
森
－
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間
の
貿
易
を
行
っ
た
会
社


青
森
に
本
店
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
支
店
、
敦
賀
に
出
張
所
を
置
い
た

（
出
張
所
主
任
は
木
村
良
次
郎
）


ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
に
よ
り
休
業
、
や
が
て
解
散
し
た
と
い
う
が
、

解
散
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
（
昭
和

3 、
4 年
頃
と
み
ら
れ
て
い
る
）

末
永
氏
は
敦
賀
市
立
博
物
館
で
青
浦
商
会
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
支
店
の
写
真
を
閲
覧

市
史
編
さ
ん
に
お
い
て
青
浦
商
会
に
関
す
る
写
真
は
こ
の
一
点
し
か
発
見
で
き
ず

→
『
新
青
森
市
史
』
資
料
編
・
通
史
編
に
掲
載

青
浦
商
会
社
長

北
山
一
郎

※
写
真
は
『
衆
議
院
要
覧
』
大
正

12
年

1月
編
下
巻
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

青
森
と
敦
賀
を
結
ぶ

地
域
史
研
究
の
テ
ー
マ


青
函
圏
と
北
陸
（
特
に
敦
賀
）
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を

再
確
認
す
る

→
新
幹
線
開
業
を
契
機
と
し
た
新
た
な
交
流
の
可
能
性
を

探
る

今
回
は
青
浦
商
会
及
び
敦
賀
出
張
所
主
任
の

木
村
良
次
郎
に
関
す
る
資
料
調
査
を
実
施
す
る
。

『
浦
潮
斯
徳

: 附
・
西
比
利
亜
鉄
道
案
内
』

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

よ
り
）

歴
史
普
及
活
動
の
可
能
性


歴
史
普
及
活
動
の
現
状
を
把
握
す
る

→
新
幹
線
開
業
を
契
機
と
し
た
歴
史
普
及
活
動

活
性
化
の
可
能
性
を
探
る

歴
史
を
伝
え
る
拠
点
と
な
る
場
所
（
博
物
館
等
の
展
示
施
設
）
の
現
況
や

新
幹
線
開
業
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
す
る
。

敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

訪
問
先

月
日

敦
賀
鉄
道
資
料
館
、
人
道
の
港
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
、

敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、
ち
え
な
み
き

9月
25
日

氣
比
神
宮
、
敦
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、

敦
賀
連
隊
跡
、
気
比
の
松
原
、
み
な
と
敦
賀
山
車
会
館
、

敦
賀
市
議
会
事
務
局
、
敦
賀
市
立
図
書
館

9月
26
日

金
崎
宮
、
本
勝
寺
（
敦
賀
市
戦
災
慰
霊
碑
）
、
敦
賀
市
立
博
物
館

9 月
27
日

敦
賀
連
隊
跡
の
歩
哨
舎
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歴
史
普
及
活
動
の
現
状
を
知
る

敦
賀
市
が
持
つ
豊
富
な
歴
史
の
ト
ピ
ッ
ク


日
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」


日
本
遺
産
「
海
を
越
え
た
鉄
道
」


敦
賀
城
主
・
大
谷
吉
継


金
ヶ
崎
の
退
き
口


水
戸
天
狗
党


名
勝
「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」

（
氣
比
神
宮
）

展
示
施
設
が
抱
え
る
課
題


歴
史
普
及
活
動
の
拠
点
と
な
る
展
示
施
設
は
複
数
あ
る

→
近
代
史
の
展
示
施
設
は
充
実
し
て
い
る
が
考
古
～
近
世
の
展
示
施
設
は

限
ら
れ
て
い
る

敦
賀
鉄
道
資
料
館

人
道
の
港
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム

市
立
博
物
館
・
み
な
と
敦
賀
山
車
会
館

歴
史
普
及
活
動
を
担
う
人
材


敦
賀
市
に
限
ら
ず
、
各
地
で
文
化
財
保
護
行
政
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
人
材

（
学
芸
員
）
は
不
足

→
歴
史
の
ト
ピ
ッ
ク
が
多
い
敦
賀
市
で
は
、
少
な
い
人
員
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
歴
史
普
及
活
動
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い


一
方
、
敦
賀
市
に
は
街
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
研
究
、
普
及
活
動
を
積
極

的
に
行
う
市
民
団
体
が
存
在

→
行
政
が
手
薄
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
市
民
の
力
で
補
っ
て
き
た
面
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
？
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気
比
史
学
会
の
活
動


昭
和

52
年
、
『
敦
賀
市
史
』
編
さ
ん
を
契
機
と
し
て
誕
生
。


令
和

4年
度
で
活
動
を
終
了
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
若
手
役
員
か
ら

会
を
な
く
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
今
年
度
か
ら
新
体
制
に
。

自
治
体
史
編
さ
ん
は
事
業
が
終
了
す
る
と
組
織
が
残
ら
な
い
こ
と
が
多
い

（
青
森
市
の
市
史
編
さ
ん
室

→
歴
史
資
料
室
の
継
承
も
珍
し
い
事
例
）

敦
賀
市
史
の
編
さ
ん
は
昭
和

63
年
に
終
了
し
て
い
る
が
、
気
比
史
学
会
は
活
動
を
継
続

気
比
史
学
会
の
活
動


活
動
の
柱
は

39
年
続
く
歴
史
講
座
。

令
和

5 年
度
は
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
内
容
で
実
施
。


若
手
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
が
、

よ
り
若
い
世
代
へ
も
浸
透
を
図
り
た
い
。

→
地
元
の
高
校
生
に
も
声
を
か
け
て
い
る
。

各
地
で
地
域
史
研
究
の
組
織
は
高
齢
化
が
進
み
、
活
動
継
続
が
困
難
に

若
い
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
事
例
と
し
て
注
目
し
た
い

敦
賀
市
議
会
議
員

（
気
比
史
学
会
事
務
局
）

山
本
武
志
氏

調
査
研
究
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
市
民


調
査
研
究
や
普
及
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
専
門
的
な
ス
キ
ル

を
持
つ
市
民
が
い
た
か
ら

→
敦
賀
短
期
大
学
日
本
史
学
科
の
存
在
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
？


ユ
ダ
ヤ
難
民
に
関
す
る
証
言
の
収
集
な
ど
、
地
域
史
研
究
を
行
っ
て
き
た

「
日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
」
の
活
動
も

敦
賀
短
期
大
学
は
2
0
1
3
年
に
閉
校
。
今
後
、
歴
史
研
究
や
歴
史
普
及
活
動

の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
？

青
浦
商
会
と
木
村
良
次
郎

※
青
浦
商
会
の
広
告
（
出
典
『
浦
潮
斯
徳
事
情
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
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20
24

/1
/2
0 5

青
浦
商
会
に
関
す
る
新
情
報


敦
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
・
中
野
拓
郎
主
幹
か
ら
情
報
提
供

→
日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
の
『
紀
要
』
に
青
浦
商
会
に
関
す
る
記
述


青
浦
商
会
は
金
崎
宮
に
玉
垣
を
奉
納
し
て
い
た


玉
垣
は
『
新
青
森
市
史
』
編
さ
ん
時
に
は
未
確
認

金
崎
宮
の
玉
垣


日
本
海
地
誌
調
査
研
究
会
と
気
比
史
学
会
が
共
同
で
調
査


玉
垣
は
明
治

40
年
代
に
奉
納
さ
れ
た
も
の


総
数
は

61
5 基
（
但
し
、
無
銘
の
も
の
も
あ
る
）


敦
賀
港
貿
易
関
係
業
者
の
寄
進
が
多
い

青
浦
商
会
以
外
に
も
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
事
業
者
か
ら

奉
納
さ
れ
た
も
の
が
あ
る

青 浦 商 会 支 店

※
青
浦
商
会
の
広
告
（
出
典
『
浦
潮
斯
徳
事
情
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
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20
24

/1
/2
0 6

青
浦
商
会
と
木
村
良
次
郎


青
浦
商
会
敦
賀
出
張
所
の
店
員
と
し
て
明
治

42
年
に
青
森
か
ら
敦
賀
へ

（
先
に
紹
介
し
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
支
店
の
写
真
は
木
村
良
次
郎
が
出
張
の
際

に
撮
影
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
）


青
浦
商
会
解
散
後
も
敦
賀
市
に
残
り
、
貿
易
業
に
従
事
し
た

→
『
敦
賀
を
繞
（
め
）
ぐ
る
人
物
品
さ
だ
め
』
（
昭
和

11
年
発
行
）
で
は

木
村
を
「
貿
易
界
の
先
覚
者
」
と
紹
介

敦
賀
商
工
会
議
所
議
員
な
ど
と
し
て
活
躍
し
た

※
末
永
洋
一
「
『
青
浦
商
会
関
係
資
料
』
調
査
記
」
（
『
市
史
研
究
あ
お
も
り
3
』
）

木
村
良
次
郎
商
店
と
青
浦
商
会


木
村
良
次
郎
商
店
を
経
営

昭
和

8 年
7 月

15
日
発
行
の
『
敦
賀
商
工
会
議
所
月
報
』
に

掲
載
し
た
広
告
に
は
「
浦
汐
、
青
浦
商
会
代
理
店
」

「
浦
汐
、
茂
利
洋
行
代
理
店
」
と
記
す

※
茂
利
洋
行
は
大
正

7 年
設
立
の
貿
易
会
社


で
は
、
敦
賀
出
張
所
は
い
つ
ま
で
存
在
し
て
い
た
の
か
？

（
青
浦
商
会
の
解
散
時
期
は
い
つ
か
？
）

昭
和
8
年
7
月
1
5
日
発
行

『
敦
賀
商
工
会
議
所
月
報
』
よ
り

敦
賀
信
用
金
庫
躍
進
期
の
理
事
長


昭
和
3
3
年
に
敦
賀
信
用
金
庫
へ
入
庫
し
、

理
事
長
と
な
る
（
『
日
本
金
融
名
鑑
1
9
6
2
年
版
』
）
。


敦
賀
信
用
金
庫
の
『
設
立
三
十
五
周
年
小
誌
稿
』
で
は

「
多
年
組
合
時
代
か
ら
役
員
経
歴
を
持
つ
」
と
説
明
。


木
村
が
理
事
長
を
務
め
た
の
は
信
用
金
庫
の

「
躍
進
期
」
と
さ
れ
る
時
期

→
木
村
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
は
不
明

課
題
の
整
理
と
展
望


市
史
編
さ
ん
事
業
終
了
後
も
敦
賀
市
民
の
手
で
継
続
し
て
行
わ
れ
た
調
査

研
究
・
歴
史
普
及
活
動
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
。

→
敦
賀
短
期
大
学
日
本
史
学
科
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
？

→
新
幹
線
開
業
を
機
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
で
き
る
か
？


青
浦
商
会
及
び
木
村
良
次
郎
に
関
す
る
新
資
料
を
発
見

（
ま
だ
未
確
認
の
資
料
が
あ
る
可
能
性
も
）

→
青
浦
商
会
・
対
ロ
シ
ア
貿
易
に
関
す
る
研
究
を
継
続
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1 
津

軽
地

方
に

残
る

北
陸

の
石

造
物

①
越

前
狛

犬

②
宝

篋
印

塔

2 
小

浜
市

の
羽

賀
寺

～
再

建
し

た
の

は
中

世
の

津
軽

人
！

3 
日

本
海

航
路

の
記

録

①
深

浦
・
円

覚
寺

の
船

絵
馬

②
弘

前
藩

の
敦

賀
屋

敷

③
造

船
の

記
録

津
軽
と
北
陸
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
さ
ぐ
る

青
森

大
学

SD
G

ｓ
研

究
セ

ン
タ

ー
竹

内
健

悟

１
 
津
軽
地
方
に
残
る
北
陸
の
石
造
物
 

①
越
前
狛
犬
は
語
る
！

青
森
市
入
内
に
あ
る
黄
金
山
神
社
を
訪
ね
ま
す
。

本
殿
前
に
青
い
狛
犬
が
見
え
ま
す
。

青
い
色
を
し
て
い
る
の
は

越
前
産
の
笏
谷
石
（
凝
灰
岩
の
一
種
）
で
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

越
前
で
作
ら
れ
、
独
特
の
姿
を
し
て
い
る
の
で
「
越
前
狛
犬
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

寛
文

5（
16

65
）
年

越
前

国
新

保
浦

の
中

村
新

兵
衛

が
寄

進
。

青
森

市
の

有
形

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。



今
別

八
幡

宮
。

本
殿

前
に

参
道

狛
犬

１
対

。
本

殿
に

越
前

狛
犬

が
２

対
見

え
ま

す
。

参
道

狛
犬

越
前

狛
犬

越
前

新
保

浦
の

山
岸

屋
太

兵
衛

が
明

暦
4年

（
16

58
）
に

奉
納

。
こ

ち
ら

も
青

い
色

を
し

て
い

て
、

同
じ

笏
谷

石
で

作
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
そ

し
て

、
同

じ
よ

う
に

本
殿

前
、

屋
根

の
あ

る
と

こ
ろ

に
置

か
れ

て
い

ま
す

。

弘
前

市
の

八
幡

宮
を

訪
ね

ま
す

。
鳥

居
の

前
に

は
参

道
狛

犬
。

参
道

の
狛

犬

越
前

狛
犬

は
本

殿
前

の
こ

の
下

に
い

ま
す

。



【
説
明
板
よ
り
】

こ
の

狛
犬

は
寛
文
４
年
（

16
64
）
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
同
じ
く
市
指
定
文
化
財
の

熊
奥
照
神
社
・
多
賀
神
社
の
狛
犬
と
年
紀

・
石
質
・
大
き
さ
・
形
状
と
も
に
酷
似
し
て

い
る
た
め
、
同
一
工
房
に
お
い
て
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
石
材
が
福
井
笏
谷
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
海
航
路
で
搬
入
さ
れ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
、
当
時
の
文
化
圏
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
も
の
で
す
。

八
幡

宮
に

近
い

熊
野

奥
照

神
社

を
訪

ね
ま

す
。

同
じ

年
に

奉
納

さ
れ

た
越

前
狛

犬
が

あ
り

ま
す

。

寛
文

４
年

（
１

６
６

４
）
の

奉
納

で
す

。



寄
進

者
等

奉
納

年
寺

社
名

市
町

村

三
国

屋
半

兵
衛

１
５

９
８

年
慶

長
３

年
円

覚
寺

深
浦

町

越
前

国
新

保
浦

山
岸

屋
太

兵
衛

１
６

５
８

年
明

暦
４

年
今

別
八

幡
宮

今
別

町

越
前

国
新

保
浦

上
林

武
兵

衛
１

６
５

９
年

万
治

２
年

今
別

八
幡

宮
今

別
町

１
６

６
２

年
寛

文
２

年
金

峰
神

社
青

森
市

齋
藤

平
左

衛
門

１
６

６
４

年
寛

文
４

年
弘

前
八

幡
宮

弘
前

市

源
朝

臣
金

吉
安

１
６

６
４

年
寛

文
４

年
熊

野
奥

照
神

社
弘

前
市

奈
良

岡
権

右
衛

門
１

６
６

４
年

寛
文

４
年

多
賀

神
社

弘
前

市

油
川

住
舘

田
源

兵
衛

１
６

６
５

年
寛

文
５

年
熊

野
宮

青
森

市

越
前

国
新

保
浦

中
村

新
兵

衛
１

６
６

５
年

寛
文

５
年

小
金

山
神

社
青

森
市

青
森

県
に

あ
る

越
前

狛
犬

（
９

箇
所

１
８

体
。

年
代

順
に

）

越
前

狛
犬

の
特

徴

・
越

前
産

の
笏

谷
石

で
作

ら
れ

て
い

ま
す

。
笏

谷
石

は
福

井
市

の
足

羽
山

で
取

れ
る

凝
灰

岩
の

一
種

で
す

。
薄

緑
色

や
青

っ
ぽ

い
色

を
し

て
い

ま
す

。
（
笏

谷
石

は
越

前
石

と
も

呼
ば

れ
ま

す
）

・
通

常
の

狛
犬

の
よ

う
に

参
道

で
は

な
く
、

本
殿

前
の

屋
根

の
あ

る
と

こ
ろ

に
置

か
れ

る
こ

と
が

多
い

で
す

。
お

そ
ら

く
、

風
化

し
や

す
い

、
傷

み
や

す
い

た
め

と
思

わ
れ

ま
す

。

・
特

徴
の

あ
る

形
を

し
て

い
ま

す
。

前
足

を
立

て
て

胸
を

張
り

出
し

、
後

足
は

台
座

に
折

り
曲

げ
て

座
っ

て
い

ま
す

。
頭

頂
部

は
平

坦
で

す
。

た
て

が
み

は
房

状
の

浮
き

彫
り

か
、

毛
筋

彫
り

で
す

。
お

か
っ

ぱ
の

よ
う

に
見

え
る

の
で

「
カ

ッ
パ

狛
犬

」
と

呼
ば

れ
た

り
も

し
て

い
ま

す
。

・
戦
国
時
代
が
終
わ
り
平
和
な
時
代
に
な
る
と
、
各
地
の
物
産
を
交
易
す
る
船

が
日
本
海
を
頻
繁
に
航
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
越
前
狛
犬
は
、
福
井
県
の

九
頭
竜
川
河
口
に
あ
る
三
国
港
、
新
保
浦
か
ら
運
ば
れ
た
。

・
日
本
海
沿
岸
へ
の
進
出
は
、
１
６
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
り
、
１
７
世
紀
に

入
っ
て
新
保
浦
の
船
持
商
人
な
ど
が
津
軽
地
方
や
丹
後
地
方
ほ
か
の
社
寺
に

越
前
狛
犬
を
寄
進
し
て
き
た
。

（
越
前
狛
犬
の
４
５
％
は
日
本
海
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
）

・
新
保
の
商
人
は
下
北
地
方
に
お
い
て
木
材
の
運
上
請
負
な
ど
活
発
に
事
業
を

行
な
い
、
日
本
海
を
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
。
当
時
の
船
は
海
難
事
故
が
多

か
っ
た
た
め
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
に
寄
進
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

・
越
前
狛
犬
が
あ
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
津
軽
と
越
前
に
密
接
な
つ
な
が
り

が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

三
井

紀
生

「
中

・
近

世
に

お
け

る
越

前
狛

犬
の

特
徴

と
地

方
進

出
に

つ
い

て
」
よ

り

20
23

年
11

月
21

日
東

奥
日

報
か

ら

笏
谷

石
の

石
造

物
は

、
下

北
地

方
に

も
多

数
残

さ
れ

て
い

ま
す

。
下

北
半

島
か

ら
ヒ

バ
等

の
木

材
を

運
ん

だ
海

運
の

遺
産

と
い

え
ま

す
。

★
東
奥
日
報
社
記
事
使
用
許
諾
済
み



１
 
津
軽
地
方
に
残
る
北
陸
の
石
造
物
 

②
宝
篋
印
塔

中
泊
町
の
五
林
神
社

20
22

年
10

月
2日

。
五

林
神

社
の

ご
神

体
で

あ
り

、
県

の
重

宝
に

指
定

さ
れ

て
い

る
五

輪
塔

の
公

開
が

あ
り

ま
し

た
。

こ
れ

は
地

元
の

砂
岩

で
作

っ
た

も
の

で
鎌

倉
後

期
～

室
町

前
期

の
も

の
と

推
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
北

陸
と

関
係

す
る

の
は

五
輪

塔
で

は
な

く
、

○
の

所
に

あ
る

も
の

で
す

。

中
泊

町
の

五
林

神
社

の
宝

篋
印

塔
（
部

分
）

五
輪

塔
と

と
も

に
保

管
さ

れ
て

い
る

宝
篋

印
塔

の
一

部
。

形
は

崩
れ

て
い

る
が

、
若

狭
（
福

井
県

）
の

日
引

石
で

作
ら

れ
て

い
ま

す
。

中
泊

博
物

館
に

あ
る

五
林

神
社

の
宝

篋
印

塔
の

複
製

十
三

周
辺

に
は

、
こ

の
ほ

か
に

も
福

井
県

の
日

引
石

、
上

瀬
石

で
作

ら
れ

た
五

輪
塔

や
無

縫
塔

が
あ

り
ま

す
。

中
世

か
ら

北
陸

と
交

易
が

あ
っ

た
証

拠
で

す
。



２
 

小
浜

市
の

羽
賀

寺
 

～
再

建
し

た
の

は
中

世
の

津
軽

人
！

小
浜

市
郊

外
に

あ
る

羽
賀

寺
（
は

が
じ

）
を

訪
ね

ま
し

た
。

説
明

板
に

は
、

「
奥

州
十

三
湊

の
日

本
将

軍
安

倍
康

李
が

再
建

」
と

あ
り

ま
す

。
十

三
湊

は
十

三
湖

。
再

建
し

た
の

は
安

藤
氏

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

永
享

7年
（
14

35
）
に

焼
失

し
た

羽
賀

寺
を

、
後

花
園

天
皇

の
命

を
受

け
た

奥
州

十
三

湊
の

日
之

本
将

軍
安

倍
康

季
（
安

藤
氏

）
が

12
年

か
け

て
再

建
、

文
安

4年
（
14

47
）
に

完
成

し
ま

し
た

。
（
完

成
時

は
義

季
）

57
7年

前
の

再
建

時
の

ま
ま

の
羽

賀
寺

の
本

堂
。

欅
造

り
と

の
こ

と
で

す
。



3 
日

本
海

航
路

の
記

録

①
深

浦
・
円

覚
寺

の
船

絵
馬

～
深

浦
は

風
待

ち
の

港
・
避

難
港

で
あ

っ
た

越
前

敦
賀

の
庄

司
太

郎
左

衛
門

が
寛

永
10

年
（
16

33
）
に

奉
納

し
た

北
国

船
の

船
絵

馬
。

国
指

定
の

重
要

有
形

民
俗

文
化

財
。

他
の

船
絵

馬
や

髷
額

も
奉

納
さ

れ
て

い
る

。

敦
賀

の
船

が
航

海
の

安
全

を
祈

っ
て

、
円

覚
寺

に
絵

馬
を

奉
納

し
た

こ
と

は
、

江
戸

時
代

初
期

の
深

浦
湊

に
は

越
前

方
面

の
大

船
が

頻
繁

に
出

入
り

し
て

い
た

こ
と

を
物

語
る

。
こ

れ
ら

の
船

の
積

荷
は

北
海

道
の

海
産

物
や

、
津

軽
地

方
の

米
や

木
材

等
で

あ
っ

た
。

日
本

海
の

荒
波

を
越

え
て

進
む

船
は

、
そ

の
安

定
性

を
保

つ
た

め
の

重
量

物
（
バ

ラ
ス

ト
）
と

し
て

船
底

に
石

を
積

ん
で

い
た

。
こ

の
石

は
越

前
の

船
の

場
合

は
笏

谷
石

で
あ

り
・
・
・
（
以

下
略

） 桜
井

冬
樹

「
西

浜
往

来
」
よ

り

3 
日

本
海

航
路

の
記

録

②
弘

前
藩

の
敦

賀
屋

敷
・
・
・
弘

前
藩

の
屋

敷
が

敦
賀

に
あ

り
ま

し
た

！

【
参

考
】

福
井

敏
隆

「
弘

前
藩

の
敦

賀
屋

敷
～

津
軽

と
敦

賀
を

結
ぶ

も
の

」
（
地

方
史

研
究

31
6号

）
植

松
清

志
・
谷

直
樹

「
弘

前
藩

の
蔵

屋
敷

に
つ

い
て

」
（
大

阪
市

立
大

学
生

活
科

学
科

紀
要

46
巻

）
よ

り

①
い

つ
か

ら
？

な
ん

の
た

め
に

？

・
当

初
は

軍
事

目
的

・
・
・
慶

長
5年

（1
60

0）
の

関
ヶ

原
の

戦
い

の
際

に
、

藩
祖

津
軽

為
信

が
軍

勢
を

率
い

て
逗

留
し

、
そ

の
後

は
廻

米
を

置
き

御
蔵

屋
敷

と
し

て
利

用
し

て
い

ま
し

た
。

・
経

済
目

的
・
・
・
弘

前
藩

は
、

敦
賀

・
大

津
に

蔵
屋

敷
を

設
け

、
寛

文
か

ら
延

宝
期

に
か

け
て

す
べ

て
の

城
米

を
敦

賀
へ

送
り

、
大

津
を

経
て

京
都

へ
輸

送
し

、
販

売
し

て
い

ま
し

た
。

②
ど

こ
に

？

・
敦

賀
の

東
浜

町
に

「
津

軽
屋

敷
」
（
30

5坪
）
、

船
町

に
「
浜

屋
敷

」
（
38

6坪
）と

呼
ば

れ
る

蔵
屋

敷
が

あ
り

ま
し

た
。

植
松

・
谷

論
文

よ
り

→

3 
日

本
海

航
路

の
記

録

②
弘

前
藩

の
敦

賀
屋

敷

【
参

考
】

福
井

敏
隆

「
弘

前
藩

の
敦

賀
屋

敷
～

津
軽

と
敦

賀
を

結
ぶ

も
の

」
（
地

方
史

研
究

31
6号

）
植

松
清

志
・
谷

直
樹

「
弘

前
藩

の
蔵

屋
敷

に
つ

い
て

」
（
大

阪
市

立
大

学
生

活
科

学
科

紀
要

46
巻

）
よ

り

③
誰

が
管

理
？

～
留

守
居

・
屋

敷
守

に
敦

賀
の

有
力

商
人

～

・
江

戸
時

代
初

期
（
寛

永
～

）
・
・
・
庄

司
氏

（
船

絵
馬

を
奉

納
し

た
庄

司
太

郎
左

衛
門

等
）

・
江

戸
時

代
前

期
（
元

禄
～

）
・
・
・
池

田
氏

・
江

戸
時

代
中

後
期

（
宝

永
～

廃
藩

）
・
・
・
田

丸
氏

に
譲

っ
た

＝
常

駐
役

人
不

要
に

④
そ

の
後

の
経

緯

・
西

廻
り

海
運

の
発

達
と

共
に

廻
米

方
法

も
変

化
し

、
日

本
海

を
南

下
し

て
下

関
を

回
り

大
阪

へ
直

接
廻

米
す

る
よ

う
に

な
り

、
敦

賀
へ

の
廻

米
は

減
少

し
ま

し
た

。
し

か
し

、
少

量
な

が
ら

も
継

続
し

た
た

め
敦

賀
屋

敷
は

保
管

場
所

と
し

て
存

続
さ

れ
ま

し
た

。

※
弘

前
藩

庁
日

記
に

は
廻

米
量

、
相

場
、

船
の

難
破

の
記

録
な

ど
が

書
か

れ
て

い
ま

す
。

主
な

内
容

許
可

申
請

者
名

藩
庁

日
記

の
記

載
日

95
0石

積
船

4艘
を

今
別

で
造

船
し

た
い

と
申

請
。

越
前

新
保

の
船

頭
伝

三
郎

、
与

三
右

衛
門

、
長

右
衛

門
4月

15
日

16
92

元
禄

5年

15
00

石
積

の
北

国
船

建
造

に
関

係
し

た
許

可
。

越
前

敦
賀

の
竹

内
五

郎
右

衛
門

4月
2日

16
97

元
禄

10
年

造
船

用
の

鉄
材

木
等

の
拝

借
願

提
出

。
能

登
穴

水
の

船
頭

長
次

郎
6月

5日
17

01
元

禄
14

年

12
00

石
積

の
造

船
の

た
め

の
伐

採
の

申
請

。
越

前
新

保
の

船
頭

喜
兵

衛
2月

5日
17

03
元

禄
16

年

15
00

石
積

の
北

国
船

1艘
を

造
船

の
許

可
新

保
の

船
頭

竹
内

勘
兵

衛
2月

30
日

17
03

元
禄

16
年

造
船

に
必

要
な

品
々

の
購

入
と

廻
送

申
立

越
前

新
保

の
船

頭
竹

内
清

吉
と

長
兵

衛
1月

23
日

17
04

宝
永

元
年

造
船

用
の

諸
品

の
積

出
し

許
可

越
前

新
保

の
船

頭
七

助
4月

15
日

17
05

宝
永

2年

造
船

に
必

要
な

品
々

の
購

入
と

廻
送

許
可

越
前

新
保

の
船

頭
清

左
衛

門
2月

4日
17

06
宝

永
3年

造
船

に
必

要
な

品
々

の
購

入
と

廻
送

許
可

越
前

の
船

頭
五

郎
作

・
覚

右
衛

門
4月

25
日

17
06

宝
永

3年

造
船

用
の

諸
品

の
積

出
し

許
可

越
前

新
保

の
船

頭
七

兵
衛

6月
28

日
17

06
宝

永
3年

造
船

に
必

要
な

品
々

の
購

入
と

廻
送

許
可

越
前

新
保

の
船

頭
七

兵
衛

5月
6日

17
08

宝
永

5年3 
日

本
海

航
路

の
記

録

③
弘

前
藩

庁
日

記
に

見
る

今
別

で
の

北
陸

地
方

関
係

の
造

船
記

事
中

野
渡

一
耕

「
弘

前
藩

庁
日

記
に

見
る

今
別

に
お

け
る

造
船

記
事

」
（
上

磯
の

文
化

第
3号

）
よ

り
抜

粋

北
陸

の
船

乗
た

ち
が

今
別

で
造

船
し

て
い

た
こ

と
が

記
録

に
残

さ
れ

て
い

ま
す

。
新

保
が

多
い

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。



1
津

軽
地

方
に

は
、

越
前

産
の

石
で

作
ら

れ
た

狛
犬

や
、

宝
篋

印
塔

な
ど

の
供

養
塔

が

あ
り

、
中

世
か

ら
北

陸
地

方
と

交
流

が
あ

っ
た

こ
と

を
裏

付
け

て
い

ま
す

。

2
小

浜
市

の
羽

賀
寺

は
安

藤
氏

に
よ

っ
て

文
安

4年
（1

44
7）

に
再

建
さ

れ
、

当
時

の
姿

を
今

も
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

3
日

本
海

の
海

運
が

津
軽

と
北

陸
を

強
く
結

び
つ

け
て

い
て

、
弘

前
藩

は
敦

賀
に

蔵
屋

敷
を

持
っ

て
い

た
ほ

か
、

深
浦

・
円

覚
寺

に
は

商
人

か
ら

船
絵

馬
が

奉
納

さ
れ

、

ほ
か

に
も

今
別

で
北

陸
の

商
人

・
船

乗
り

が
造

船
を

し
た

記
録

が
残

さ
れ

て
い

ま
す

。

以
上

か
ら

、
津

軽
と

北
陸

は
日

本
海

航
路

で
古

く
か

ら
結

ば
れ

て
い

た
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

津
軽
と
北
陸
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
さ
ぐ
る

ま
と
め

ご
静

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

こ の 海 の 写 真 は 敦 賀 発 の 新 日 本 海 フ ェ リ ー か ら 撮 影 。

古 の 船 人 た ち が 見 た 景 観 で す 。

目
指

す
は

津
軽

！



●
５

）
櫛

引
報

告
“o

tt
a”

トー
クと

敦
賀

市
⺠

ア
ンケ

ー
ト（

詳
報

）

●
敦

賀
駅

前
の

多
機

能
施

設
「o

tt
a」

⇒
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

・懇
談

（
試

⾏
を

含
め

5回
…

2⽉
に

第
6回

）

“o
tt

a”
トー

ク

●
「o

tt
a」

中
核

施
設

、「
リア

ル
書

店
の

本
気

」を
⽰

す
・3

万
冊

所
蔵

、運
営

ス
タイ

ル
⾃

体
を

開
発

・全
国

で
ここ

に
しか

な
い

本
も

／
固

定
客

が
県

内
外

に

公
設

⺠
営

書
店

「ち
え

な
み

き
」

●
W

i-F
i・

プ
ロジ

ェク
ター

完
備

2階
ス

ペ
ー

ス
「セ

ミナ
ー

＆
ス

タデ
ィ」



ワ
ー

クシ
ョッ

プ
・研

究
報

告
敦

賀
市

⺠
ア

ン
ケ

ー
ト（

詳
報

）
★

20
23

年
9⽉

に
実

施
・敦

賀
市

が
全

⾯
協

⼒
・サ

ンプ
ル

1,
20

0件
へ

郵
送

⇒
回

答
40

0件
程

度
を

想
定

・回
答

24
0件

⇒
郵

送
17

6件
＋

Q
Rコ

ー
ド6

4件

※
な

ぜ
市

の
通

常
ア

ンケ
ー

トよ
り回

答
が

少
な

か
った

か
…

︖
仮

説
①

返
送

先
が

⻘
森

⼤
学

（
な

じみ
が

な
い

︖
警

戒
︖

）
②

新
幹

線
へ

の
関

⼼
反

映
︖

③
設

問
が

「⻑
い

」「
不

適
切

」︖

年
代

★
60

歳
代

以
上

が
半

数
弱

性
別

★
⼥

性
が

55
%



職
業

★
給

与
⽣

活
者

が
4割

強

敦
賀

駅
の

利
⽤

頻
度

★
「半

年
に

1回
以

上
」は

半
数

敦
賀

駅
経

由
の

⽬
的

地
（

複
数

回
答

）
★

「⼤
阪

⽅
⾯

」が
突

出

敦
賀

駅
の

利
⽤

⽬
的

（
複

数
回

答
）

★
①

観
光

②
家

族
や

友
⼈

に
会

う③
買

い
物

④
仕

事
・出

張



北
陸

新
幹

線
の

利
⽤

⾒
通

し
★

「半
年

に
1回

以
上

」、
「使

わ
な

い
」と

も
4⼈

に
1⼈

新
幹

線
開

業
後

の
利

⽤
（

特
急

時
か

ら）
★

増
加

予
想

が
や

や
多

い

開
業

後
の

⾏
き

先
・理

由
別

変
化

予
想

★
在

来
線

特
急

⇒
 新

幹
線

開
業

後
の

⾏
き

先
・理

由
別

変
化

予
想

★
在

来
線

特
急

⇒
 新

幹
線



新
幹

線
開

業
後

の
在

来
線

利
⽤

★
減

少
予

想
の

⼈
が

⽬
⽴

つ

開
業

後
の

⾏
き

先
・理

由
別

変
化

予
想

★
全

体
に

ス
コア

が
低

い
＝

在
来

線
利

⽤
の

⾏
⽅

︖

開
業

後
の

⾏
き

先
・理

由
別

変
化

予
想

★
ネ

ガ
テ

ィブ
な

⾒
⽅

を
反

映
︖

⾼
速

バ
ス

の
利

⽤
増

減
★

あ
ま

り影
響

が
な

い
︖



⾼
速

バ
ス

の
⾏

き
先

別
増

減
予

想
★

あ
ま

り影
響

が
な

い
︖

マ
イ

カ
ー

の
利

⽤
増

減
★

⾏
き

先
に

よ
って

異
な

る
︖

マ
イ

カ
ー

利
⽤

の
⾏

き
先

別
増

減
予

想
★

嶺
北

・⽯
川

は
マ

イカ
ー

に
シ

フト
︖

東
京

は
新

幹
線

シ
フト

︖

敦
賀

駅
前

に
出

向
く頻

度
★

年
齢

層
も

⼀
因

︖



敦
賀

駅
前

に
出

向
く⽬

的
★

整
備

以
前

とど
う変

化
︖

新
幹

線
開

業
後

に
どう

変
化

︖

敦
賀

駅
前

で
利

⽤
す

る
施

設
★

⽴
体

駐
⾞

場
が

最
多

、o
tt

a／
ち

え
な

み
き

も
定

着

起
き

て
い

る
／

起
き

そ
うな

好
ま

し
い

変
化

起
き

て
い

る
/起

き
そ

うな
好

ま
し

くな
い

変
化



新
幹

線
開

業
が

も
た

らす
効

果
・影

響
★

「暮
らし

との
関

連
」が

最
も

⾒
え

に
くい

新
幹

線
開

業
へ

の
関

⼼
度

★
3分

の
2は

「関
⼼

あ
り」

…
他

の
調

査
事

例
と同

程
度

︖

新
幹

線
開

業
を

歓
迎

す
る

か
★

歓
迎

度
＞

関
⼼

度
（

8割
弱

が
「歓

迎
」）

開
業

関
連

プ
ロ

ジ
ェク

トへ
の

参
画

★
主

体
的

な
参

画
は

これ
か

ら︖
開

業
後

は
別

ス
テ

ー
ジ

︖



考
察

★
地

元
に

起
き

た
好

ま
しい

変
化

（
評

価
）

・駅
前

が
⽴

派
に

／
市

⺠
活

動
が

活
発

に
／

⼈
や

産
業

界
に

活
気

が
★

地
元

に
これ

か
ら起

き
る

好
ま

しい
変

化
（

期
待

）
・北

陸
他

県
との

交
流

／
⾸

都
圏

との
交

流
／

観
光

地
の

整
備

／
⾏

政
の

活
動

／
市

⺠
活

動
★

起
き

そう
も

な
い

好
ま

しい
変

化
（

期
待

値
が

低
い

）
・嶺

北
との

交
流

・連
携

／
嶺

南
の

交
流

・連
携

／
関

⻄
・中

京
との

連
携

・交
流

★
起

き
そう

な
好

ま
しく

な
い

変
化

（
全

体
に

ス
コア

は
少

な
い

）
・中

京
圏

との
交

流
が

や
や

⾼
い

・中
⼼

商
店

街
の

活
気

が
失

わ
れ

る
…

︖
・ま

ち
づ

くり
の

担
い

⼿
が

減
少

︖
・観

光
地

の
整

備
が

⼿
遅

れ
に

︖


６

）
地

震
と新

幹
線

●
新

幹
線

の
主

な
被

災
事

例
・阪

神
・淡

路
⼤

震
災

（
19

95
.1

.1
7）

・新
潟

県
中

越
地

震
（

20
04

.1
0.

23
）

・熊
本

地
震

（
20

16
.4

.1
4／

16
）

︓
開

業
5周

年
●

20
10

年
12

⽉
4⽇

（
⼟

）
東

北
新

幹
線

全
線

開
通

（
歓

迎
され

な
い

冬
の

開
業

…
東

北
の

閑
散

期
）

●
20

11
年

3⽉
5⽇

（
⼟

）
E5

系
「は

や
ぶ

さ
」デ

ビュ
ー

…
“第

⼆
の

全
線

開
通

”で
に

ぎ
わ

う
●

20
11

年
3⽉

11
⽇

（
⾦

）
東

北
太

平
洋

沖
地

震
発

⽣
…

E5
系

ブ
ー

ム
＋

春
の

⾏
楽

シ
ー

ズ
ンへ

の
助

⾛
段

階
…

翌
3⽉

12
⽇

（
⼟

）
は

九
州

新
幹

線
全

線
開

通

東
北

新
幹

線
／

東
⽇

本
⼤

震
災

を
振

り返
る

●
被

災
範

囲
が

広
⼤

⇒
沿

線
は

地
震

動
、

三
陸

は
⼤

津
波

＋
地

震
動

⇒
新

幹
線

⾃
体

が
被

災
⇒

多
⽅

⾯
の

往
来

可

東
北

新
幹

線
と東

⽇
本

⼤
震

災

植
・
櫛

引
（
20

21
）
か
ら

地
理
院
地
図

北
陸

新
幹

線
…

重
⼤

な
損

傷
な

し︖
（

延
伸

区
間

は
︖

）



●
東

⽇
本

⼤
震

災
の

被
害

は
⼊

れ
⼦

状
／

ま
だ

ら状
（

同
じ東

北
／

県
内

／
市

町
村

内
／

地
区

内
で

も
異

な
る

）

「被
災

地
」の

多
様

さ、
複

雑
さ

櫛
引
（
20

12
）
か
ら

「被
害

」の
多

様
さと

推
移

櫛
引
（
20

12
）
か
ら

●
植

・櫛
引

（
20

21
）

「東
⽇

本
⼤

震
災

で
の

⾼
速

交
通

機
関

の
補

完
関

係
と復

興
期

に
お

け
る

動
向

」で
記

述
・3

⽉
11

⽇
の

地
震

で
1,

20
0個

所
に

被
害

＋
4⽉

7⽇
の

余
震

で
55

0個
所

に
被

害
・被

害
区

間
53

6k
m

（
阪

神
・淡

路
＝

83
km

、上
越

＝
65

km
）

・全
線

運
転

再
開

ま
で

の
⽇

数
と今

井
ほ

か
（

20
11

）
に

よ
る

ダ
メ

ー
ジ

（
不

通
区

間
距

離
×

不
通

⽇
数

）
の

⽐
…

阪
神

・淡
路

︓
82

 ⽇
間

、7
,4

00
⇒

 「
90

」
…

上
越

︓
67

 ⽇
間

、5
,9

00
⇒

 「
88

」
…

東
⽇

本
⼤

震
災

︓
49

 ⽇
間

、1
8,

70
0

⇒
 「

38
1」

★
北

陸
新

幹
線

は
1⽉

2⽇
に

運
⾏

再
開

東
北

新
幹

線
と東

⽇
本

⼤
震

災
●

弘
前

市
︓

・2
01

1年
4⽉

の
「弘

前
さ

くら
祭

」待
望

⇒
予

約
ほ

ぼ
キ

ャン
セ

ル
（

ま
ち

⾃
体

は
お

お
む

ね
無

傷
）

⇒
「⾵

評
被

害
」と

途
⽅

に
暮

れ
る

（
被

災
は

して
い

な
い

）
⇒

被
災

地
・岩

⼿
県

野
⽥

村
の

⽀
援

に
⽴

ち
上

が
る

⇒
“被

災
地

⽀
援

に
携

わ
る

弘
前

市
”の

キ
ャッ

チ
フレ

ー
ズ

●
⻘

森
県

デ
ス

テ
ィネ

ー
シ

ョン
キ

ャン
ペ

ー
ン

︓
・2

01
1年

4〜
6⽉

を
予

定
⇒

4⽉
23

⽇
〜

7⽉
22

⽇
、「

東
北

復
興

」 を
うた

って
実

施
●

観
光

需
要

の
減

衰
を

復
興

需
要

が
相

当
程

度
、補

う
※

49
⽇

間
の

運
休

東
⽇

本
⼤

震
災

の
事

例
か

ら（
櫛

引
・2

01
2）



●
開

業
（

≓
観

光
振

興
・利

⽤
促

進
）

の
⼆

⾯
性

・元
気

な
とこ

ろ
は

元
気

に
経

済
を

回
す

必
要

⇒
「⾃

粛
」「

⾵
評

被
害

」の
懸

念
⇒

被
害

甚
⼤

な
地

域
を

め
ぐる

眼
差

し・
感

情
★

環
境

や
⽴

ち
位

置
が

引
き

裂
か

れ
て

しま
わ

な
い

よ
うに

…
︕

・今
な

お
続

く「
毎

⽉
11

⽇
の

合
掌

」
…

“何
を

して
も

批
判

と軋
轢

は
⽣

じる
”

…
“解

は
な

い
、そ

れ
ぞ

れ
に

考
え

、⾏
動

し続
け

る
しか

な
い

”
（

⼤
槌

町
出

⾝
・⻘

森
市

在
住

者
）

★
「複

雑
で

悩
ま

しい
、⽭

盾
に

満
ち

た
状

況
に

10
年

以
上

向
き

合
う」

新
幹

線
の

陰
影

●
北

陸
新

幹
線

本
体

は
（

ほ
ぼ

）
無

傷
・新

幹
線

は
3県

を
つ

な
ぎ

直
す

存
在

に
な

り得
る

（
象

徴
的

な
⾯

／
交

通
機

関
とし

て
／

誘
客

装
置

とし
て

）
●

北
陸

3県
／

各
地

域
／

各
都

市
の

被
災

状
況

は
異

な
る

・「
被

災
」の

有
無

や
程

度
、新

幹
線

開
業

や
観

光
へ

の
関

わ
り⽅

⇒
「東

⽇
本

⼤
震

災
と東

北
」に

参
考

とな
る

営
み

・ま
な

ざ
しも

︖
⇒

例
え

ば
「終

着
・敦

賀
」を

起
点

に
「軸

」を
つ

くれ
な

い
か

︖
…

多
くの

⽴
場

を
意

識
しな

が
ら「

で
き

る
こと

」を
考

え
抜

く
…

分
か

りや
す

い
⽴

場
・⾒

解
に

こだ
わ

らな
い

／
⾶

び
つ

か
な

い
★

複
雑

で
悩

ま
しい

状
況

に
⻑

期
間

向
き

合
う覚

悟
が

必
要

︖

敦
賀

延
伸

に
向

け
て

●
植

遥
⼀

朗
・櫛

引
素

夫
（

20
21

）
「東

⽇
本

⼤
震

災
で

の
⾼

速
交

通
機

関
の

補
完

関
係

と
復

興
期

に
お

け
る

動
向

」、
季

刊
地

理
学

、7
3(

3)
、p

p.
16

4-
17

7
●

櫛
引

素
夫

（
20

12
）

「東
⽇

本
⼤

震
災

以
降

の
地

理
学

とマ
ス

・メ
デ

ィア
の

関
係

性
の

課
題

」、
季

刊
地

理
学

、6
4（

1）
、p

p.
12

-1
5

●
櫛

引
素

夫
・三

原
昌

⺒
（

20
20

）
「新

幹
線

は
『暮

らし
』を

守
れ

る
か

－
⼈

⼝
減

少
社

会
の

再
デ

ザ
イン

の
視

点
か

ら」
、地

域
社

会
研

究
（

弘
前

⼤
学

地
域

社
会

研
究

科
編

）
、1

3，
pp

.
19

-3
1

●
櫛

引
素

夫
・三

原
昌

⺒
（

20
21

）
「整

備
新

幹
線

ネ
ット

ワ
ー

ク・
20

21
年

の
変

曲
点

－
CO

VI
D-

19
の

影
響

お
よ

び
建

設
の

停
滞

」、
地

域
社

会
研

究
（

弘
前

⼤
学

地
域

社
会

研
究

科
編

）
、1

4，
pp

.1
-1

6

参
考

⽂
献
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